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　……？

　目を覚ますと、俺は暗くら闇やみの中にいた。

　周りをぐるりと見回しても、全てが闇に閉ざされていて何も見えない。唯ゆい一いつ、自分の体だけがうっすらと光を放っているが、そのこと自体が不可解だった。




「気がつきましたかー？」




　どことなく間延びした、妙みよう齢れいの女性の声だった。

　目の前に白い光が浮かび上がり、やがてその光は一人の女の姿を成なした。

　神秘的な女だった。新しん雪せつを思わせる輝きを帯びた銀髪、透すき通とおるように真っ白な肌。顔立ちはＣＧで描びよう画がしたのかと疑ってしまうほどに整っていて、身にまとった白いローブも世俗離れしていた。

　ギリシャ神話か何かに出てくる神様みたいだ、と思う。

「はい。わたし、女神ですからー」

　にっこりと笑って、女は答えた。

「……え？　俺、口に出してた？」

「あっ、いえいえー。皆さん同じ感想をお持ちになるものですから」

「なるほど。それで俺が考えていることもわかったと」

「はい。いくらあなたが愚おろかで哀あわれな死を遂とげたからといっても、決してあなたが思考の読みやすい単純な人間だと言っているわけではありませんよー」

　邪じや気きのない笑顔のままで、自称女神は答えた。もしかしてフォローのつもりなのか。

　……ん？

「待ってくれ。俺が何を遂げたって？」

「愚かで哀れで、大変悲ひ惨さんな死を遂げましたー」

　さっきより一言多くないか。

「そんなはずはない。俺は死ぬようなことは何もしてないぞ。確か、えーと……そうだ、ゲームをプレイしてただけだ」

　そう、ゲーム──〝クロスアウト・セイバー〟を。

　ＶＲに対応した最新の成人向けゲーム……いわゆるエロゲーだ。

　まるで自分がゲーム世界に入り込んだかのような臨場感と、あらゆるキャラクターを脱がしたり押し倒したりアレコレできるゲームデザインが好評を博し、ソフトの生産が追いつかないほどの超人気作となっている。

　純粋なゲームジャンルとしてはリアルタイムのアクションＲＰＧで、俺はラクシャルという名のボスキャラと戦っていたはずだ。

「だんだん思い出してきたぞ……俺はゲームをしてて、それで──」

　俺は言葉を切った。思い当たることが、ひとつだけあったからだ。

「…………プレイエリアの外に、出た」

　多くのＶＲゲームには、プレイエリアと呼ばれる直方体の範囲が設定されている。

　ゲームの中の話ではなく、現実の問題だ。

　例えばゲーム中では広大な草原に立っていたとしても、実際にゲームをプレイするのはたいてい部屋の中だ。プレイヤーがそれを忘れて部屋の中で自由に動き回れば、棚たなやら壁やらに激突することになる。

　そうした危険を避さけるために、あらかじめプレイエリアを決めておくのだが──あろうことか、戦闘に熱中した俺は、敵の攻撃を避よけようとしてプレイエリアの外へ飛び出してしまったのだ。

「そうです。その結果、あなたは壁に頭を激突して即死しましたー。よっぽど打ち所が悪かったんでしょうねー」

　女神の声には、相変わらず邪気はないが遠慮もない。

「しかも、生前のあなたがどんな格好だったか覚えていますかー？」

「え？」

「『いつエロシーンに突入してもいいように』なんて奇き天て烈れつな理由で、下半身はすっぽんぽんだったじゃないですかー」

　俺は絶句した。

　そうだった。胸ポケットには三枚重ねのティッシュまで詰め込んでいたはずだ。

「あなたが死んだ直後、激突音を聞いたご家族がすぐに駆けつけたんですけど、あなたを発見した瞬間のご様子といったらもう、あらゆる意味で非常にいたたまれない感じで……葬そう儀ぎでも、親戚の皆さんは笑いをこらえるので必死だったんですよー」

「……俺もいたたまれんわ」

　膝ひざから力が抜けて、その場に崩れ落ちた。

　自分が死んだってだけでもショックなのに、死後にそんな赤っ恥まで晒さらす羽は目めになるなんて、二重の精神的ダメージだ。

「最低だ……最低すぎる。過去最大級の生き恥だ……」

「大丈夫ですよ、もう死んでますからー」

「いっそ死にたい……」

「大丈夫ですよ、もう死んでますからー」

「…………」

　俺は黙って女神を睨にらみつけた。なんなんだこいつは。

「大丈夫です、今いま更さら恥ずかしがることなんてありませんよー。そもそも、あなたの人生自体が恥さらしみたいなものじゃありませんかー」

　女神の励はげましが、俺の胸に深々と突き刺さる。

「……俺の人生が何だって？」

「あなたの生涯は確認させてもらいましたー。三○歳を過ぎてなお恋人もお友達も職歴もなく、散発的に日雇いのバイトを繰り返し、かといって実家に生活費を入れるでもなくバイト代はエッチな本やゲームの購入費にあてて、家族とはほとんど口も利きかない毎日。死因も含めて、非生産的な人生のお手本みたいだったと思いますー」

　俺は、もしかして目の前の女神からケンカを売られているのだろうか。

　真意を測りかねてまじまじと女神の顔を覗のぞき込こむと、少し照れたようなスマイルが返ってくる。

　素すだわ、こいつ。

　俺の胸中には気づかない様子で、女神は母性の象徴のような豊かな胸に手を当て、明るい声で続ける。

「申し遅れましたー。わたしは〝管かん理り神しん〟のエナといいますー。あなたのように悲惨な人生を送った方を救済するのがお仕事なんですー」

「悲惨な人生？　いや、俺は毎日の食事にも困ってなかったし、そこまで悲惨ってわけじゃ……」

　決して満足いく人生だったとは言えないが、世界規模で見れば俺より悲惨な奴やつなんていくらでもいるだろう。

　しかし、女神──エナは、ゆっくりと首を横に振った。

「その人の人生が幸せだったかどうかを決めるのは、その人自身にしかできないことですー。たとえどんなに貧しくても、病気がちでも、本人が『わたしは幸せだった』と思っていれば、他人にそれを否定することはできないんですよー」

「……それはそうかもな」

「そういう意味で、あなたの人生は、本当に欲しいものが何一つ手に入らないまま恥ち辱じよくと苦労だけを積み重ねて果てた、まさにゴミみたいな人生だったと言えるでしょうー」

「お前はいちいち人の神経を逆さか撫なでしないと喋しやべれないのか？」

　俺は皮ひ肉にくを込めて訊たずねたが、エナはお構いなしに喋り続ける。

「そこでご提案ですがー、あなたには、あのゲームの中の世界に転生する権利を差し上げたいと思いますー。ある程度なら、特典もつけちゃいますよー」

「……あのゲーム？　クロスアウト・セイバーの？」

　それが事実なら、とても魅力的な提案だった。

　まだ発売から間もないゲームだが、俺は裏ルートで発売日の前日に入手して以降、寝食を忘れて攻略に没頭していた。世界規模でも最速攻略組の一人だったと自負している。

　もしもあのゲームの世界に生まれ変われたら、何だって思いのままにできる自信があった。

　特典というのも気になる。訊ねると、次のような返答があった。

「お好みのプレイスタイルに特化したステータスとスキルを、設定してあげますー。最強の剣士になりたいなら剣術特化、大金持ちになりたいなら商才特化といった感じですねー」

　なるほど。それなら、このゲームを知り尽くしている俺にとって、選択肢はひとつしかない。




「テイムに特化したキャラにしてくれ」




　テイム──敵キャラクターを手なずけて、自分のしもべにするシステム。

　このゲームの一番の目玉であり、肝きもでもある部分だ。

「わかりましたー。じゃあ、ステータスとスキルを設定しますねー」

　エナが深くうなずくと、一瞬、俺の体が青白い光に包まれた。

　目の前に、ゲームの中で見た覚えのあるウィンドウが表示される。
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　名前がハテナ一色になっているが、とりあえずこれが俺のステータスらしい。

　レベルが最低値の１を下回っているのは、まだ俺が転生していないからか。それは置いといて、目を引く点はふたつ。

「テイム特化のために〝性せい技ぎ〟パラメーターを最大値にしましたー。これで、あなたが一撫ですればどんな女の子も、甘い声をあげて崩れ落ちること間違いなしですよー」

　そう、まずはそこだ。クロスアウト・セイバーには〝性技〟という、エロゲーならではのパラメーターが存在する。

　読んで字のごとく性的な技量を表した数値で、これさえ高ければ童どう貞ていだろうが魔法使いだろうが思うさま女を鳴かせることができるという、身みも蓋ふたもないシロモノだ。

　この時点で察しがつくかもしれないが、このゲームで敵キャラをテイムするには、戦闘中に敵を愛あい撫ぶしてＥＰエクスタシー・ポイントをゼロにする──〝イかせる〟とも言うが──必要がある。

　要約すると、敵の肉体に女の悦よろこびをねっとり教え込んで、虜とりこにすれば自動的に仲間にできるというわけだ。

「このスキルは？」

　俺はアクティヴスキル欄らんを指して訊ねた。

　そこにはひとつだけ【クロスアウト・セイバー】というスキルが表示されている。ゲームのタイトルと同じ名称だが、初めて見るスキルだ。

「テイム特化の一環として付ふ与よした、超レアスキルですー。このスキルを使えば、武器の一振りで、相手の服だけを必ず破壊することができるんですよー」

「必ず？」

「はい、必ずですー。布の服でもオリハルコンの鎧よろいでも一刀両断。それでいてその下の柔やわ肌はだには傷一つつかないんですー」

「そいつは便利だな」

　敵をテイムするには愛撫の必要があるわけだが、それにはまず敵の服を脱がさなければならない。

　だが、服を脱がせようとしている間、こちらは完全に無防備になるので、よほどの実力差がない限り、服を脱がせようとしている間に攻撃を受けて死ぬ。しかも、鎧などの重装備を身につけている相手だと、当然脱がせにくい。

　このスキルなら、そうした問題を解決できるというわけだ。

「エナ。そのスキルは素す手ででも使えるのか？」

「使えますよー？　有効射程は三メートルくらいですね。指をまっすぐ伸ばして、手しゆ刀とうで切りつける感じにすれば──」




「【クロスアウト・セイバー】ッ!!」




　俺は説明中のエナに向けて、勢いよく手刀を振り下ろした。

　その瞬間──ビリビリと激しい音を立てて、エナの服がちぎれ飛ぶ。

「……えっ」

　陶とう磁じ器きのように白く、豊かな曲線で形作られた裸体が露あらわになる。その素肌に、さっと赤みがさした。

「きゃああああっ!?　な、ななっ、何するんですかぁー!?」

　エナは腕で抱くようにして胸を隠し、脚をぴっちり閉じて悲鳴をあげた。

「ただのテストだ。実際に使えるかどうか、試しておかないとな」

「あー、なるほどー……って、試していいなんて言ってないですよー!?　女神にこんなことする転生者さん、前代未聞ですー！」

「いちいち騒ぐな。次は性技のテストだ」

　俺は両手を広げて、裸のエナに抱きついた。

　エナはすっかり赤面し、目め尻じりには涙が浮かんでいる。

「ま、待ってくださいー！　悪い冗談ですよねー？」

「待てと言われて待つくらいなら、最初からこんなことするか。さっさとその邪魔な手をどけて、脚を開け」

「イヤに決まってるじゃないですかーっ!?　……ひゃうっ！」

　エナの背中に回していた手で、腰から尻にかけて撫で下ろすと、エナは肩を跳はねさせて反応した。

　そのまま両手で尻をわしづかみにして揉もみしだくと、断続的に甘い声が漏もれる。

「ひゃっ……や、やめ……んっ、ふ、ぁぁっ……」
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「どうした？　まだ尻を触ってるだけだぞ」

「そ、そうですけどぉ、今のあなたに触れられると……あ、うっ！」

　エナの尻はまるでパン生き地じのように柔らかくて、肌が掌てのひらに吸いついてくる。じつに良い感じの肉付きだ。

　エナの体から力が抜けつつあるのを見て、俺はたわわに揺ゆれる胸の谷間に頭からダイブした。

　ふにょん、とマシュマロのような柔らかさに顔面を受け止められる。

「あ……っ！」

　エナが小さく声をあげる。俺も内心で感かん嘆たんの声をあげていた。

　さっき揉んだ尻も充分に柔らかかったが、おっぱいの柔らかさはそれを凌りよう駕がしている。実際に触るのは初めてだが、こんなにいいものだとは思わなかった。

　石せつ鹼けんのような甘い香りに鼻び腔こうをくすぐられながら、白い柔肌に舌を這はわせた。

「あぁんっ！　ひやっ、あっ、あっあっ、やぁぁっ……」

　こちらの舌が膨ふくらみの頂点に近づくほどに、エナの声は甘く高く変化していく。

　こりこりに尖とがった突起を舌先で弾はじくと、ひときわ大きな嬌きよう声せいがあがった。

「あぁああぁぁっ！」

　背筋を反そらせて快感に打ち震えると、エナは限界に達したように崩れ落ちた。

　仰あお向むけになっても形の崩れない豊かな双そう丘きゆうを小刻みに震わせ、だらしなく弛し緩かんした両脚はＯ字を描くように開いている。その付け根は、透明の粘ねん液えきでぐっしょりと濡ぬれそぼっていた。

　エナの裸体に覆おおい被かぶさって、俺は耳元で囁ささやいてやる。

「本当はこうされたくて、あのステータスとスキルを俺にくれたんだろう？　いやらしい神様だ」

「そ……そんな……わたしは、あなたの希望通りにしただけでー……」

「そうか。だったら、ここでやめるか？」

　試しに提案すると、こちらを見返すエナの目尻に涙が浮かんだ。

「ひ、ひどいです……わたし、あなたのためを思って、純粋な善意で転生のお話をご用意したのにー……」

　あれだけ毒を吐いておいて善意も何もないもんだ。まあ、天然でやってるのはわかっているんだが。

「だからお返しに気持ちよくしてやろうとしたんだが、お気に召さないなら仕方ないな」

「……やめないで、くださいー……」

「え？　なんだって？」

　わざと聞こえない振りで訊きき返かえすと、エナの顔が羞しゆう恥ちの紅べにに染まった。

「で、ですから、やめないでって……」

「それじゃわからん。誰のどこに誰の何をどうして欲しいのか、ハッキリ言葉にしろ」

　まだいじめられそうだと判断し、更さらなる羞恥行為を要求する。

　エナは桜色の唇くちびるをぶるぶる震わせて、しばしの間、葛かつ藤とうしていた。

　しかし、やがて──意を決したように自らの股こ間かんに手を伸ばし、無毛のスリットを指でくぱぁと拡ひろげて、声を限りに叫んだ。




「わ、わたしのー……いやらしいわたしのここに、あなたの硬いのを突っ込んで、ずぼずぼしてくださいっ!!」




　……本当に言った。神様なのに。

「いや、まさか本当に言うとは……ちょっと引いたわ」

「ひどい！　ひどいですー！　こんなに頑張ったのにー!?」

　号ごう泣きゆうするエナ。

　いや、驚きこそしたものの、征服欲が満たされた気分だ。俺がこの女にここまで言わせたのだと思うと、ぞくぞくするような高こう揚よう感かんが体に満ちていく。

「いいだろう。淫いん乱らんで貪どん欲よくな女神様に、捧ささげ物ものをくれてやる」

　実際、もう俺も収まりがつかなくなっている。

　俺はベルトの金具を外し、硬く屹きつ立りつしたモノを……。

　モノを…………。

「……あれ？」

　俺が首をひねると、エナの視線も俺の腰あたりに向いた。

　まずい。

「いや、待ってくれ。これは何かの間違い──」

「うわあああん！　わたしを脱がせて弄いじって恥ずかしいこと言わせておいて、なんで勃たってないんですかー！　転生者さんの不能！　転生者さんのＥＤ──っ！」

「しばくぞ、お前……」

　突とつ如じよ着せられた濡ぬれ衣ぎぬに、静かな怒りを込めて言い返す。

　泣きじゃくっていたエナはやがて少し落ち着きを取り戻した様子で、「あっ」と何かに気づいた声をあげた。

「……そうでした。今のあなたは魂たましいだけの存在なので、何かに触れることはできても、生殖行為はできないんですー……」

「肉体がなきゃ無理ってことか。じゃあここまでだな。早いとこ転生させてくれ」

「ええっ!?　わ、わたしの体の疼うずきはどうすればいいんですかー!?」

「ひとりでどうにかしろ。こっちも暇じゃないんだ。さっさと転生させろ」

　膝を叩たたいて急せかすと、エナは涙を拭ぬぐいながら身を起こした。

「うう……じゃあ、転生したあなたが大きくなったら会いに行きますー……それまでは我慢します……」

「何年先の話だ？　……お前がそれでいいならいいんだが」

「じゃあ、送りますよー？　……あなたの新しき生に、幸さち多からんことを……！」

　お決まりの台詞せりふなのか、急に定型文のような口調でエナが唱える。直後、俺の体は光に包まれた。

　急速に意識が遠のいていく──。
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　強烈な光が瞼まぶたに突き刺さる。

「出てきた！　産まれたぞ！」

　誰かの声がすぐ近くで聞こえた。

「セルマ、よくやった。産まれたんだ！　俺たちの子だ！」

　大きな手に、自分の体を軽々と持ち上げられている。

　──俺は、転生したのか？　どうにか力を込めて、瞼をこじ開ける。

　狭い小屋の中だった。五、六人の大人たちが、横たわる一人の女を取り囲むように立っている。

　俺を抱き上げてはしゃいでいる二○歳前後の男以外は、全員女だった。

　状況から判断するに、この男が俺の父親で、寝ているのが母親。他の連中はお産の手伝いをしてくれたんだろう。おかげで無事に誕生できたわけで、もし口が利けたら礼を言いたいところだ。

「あなた……私にも、その子を見せて……」

　弱々しい声で母親が言う。俺の体はひょいと母親の懐ふところに預けられた。

　何よりも愛いとしいものを扱うように、母が俺の頭を優しく撫でてくる。少しくすぐったい。

「その子、じゃなくて名前は決めておいただろう？　男の子だから、ヴァインだな……いいか。お前の名はヴァイン・リノスだ」

　父が俺を見下ろして言った。

　ヴァイン・リノス……それが、俺の新しい名前。

　今日からこの世界の住人として、この二人の子として、俺は新たな人生を踏み出すのか──。




「その子供を世に放ってはならん」




　しわがれた声。

　どうにか首を動かしてそちらを見ると、魔術師のようなローブを纏まとった老ろう婆ばが、数人の男たちを従えて立っていた。

「ババ様。どういうことです？」

「占いに出たのじゃ。その子供は、世に混乱をもたらす災さい厄やくとなる。決して世に放ってはならぬ存在じゃとな」

（……何を言い出すんだ、この婆ばあさん）

　占いなんか誰が信じるか……と思ったが、クロスアウト・セイバーの世界観は中世ヨーロッパ風のファンタジーをベースにしている。科学考証も何もない時代だ。

　ひどく嫌いやな予感がする。

「待ってください！　私たちの子が、そんな育ち方をするわけが……うわっ！」

　父は俺と母をかばうように立ちふさがったが、たちまち男たちに取り押さえられてしまった。

　別の男の手が伸びてきて、俺を母の腕から引きはがす。抵抗しようとしたが、赤ん坊の体では何もできなかった。

「ヴァイン！」

　母が俺の名を呼ぶ。

　弁明すらできない、この状況は……まずすぎる。まさか、このまま処刑されるなんてことは……。

「安心せい、殺しはせぬ。殺せば村が祟たたられよう。地下の倉にでも閉じこめて、そこで一生を過ごしてもらうだけじゃ」

　ちょうどいいタイミングで婆さんが答えてくれた……が、その内容はまったく安心できるものではなかった。

　俺を一生、閉じこめておくだって？

（これじゃ前世よりひどい有あり様さまだ。エナ、今すぐ助けに来い……エナぁっ!!）

　俺は心の中で絶叫したが、その叫びは誰にも届かなかった。




　以後、俺は一八年間にわたって村の地下室に幽ゆう閉へいされることとなった。

　その生活が終わりを告げたのは、ちょうど一八歳の誕生日のことだった……。
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「……一八歳になってしまった」

　暗く湿った地ち下か牢ろう。

　とうに見慣れた独房の壁を見つめて、俺は呟つぶやいた。その声は、今後の人生への展望さながらに暗あん澹たんとしている。

　ランプの頼りない光で照らされた壁には、びっしりと俺自身の手で『正』の字が刻まれていた。

　俺がこの部屋に閉じこめられてから、六五七四日──つまり、ちょうど一八年が経たったわけだ。

　月日が経つのは早い。早すぎて、まるでこの一八年間、何もなかったかのようだ。

「……実際、何もなかったわけだが」

　もう一八年間、太陽を見ていない。それどころか、この牢屋から一歩も外へ出られずにいる。

　ＲＰＧ慣れしている人間なら、ゲーム中で投とう獄ごくされても「脱出できるだろう」と考えるのが普通だ。挑発や仮け病びようで看守をおびき寄せて襲おそうのが常じよう套とう手しゆ段だんだと思う。

　しかし、この村の連中は徹底していた。俺がどれだけ煽あおっても懇こん願がんしても相手にせず、絶対に扉を開けなかった。

　一応、普通に話しかければ質問には答えてくれることもあり、外の状況は少しだけ知ることができた。




　ここが〝リプアトス〟という名の農村であること。

　俺の両親も村の生まれだったが、俺を奪だつ還かんしようとしたせいで村から追放されたこと。

　俺を陥おとしいれてくれた占い師の婆さんは、数年前に突如行方ゆくえをくらましたらしいこと。




　いずれにしても、有益な情報は一切入手できなかった。有益というのは、もちろん脱走に役立つ情報のことだ。

　前世では日雇いバイトの時以外、基本的に引きこもっていた俺だが、まさか強制的に引きこもらされるとは思ってもみなかった。いったい何の因いん果がなのか。

「……ステータスの振り分けを間違えた。素す手でで壁をぶち破れるくらいの怪力をもらうべきだった……」

　かえすがえすも、目先のエロに走った自分の愚おろかさを呪のろわずにはいられない。

　エロといえば、あの色しき欲よくまみれの女神はいつになったらやってくるんだろう。俺が大きくなったら、などとほざいていたが、いっこうに現れる気配がない。

　あいつが手を貸してくれれば脱出くらい楽勝だろうが、あの抜けた性格からして、忘れていることも充分にあり得る。そうなったら、本当に一生このままで終わってしまうかもしれない。

「筋トレでもするか……」

　嫌な想像を振り払って、俺は現実と向き合うことにした。

　いつか地下牢の扉が開いた時、いつでも看守を絞しめ落おとせるように、体だけは鍛きたえるようにしている。経験値も少し入るし、悪いことはない。

　どうせ時間だけは有り余っているのだから──。




　その時、突然の轟ごう音おんとともに、すさまじい揺れが地下牢を襲った。




　直下型の大地震かと思うほどの衝撃。

　俺はカップに入れられたサイコロのように転げ回り、部屋の壁に背中からぶつかった。

「いてて……何だ？」

　一瞬のことだったようで、身を起こすと、既すでに揺れは収まっていた。

　と、目を向ければ、地下牢の扉が外れ、外側に倒れている。どうやら、今の衝撃で金具が破断したようだった。

「……逃げるか」

　何が起こったのかわからないが、少なくとも罠わなではないだろう。

　村の連中ならいつでも俺を殺せたのだから、こんなことをする理由がない。

　即断して、俺は一八年間過ごした『我が家』を後にした。




　地下牢は元々地下倉庫を改装したものだったようで、階段を登り切るとどこかの倉の中に出た。

　倉の扉を開けて、外に飛び出す。

「うっ……」

　強烈な光に目がくらむ。とんでもなく久しぶりに目にする太陽の光。

　だが、その先に広がっていた光景は、予想だにしないものだった。

　十数人という村の男たちが、倒たおれ伏ふし、うめき声をあげている。

　ボロ雑ぞう巾きんのようになった連中を冷徹に見下ろしていたのは、双剣を携たずさえた一人の女。

　紅あかい髪に混じって、その頭頂部から突き出している一対の角つのが俺の目を引いた。この女は──魔ま族ぞくだ。

「何度でも言います。この村を捨て、どこか遠くの地へ移り住みなさい。そうすれば、命までは取りません」

　はっきり響く声で、魔族の女は言い放った。

「ん……？」

　俺は遠目に女を眺ながめ、頭からつま先までじろじろと視線を這はわせた。

　剣のような鋭さを感じる目鼻立ち。「可愛かわいい」というより「美人」という形容がしっくりくる顔だ。

　鎧のせいで正確にはわからないが、丸く張り出した胸、スラリと伸びた脚がスタイルの良さを窺うかがわせる。

　しかし俺が気になっていたのは、彼女の容姿だけではない。どうも、この女には見覚えがある気がする。

　いったいどこで見たんだったか。一八年も経ったせいで記憶が錆さび付ついていて……。

「……あっ。そうだ、ラクシャル……ラクシャルだ！」

　思い出した。

　俺が前世で、死しに際ぎわに戦っていた相手。魔ま帝ていゼルスの右腕にして〝剣けん舞ぶの魔ま将しよう〟の二つ名を持つ強敵──それが、ラクシャルだ。

「はい？　確かに、私はラクシャルですが……あなたは？」

　名前を呼んだせいで、ラクシャルはこっちに気づいたらしい。澄すんだ瞳ひとみでこちらを見つめてくる。

　ついでに村の連中も俺が地下牢から出たことに気づいたようだが、ラクシャルという脅威の前では俺の存在など二の次らしく、大したリアクションもなかった。

　ラクシャルの頭上には、黄色い三角形のカーソルが点てん灯とうしている。

　これは〝中立〟状態を表すものであり、彼女が俺個人に対して敵意を持っていないことを意味する表示だ。

　もっとも、今は俺の正体がわからないから慎重になっているだけだろうが。

「ヴァイン・リノス。この村の者だ」

　口を動かして時間を稼ぎながら、俺は彼ひ我がの戦力差を確認する。

　コントローラーの類たぐいが存在しないこの世界では、頭の中で念じることで、システム画面を表示できる。

　念じた瞬間、目の前に長方形のウィンドウが浮かび、俺のステータスが表示された。
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　続けて、ラクシャルのステータスを思い出す。

　ラクシャルのステータスは、解析されたデータをＷｉｋｉで見たのを記憶している。ゲームの時と同じなら……こうだ。
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　アクティヴスキルの【魔剣】と【風魔法】は、そのレベルの魔剣スキルと風魔法スキルを全て使えるという意味だ。ただし、実際に使用して熟練度を上げなければ使い物にならないスキルも多い。

　どう見ても序盤で出会うボスにしては強すぎる相手だが、それには理由がある。

　その理由とは、俺がラクシャルに固こ執しつしていた理由でもあった。

　ＲＰＧに慣れた者なら、負け確定バトルというのを経験したことがあるだろう。

　その時点ではまず勝てないステータスのボスと戦闘になり、大敗を喫きつして、そのままストーリーが進行するアレだ。

　ラクシャルもその例に漏もれず、序盤のイベントで戦う『勝てないボス』だったのだが、彼女を気に入った俺は、何が何でもテイムしてやろうと思った。

　攻略情報を収集し、プレイヤースキルを磨みがいて、ラクシャルと互角以上に渡り合ったのだ。

　……白熱しすぎてリアルの肉体が先に死んでしまったわけだが。

　自由の身になって即座にラクシャルと出会えたことには、何かの運命を感じる。

　俺はラクシャルを、記念すべき最初の獲え物ものにすることに決めた。

「前世からの借りを返すぞ、ラクシャル。俺が相手だ」

「前世？　借り？　……よくわかりませんが、あなたは丸腰のようですね。私は武器を持たない相手を斬きる趣味はありません」

「武器は要いらん。素手で結構だ」

　すぐに相手の動きに対応できるよう身構えつつ、俺は答えた。

　対面するラクシャルが、得心したように頷うなずき──彼女の頭上に点灯するカーソルの色が、イエローからレッドに変わった。

　俺を敵と認識し、明確な〝敵対〟状態に移ったのだ。

「なるほど。その拳こぶしがあなたの武器というわけですか」

「拳っていうか……まあ、そんなところだ」

「ならば、遠慮なく行かせてもらいましょう──いざ！」

　ラクシャルの行動は素早かった。双剣を構え、俺に向かって突撃してくる──前世で散々見た攻撃パターンだ。

　俺はラクシャルの脇へ突っ込んで攻撃をかわしながら、すれ違いざまに必殺の手しゆ刀とうを繰り出した。




「【クロスアウト・セイバー】ッ!!」




　光が瞬またたいた、刹せつ那な──。

　ラクシャルの鎧とインナーに、網あみの目めのような亀き裂れつが走り、弾けるように砕くだけ散ちった。

　ぶるんっ、と水風船のようなふたつの膨らみが、彼女の胸元で大きく弾はずむ。

　……ラクシャルは硬直した。

　俺とすれ違った姿勢のまま、しばらく彫ちよう像ぞうのように身じろぎひとつしなかった。




「………………あれ？」




　たっぷり間を置いて、ぎこちなく自分の体を見下ろすラクシャル。

　その瞬間、俺の視界の端はしに、見慣れない文字列が飛び込んできた。




【システム】ラクシャルは状態異常「恥じらい」になった！

【システム】ラクシャルは状態異常「混乱（極大）」になった！




　システムメッセージ？

　スキルを使ったのは転生してから初めてだが、こんなメッセージが出るのか──と、感心したのも束つかの間ま。

「きゃああああああぁぁぁぁぁぁッ!!」

　地平線の果てまで届きそうな悲鳴をあげて、ラクシャルはうずくまった。

　小ぶりな肩を震わせ、涙目になって周りをキョロキョロと見回す。

「な、ななっ、なぜ服が……!?　誰ですか!?　いったい、誰がこんなことを──!?」

「俺だ」

　悠ゆう々ゆうとした足取りで、俺はラクシャルの前に回り込んだ。

　ラクシャルは、未知の生物を目にしたかのような恐怖を瞳に浮かべて、上うわ目め遣づかいにこちらを見上げる。

「あ、あなたが……？　何のために、こんなことを……」

「それは、今からわかることだ」
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　ラクシャルは自らの豊かな胸を抱くように隠している。

　俺は強引に右手をねじ込み、掌てのひらに余る弾力の塊かたまりをぐにぐにと揉みしだいた。

　その瞬間──。

「ひぃんっ!?」

　まるで電気が走ったように、ラクシャルはびくりと背を反そらした。

　震える足で体を支えきれなくなったのか、両手をつき、獣けもののような四つん這いになる。

「む……っ」

　一方で、俺もまた打ち震えていた。快感にではなく、感動によって。

　女の乳を揉んだのはエナの時以来二回目だが、今度はしっかりと自分の肉体が存在しているおかげか、あの時以上に明瞭な手触りが伝わってくる。

　手で揉みしだいているのはこちらなのに、逆に包み込まれるような柔らかさ。

　他に例えようもない、最高の触感だ。

　一八年の監禁生活で溜たまった欲望に、火が点ついた。

「ラクシャル、立て」

「ひゃん……っ」

　俺はラクシャルの正面から、彼女の尻を抱くようにして立ち上がらせた。

　ラクシャルはまだ快感が抜けていないのか、舌っ足らずな悲鳴をあげて、なすがままにされている。

　さっき胸を揉んだ時の反応でわかったことだが、こちらのやることは、多少乱暴でも痛みより快感の方が遙はるかに勝まさるらしい。

　さて、次に何をしてやろうか──見下ろして、俺はラクシャルの体に起こった、とある変化に気づいた。

「おい、ラクシャル。これを見てみろ」

「ふぇ……？　これ……？」

「お前のここは、普段からこんなに硬く尖ってるのか？」

　豊満に張り出した白い胸の先端、薄いピンク色の蕾つぼみ。

　ぷっくりと膨らんで自己主張する突起を指すと、ラクシャルの頰ほおは更に濃い羞恥の赤で染まった。

「し、知り、ませ……ふぁぁっ！」

「ほう？」

　乳房の先端、肌色が変わるラインにギリギリ触れるか触れないかのところへ指先を押しつけ、ぐりぐりと円を描くようになぞっていく。

　ただこれだけの愛あい撫ぶでも、ラクシャルは腰をがくがくと震わせて身み悶もだえ、胸の先端は刺激を待まち焦こがれるように屹立する。

「あぁ……！　あ、ぁ、ぁぁっ……！」

「触ってほしいか？」

「わ……私はっ、剣舞の、魔将……こんな、ことで、屈くつしは……」

「そうか」

　返事など、ほとんど聞いていない。

　俺はラクシャルの胸に顔を近づけ、尖りきった乳首に吸いついた。

「──ひゃぁぁぁぁんっ!?」

　今までで一番大きな嬌きよう声せいがあがった。

　これだけ顔を近づけ、胸を吸っていると、自然、ラクシャルの香りや味を五感で感じ取ることになる。

　自然な、さりげない甘味だ。砂糖というよりは牛乳のような、濃厚なフェロモンの中にひとしずくの純粋さを溶かし込んだような……。

　俺は半ば夢中になってラクシャルの胸を吸い、ねぶり、舌で弾いた。……彼女の限界に気づかないほどに。

「やっ、やりゃ、なにか、くる、きちゃ……あっ──ああああぁぁぁぁんっ!!」

　全身をがくがくと痙けい攣れんさせて、ラクシャルは決壊した。

　ぷしゅっ、と下の方で何かがしぶく音。

　ログに新しい文字列が描画される。




【システム】ラクシャルは絶頂（大）を迎えた！

【システム】ラクシャルのＥＰエクスタシー・ポイントが０になった！　一定時間行動不能！




　ＥＰ──それは体力を示すＨＰと似て非なるもので、絶頂を迎える度に消費される。

　戦闘中にＨＰもしくはＥＰがゼロになった者は、その戦闘に敗北する。更に、プレイヤーが敵のＥＰをゼロにして倒した場合は──。




【システム】ラクシャルのテイムに成功！　ラクシャルがあなたの仲間に加わりました！




　……このように、テイムすることができるのだ。

　ラクシャルの頭上には、先ほどまでとは違い、味方キャラであることを示す緑色のカーソルが点灯している。

　これで、ラクシャルは俺への攻撃ができなくなったわけだ……が。

「おい、ラクシャル……ラクシャル？」

　ラクシャルは地面に身を投げ出し、目を瞑つぶったまま身じろぎひとつしない。どうやら、今の絶頂で意識まで手放してしまったようだ。

　胸だけでこんなになるとは……我ながら恐ろしい……。

　仕方ない、しばらく寝かせておいてやろう。その間に、片づけたいこともある。

「……【ドレイン】」

　ラクシャルの体に触れたまま、小さく呟く。

　瞬間、何百というシステムメッセージが立て続けに表示され、ログを埋め尽くす。

　それらのログは全て、俺の能力値やスキルに関する変化を示すものだ。

「全部吸ったか……さて、次は……」

　俺は立ち上がり、周囲を見回した。

　今まで事の成り行きを見守っていた村の面々と目が合う。男どもはラクシャルの色香にあてられたのか、ほとんどの奴が前かがみになっていた。見み世せ物ものじゃないんだが。

　俺と目が合ったことで、思い出したように、村の連中の表情に光が射さした。

「そ、その魔族を……倒したのか？　まさか……」

「ヴァインが……ヴァインが村を救ってくれた！　お前は村の救世主だ！」

　村の連中は色めき立ち、俺に駆け寄ろうとする。

　俺は素早く右手をかざした。




「【ゲイル】!!」




　レベル１の、初級の風魔法。

　それでも無防備な村人たちを一いつ蹴しゆうするには充分な威力があり、俺に駆け寄ろうとしていた連中は全員、突風に吹っ飛ばされて転がった。

「ぎゃっ!?　な、何を……いや、魔法!?　ヴァイン、なぜお前が魔法を使えるんだ？　お前は、魔法を習っていないはず……」

「そうだな、習ってはいない。奪ったんだよ、あの魔族からな」

　まだ失神しているラクシャルを顎あごで指し示し、答える。

　転生の時、俺がテイム特化を選択したのも、全てはこのためだった。

　倒した相手の能力を全て吸収し、己おのれの力に変える──これが、テイムの真価だ。

　ゲーム〝クロスアウト・セイバー〟には、テイムに付ふ随ずいして、ドレインというシステムが存在する。

　テイムした仲間の能力値およびスキルを吸収し、自分のものにできるのだ。

「俺はラクシャルの力を手に入れた。もうお前らは、俺を閉じ込めるどころか、傷一つつけることすらできない」

　それどころか、村人たちの生せい殺さつ与よ奪だつは俺が完全に掌しよう握あくしている。この村を滅ぼすことだってたやすい。

　村人たちも自覚したらしく、一斉に顔から血の気が引いた。

「ま、待つんだ、ヴァイン。我々はババ様のお告げに従っただけで……」

「【ストーム】!!」

　言い訳を始めた男めがけて、レベル２の風魔法を放つ。

　男は一瞬で一○メートルほど吹っ飛び、小屋の壁に激突して崩れ落ちた。これでしばらく黙るだろう。

「そんなことはどうでもいい。お前らはただ、自分たちの立場を理解しさえすればいいんだ……おい、そこの女」

　俺は村人たちの中から、最もマシな身なりの女を指さした。

「二人分の着替えを用意しろ。俺とラクシャルの分だ。俺の服は元々ボロボロだし、ラクシャルも裸のままじゃ都合が悪い」

　もっとも、ラクシャルを裸に剝むいたのは俺だが。

　命令を受け、女は慌あわてて家に駆け込んだ。急いで着替えを取りに行ったのだろう。

　女が着替えを用意している間、他の村人は誰一人としてその場から動かなかった。妙な真ま似ねをすれば魔法の餌え食じきになるとわかったのだろう。

　やがて戻ってきた女から、俺は二人分の着替えを受け取った。

　サイズが合っているのかどうか怪しいが、ダメなら後で調整すればいい。

　まだ失神したままのラクシャルを抱き上げ、ついでに地面に転がっていたラクシャルの剣も回収する。

　こんな村には、もう何の用もない。

「【エアロ・ウィング】!!」

　飛ひ翔しようの風魔法。俺の背に形成された空気の翼が羽ばたき、俺が抱きかかえているラクシャルごと、俺の体を天高く舞い上がらせる。

　さてどっちに行こうかと考えていると、眼下の村人が大声で叫んだ。

「ヴァイン、どこへ行く気だ!?」

「どこへ行こうが、お前らには関係ないだろう。それとも、一八年分の借りを返してから行けって言いたいのか？」

　俺が掌をかざすと、村人たちは一斉にひるんだ。

　この状態から最上級の魔法を唱えるだけで、村は跡形もなく壊かい滅めつするだろう。

「お前らのおかげで、随ずい分ぶんと時間を無駄にした。これ以上、俺に面倒をかけるな」

「っ……わ、わかった。ヴァイン、自由にどこへでも行くといい……」

「ああ。そうするよ」

　俺は空気の翼をはためかせ、村の上空から飛び去った。

　心は未来に向いている。気持ちの整理もついたことだし、もうあんな村のことは忘れてしまおうと思った。

「……ただ、あの婆さんのことは気になるな」

　俺が転生したその日に、地下へ閉じ込めた老婆。

　何の根拠もない言いがかりだと思っていたが、もしかしたら偶然ではなく、俺が特別な力を持って転生したことに感づいていたのかもしれない。

　もしもどこかで会うことがあれば、確かめてみよう。もっとも、既に亡くなっているかもしれないが……。

（っと……今のうちに、ステータスも確認しておくか）

　先のことを考えるのも大事だが、その前に戦果を確かめておこう。

　飛ぶスピードを緩めて、ステータス画面を呼び出す。
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　すさまじい成長ぶりだが、ＨＰやＭＰがラクシャルの元の数値よりだいぶ落ちている。

　これは、ボスキャラとして登場した際のラクシャルがイベント上強化されていたからであって、吸収できないのは仕方ない。

　ステータス異常無効も、同じ理由で吸収できなかったのだろう。

　あとは、知力の数値が全く変わっていないのも気になった。

　元々、ラクシャルは知力が低いキャラなので、吸収できなくても別に問題はないのだが……そもそもレベル９の魔法が使えるのに、なんでこんなに知力が低いんだろうか。

　ＭＰは潤じゆん沢たくなので魔法は自由に使えるが、ダメージは期待できそうにない。村で使った魔法も、ほとんど殺傷力はなかったはずだ。その方が気は楽だが。

（それにしても強い。これだけ強化されていれば、ラスボスも余裕なんじゃないか？）

　あるいは、ラスボスはもっと強いのか……それはそれで吸収のし甲が斐いがある。

　そんなことを考えながら、俺は自由を嚙かみしめるように、しばらく空の散歩を楽しんだ。




　やがて、眼下に湖が見えてきた。

　着替える前に、全身にしみついた地下の埃ほこりを洗い流しておきたい。

　高度を下げ、湖のほとりに着地した。

「湖なんて見るのも、前世以来だな……」

　こちらの世界で初めて目にした湖の水は、美しく澄み切っていた。さすが環境汚染とは無縁の世界だ。

　周囲に人の気配もないし、さっさと水浴びを済ませてしまおう。

　俺はラクシャルを湖のほとりに下ろすと、身につけていたボロ切れを躊ちゆう躇ちよなく脱ぎ捨て、湖に足を浸ひたした。

「……っ」

　水の冷たさに一瞬ぶるっと来たが、同時に、冷水が肌にしみこむような気持ちよさも感じる。

　肩まで水に浸つかり、手で水をすくって顔を洗う。素肌にこびりついていた汚れが剝はがれ落おちていく感覚が、たまらなく快感だ。

「ふう……やっと人間らしくなってきた……」

　これが風呂なら、もっと気持ちいいんだろうな……。

　確か、この世界には温泉街もあったはずだ。金の工く面めんがついたら、ラクシャルを連れて温泉旅行に繰り出すのもいいかもしれない。

　……と考えて、まだ俺はテイムされてからのラクシャルの反応を見ていないことを思い出した。

「う……う、ん……」

　くぐもった声を漏らして、ラクシャルが身じろぎする。そろそろ意識を取り戻しつつあるようだ。

　テイムされたキャラはプレイヤーの仲間になるのだが、だからといって従順になるとは限らない。

　少なくともプレイヤーへの攻撃はできなくなるが、その先はバラバラだ。奴ど隷れいのように従順になる奴もいれば、全く命令を聞かず反抗する奴もいる。

　果たして、ラクシャルはどっちのケースだろうか……俺は身構えつつ、彼女の目覚めを待った。

「……はっ!?　こ、ここは……？　私は確か、人間たちの村を襲っていて……」

「おはよう、ラクシャル。お目覚めだな」

　上体を起こして辺りをきょろきょろ見回していたラクシャルに、こちらから声をかける。

　ラクシャルは俺の方へ振り向いた瞬間、全てを思い出したように目を点にした。

「あなたは……ヴァイン。そうでした、私はあなたと戦っていて……」

「俺がお前を倒した。ついでに、お前の力もいただいた」

「な……っ！」

　ラクシャルは俺の言葉に息を呑のんだが、すぐにそれが事実であることを理解したようだった。

「俺の仲間になれ、ラクシャル。お前に拒否権はない」

「あなたの仲間になれ、ですって!?　な……なんて……」

　ラクシャルは握にぎり拳こぶしをわなわなと震わせ、感情の昂たかぶりを露わに、叫んだ。




「──なんて、紳しん士し的てきな方なのでしょう!!」




「……は？」

　予想外の返事に、俺は思わず、ぽかんと口を開けていた。

　ラクシャルは祈るように両手の指を組んで、キラキラと輝く瞳で俺を見つめている。

「私はあなたに倒された身。本来なら命を奪われても仕方ない立場です。しかし、あなたは私を殺すどころか、仲間にしてくださるとのこと……なんという温情でしょうか」

「温情……」

　そんな解釈の仕方があるとは思わなかった。

「わかっております。私の力を奪ったのも、あなたを侮あなどって敗北した私に対する戒いましめ。一から鍛え直す機会を与えてくださったということでしょう。これがいわゆる愛のムチなのですね！」

「何だ、その猛烈なポジティブシンキング」

「私、感動しました！　ぜひ、あなたの……ヴァイン様のものにしてください。あなたの命令なら、どんなことでも従います！」

　怖いぐらいすんなりと、忠誠を誓われてしまった。

　俺の望むところではあるのだが、本当にいいのだろうか……話がうまくいきすぎると、疑念が湧わいてくる。

　というかこの女、ちょっとおかしいんじゃないのか。

「今、そちらへ参ります」

　言うや、ラクシャルは水泳選手のようなフォームで湖に飛び込んだ。

　こちらの近くまで潜水で近づいてくると、ざばっと飛沫しぶきをあげて顔を出す。

「うわっ……何だよ？」

　いきなり間近に現れたラクシャルに対し、俺は反射的に身構えた。警戒心というよりは、童どう貞ていゆえの不慣れさによって。

　水に濡れたラクシャルの顔は、いっそう艶つやっぽさを増しているように見える。いや、水のせいだけではなく、その瞳も頰も、欲情の熱を帯びているのは明らかだ。

「ヴァイン様。早さつ速そく……いたしましょうか？」

「いたす？」

「先ほどは、ヴァイン様に一方的に気持ちよくしていただいて……ヴァイン様を、満足させられませんでしたから」

　するり、と俺の腰をすべすべの手がなぞり上げる。

　その瞬間、思い出したように、下腹部に熱い疼うずきが蘇よみがえった。

「……ラクシャル、お前……」

「経験はありませんが、聞いたことはあります……男の人は、その状態では、おつらいのでしょう？」

　ラクシャルが身を寄せてくる。

　俺の胸板に押し当てられたふたつの膨らみがむにゅんと潰つぶれ、先端の蕾がこりこりと胸板をくすぐってくる。

　興奮を覚え始めた俺の耳元に、ラクシャルが唇を寄せた。

「私を……あなたの好きにしてください……」

　その囁ささやきが決定打となって、理性のタガが外れた。

「ラクシャル──」

「あっ！　いけない、忘れていました！」

　ラクシャルを抱きしめようとした俺の両腕は、むなしく空を切った。

　身を翻ひるがえしたラクシャルは、素早く湖のほとりへ上がってしまう。

「大変です、ヴァイン様！　こちらに来てください！」

「……色んな意味で、本当に残念な女だな、お前は……」

　文句を言っても仕方がない。悶もん々もんとした気持ちを抱えながら、俺は泳いでラクシャルに近づいていく。

「それで、何かあったのか？」

「私はあの村を……ヴァイン様のいた村を襲った後、城に戻る予定だったのです。我が主あるじ、魔帝ゼルス様の城に一度戻らなくては、ご心配をおかけしてしまいます」

　魔帝ゼルス……そうだ、その名前だけはゲーム中にも登場していた、ラクシャルの主だ。いずれ戦うことになるボスキャラ……あるいはラスボス級かもしれない。

　しかし、そんな奴のために愉たのしいひとときをキャンセルされたのはいただけない。

「俺がお前の主になったんじゃないのか？」

「それはもちろんです！　ですが……ゼルス様に事情を説明するお時間をいただけませんか？　このまま放っておいたら、ゼルス様は私が死んだと勘違いして、世界中の街を滅ぼしてしまわれるかもしれません」

「だからって、ラクシャルがそんな男に会いに行くのを許可しなきゃならないのか」

「男？　いえ、ゼルス様は可愛らしい女性ですが……」

「……可愛らしい女性？」

　予想外の答えに、俺はオウム返しに言った。

　そういえば忘れていたが、ここはエロゲーの世界なのだ。名有りネームドの敵にはエロいことができるように、そのほとんどが女だと相場が決まっている。

「背せ丈たけは私の肩くらいまでで、全体的に小柄な体格でいらっしゃいます。立場上、恐ろしい発言をされることも多いのですが、本当は心優しいお方なのですよ」

「ふむ」

　俺はラクシャルの力を吸って強くなったが、この力をもって名を馳はせれば、いずれはその魔帝とも戦うことになるだろう。

　だとすれば今、ラクシャルに同行して魔帝に会いに行くのも同じことかもしれない。むしろ、一八年の遅れを取り戻すためには、それくらいのことはすべきだ。

　あるいは、ゼルスが本当に優しい奴なら、会って話を通すだけでもいいだろう。

　害意を持たない奴にまで一方的に襲いかかるのは、さすがに良心が咎とがめる。

「ラクシャル……俺も一緒に行ってゼルスに会いたい。場合によっては戦うことになるかもしれないが、構わないか？」

「はい！　どうぞ！」

「…………」

　賛成してくれるのはいいんだが、ちょっと勢いが良すぎないか。元とはいえ、お前の主だろう。

　そう訊ねると、ラクシャルは頰を赤く染めながらも、しっかりと答えた。

「だって、ヴァイン様に倒していただけるのは、あんなに……生まれて初めてというくらい、気持ちよかったのですから。あの気持ちよさを、ゼルス様にも教えて差し上げたいんです！」

　屈くつ託たくのない笑顔で言い切ったラクシャルを見て、俺は思った。

　ちょっとどころじゃない。こいつ相当頭おかしい。
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　黄昏たそがれの空の下。

　俺はラクシャルを抱きかかえ、城に向かって文字通り飛んでいた。

「ヴァイン様、お手数をおかけします。私も風魔法が使えれば、自力で空を飛べるのですが……」

「気にするな、その魔法を奪ったのは俺だ。そんなことより、方角はこっちで合ってるんだろうな？」

「はい！　もう見えていますよ、あそこです」

　ラクシャルが目を向けた先、山脈の間から突き出すようにそびえる古城があった。巨大な城壁に囲まれたそれは、まるで要よう塞さいだ。

「ヴァイン様、そろそろ高度を下げましょう。今の状態で他の魔族に見つかったら、説明が面倒です」

　俺は素す直なおに高度を下げ、城から少し離れたところに着陸し、ラクシャルを下ろした。

「服は、気にしなくてもいいのか？」

　訊たずねながら、ラクシャルの体を上から下まで眺める。

　俺もラクシャルも、村で脅おどし取とった服に着替えていた。幸運なことにお互いサイズはぴったりで、ラクシャルの方は、頭の角がなければ良家の令れい嬢じようにすら見えるくらいの愛らしさだ。

「着替えたくらいで別人と間違われることはありませんから、心配いりません。それより、城に入る際のことですが……」

「俺はラクシャルに捕まった奴ど隷れいだ、ってことにすればいいんだろ？」

「申し訳ありません！　本当は私の方がヴァイン様の奴隷であるにもかかわらず、このような……」

「大丈夫だ」

「ゼルス様とのお話が終わったら、いかような罰でも受けます！　いえ、むしろお仕置きしてください！　ヴァイン様のたぎる欲望を、荒々しく私にぶつけていただければ……今度こそ私は、壊れてしまうかも……ああっ……！」

「大丈夫か？」

　無む垢くな心にいきなり強烈な快感を教え込んでしまったせいで、どうもラクシャルの歯車はズレてしまった感じが否いなめない。前世でゲームをやった時は、こんな性格じゃなかったはずなんだが……。

　とはいえ、忠実で頼れる仲間には違いない。

　多少のことには目をつぶって、仲良くやっていこう。

「ヴァイン様、門が見えました。ここからは私の後ろに」

　少し歩いたところで、ラクシャルが声をひそめて言った。

　打ち合わせ通り、ラクシャルが前を歩き、俺は従者のように彼女の後をついていく。

　城壁の門に備えられた松明たいまつが、全身クリスタルブルーの門番の姿を照らし出した。

「ぷるぷる……あっ、ラクシャル様！　ご無事だったんですねー、ぷるっ！　ゼルス閣かつ下かが捜さがしてましたよ！」

　ラクシャルにそう声をかけた門番は、スライムだった。

　といってもよくあるゼリー状ではなく、発育のいい女の子のような形をしている。

　おそらくある程度自由に形を変えられるのだろうが、それでも全裸の女の子の姿形をしているので、俺はついつい半透明のボディラインに目を奪われてしまう。

「ありがとうございます、スラーナ。すぐにゼルス様のところへ向かいますから、安心してください」

「ぷるっ？　ラクシャル様、この人間は？　なんだかイヤらしい目でスラーナを見てくるんですけど」

「ああ、気にしないでください。彼は私の……」




「ふんっ!!」




　俺は欲望に身を任せ、スライムの胸に顔面から飛び込んだ。

「ぷるぅぅーっ!?」

　ひんやりとした水風船のような感触に、まず顔面を、次に全身を受け止められる。

　不定形生物だけあって、スライムの体はとてつもない柔らかさで俺の体を受け止めてくれていた。

「ぷるぷるーっ!?　な、なんなんですか、なんなんですかこのヒトー!?」

「前から疑問だったんだ……お前らスライムは自由に形を変えられるわけだが、神経はどこに通ってるんだ？　触られて気持ちよくなれるのか？　長年の疑問を解き明かすチャンス、逃す手はない」

　昂たかぶる感情のまま、スライムの胸元でぷるぷる揺ゆれる乳房を鷲わし摑づかみにする。

　軽く揉もみほぐしただけで、スライムはおとがいを反そらせて甘い声をあげた。

「ぴゃうううっ……！　やっ、だめですぅぅ！」

「いい感度だな。じゃあ、こっちはどうだ？」

　細い腰に手を回し、ヒップの割れ目に指を沈み込ませる。

「ぷるぅぅっ!!　そこも、そこもだめぇっ!!」

「んん……？　こいつ、もしかして……」

　試しに、首筋をさわさわと撫なでてやる。

「ぷるっ、ぷるぅぅっ!!　や、はぁぁぁぁ……!!」

　三回の愛あい撫ぶで、スライムはほぼ同じ程度の、強い反応を示した。

　……そうか。これで全てがわかった。

「スライムの体は自在に変形する。ゆえに、同じ感度の神経が全身に巡っている……すなわち、全身性感帯というわけだな!!　このドスケベボディが!!」

「ぴぇぇぇん……な、なんでそんなこと言われなきゃいけないんですかぁぁ……」

　全身をぷるぷると震わせて、スライムは泣き出した。

　言い方が悪かったかもしれない。いじめる気はなかったんだが。

「いやいや、よくできた体だと褒ほめているんだ。待ってろ、実験に付き合ってくれたご褒ほう美びとして、俺の体液でお前の体積を増やして……」

「──スラーナ、ここの警備はもう結構です。あなたには、もっと外の守りをお願いします」

　俺がズボンを下ろそうとしていると、横合いからラクシャルが言い放った。
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　突然の言葉に、スライムは目を白黒させる。

「そ、外ですか？　でもわたし、門番のお仕事が……」

「そのドスケベボディとやらでヴァイン様を誘ゆう惑わくすることは、あなたの仕事ではないはずです。もう一度言いますよ……早く、去りなさい」

　ラクシャルは低い声で告げるとともに、スライムを睨にらみつけた。今のラクシャルはレベル１のはずだが、そうとは思えないほどの眼力だ。

　睨まれたスライムは、たちまち子供のように顔をくしゃくしゃにする。

「ぷ、ぷるるぅ、ラクシャル様まで……うわ──ん!!」

　泣きながらスライムは逃げ去ってしまった。

　くそっ、せっかくもう少しのところだったのに……。

「おいラクシャル！　どういうつも……」

　どういうつもりだ、と言いかけた瞬間、後ろからラクシャルが抱きついてきた。

　背中にラクシャルの体温が密着し、何も言えなくなる。

「申し訳ありません、ヴァイン様。あなたの欲望に気づかないなんて、私が鈍感でした」

「お、おい……」

「一度、すっきりさせて差し上げますから……このまま、私に身をゆだねて……」

　ラクシャルのたおやかな指が、俺の腹ふつ筋きんを撫で下ろす。

　その先に待ちかまえている刺激を想像して、俺は思わず目を瞑り……。




　──バサバサバサッ！　と、頭上で何かの羽ばたく音が響いた。




「うわっ！」

　反射的にラクシャルを引きはがし、頭上を見上げる。

　ドラゴンだかワイバーンだかの翼を持った怪物が、城の上を飛んでいくのが見えた。

「……ここじゃ落ち着かん。ゼルスのところに行くぞ、ラクシャル。つまみ食いはやめて、メインディッシュまで我慢だ」

「うう……わかりました……」

　心底残念そうに、ラクシャルは頷き返した。




　門をくぐった後は予定通り、俺がラクシャルの奴隷という体ていで同行した。

　道中で何匹かの魔族と会ったが、ラクシャルは魔帝の片腕というだけあって、魔族の中でも地位が高く、ラクシャルの言うことを疑うものはなかった。

「もうすぐ玉ぎよく座ざの間ですよ、ヴァイン様。たぶん、まだゼルス様は起きておいでかと思います」

　やたらと広く天井の高い廊ろう下かを進みながら、ラクシャルは嬉うれしそうに説明する。

「起きておいでか……話が通じるといいんだがな」

「ゼルス様ならきっと、私とヴァイン様の仲を喜んで祝福してくださいますよ！　私、ゼルス様とは幼なじみですからね」

「そうなのか？」

「はい。幼い頃、ゼルス様が魔帝を目指すとおっしゃったので、私は第一の部下としてゼルス様に仕つかえてきたのです。魔族の長おさは実力が全てですから、それはもう激しい戦いの日々でした……」

　懐なつかしい日々を思い出すように、遠い目をするラクシャル。

　相当血なまぐさい青春だったんだろうな、と俺が溜ため息いきをこぼしかけた時──。

　ズシン、と大きな地響きが足元を揺らした。

「なんだ？　この揺れは──」

　柱の陰から、ぬっと巨大な影が姿を見せる。

　それは身長五メートルはあろうかという、真まっ青さおな肌をした巨人の……男だった。

　残念だ。

「よぉ、ラクシャル。やっとお帰りかぁ」

「あなたは……ギガイアですか。私はゼルス様のもとへ向かうところです。邪魔をしないでください」

「そうはいかねぇなぁ。魔帝ゼルス様の右腕の座……今日こそ、譲ゆずってもらうぞぉぉ!!」

　ギガイアと呼ばれた巨人が、どこに隠していたのか、巨大な棍こん棒ぼうを取り出して吼ほえた。

　見た目といい言動といい、シンプルに強い力馬鹿のようだ。

「戦いの日々ね……魔帝の部下になっても、ポジション争いは尽きないってことか」

「下がってください、ヴァイン様！　ギガイアの相手は、私がします！」

「うがぁぁぁぁ!!」

　言い終えるより早く、ギガイアが棍棒を振り上げ、こちらへ走ってくる。

　巨大な棍棒が振り下ろされるのとほぼ同時、俺は高く跳んで回避した。

　ラクシャルもまた、跳んで避けた──はず、だったのだが。

「ぐぁ……っ!?」

　レベル１のラクシャルでは攻撃の余波をかわしきれず、風圧で吹き飛ばされてしまう。

　当然、そんなことは見越していた。

　俺は風魔法を使ってラクシャルを追い、その体が壁に激突する前にキャッチした。

「大丈夫か、ラクシャル？」

「ヴァ……ヴァイン様……！」

　ラクシャルの熱視線を頰に浴びながら着地する。

　ちょうどこちらへ振り向いたギガイアと目が合った。

「な、何だぁ、てめぇ！　おれとラクシャルの戦い、邪魔すんなぁぁ！」

「悪いが──」

　どたどたと駆けてくるギガイアに向かって、俺は飛びかかった。

　ギガイアの無防備な眉み間けんに、拳を……否、輪にした中指と親指を突き出して。




　ぴんっ。




　デコピンを一発。

　その瞬間、ギガイアの体は大きく反り返り、デコピンの衝撃で全身を引っ張られるようにぐるぐると縦回転しながら、壁に激突した。

　崩れた壁の破片に埋もれるギガイアに向けて、俺は吐き捨てるように言った。

「男に割いてやる時間はない。しばらくそこで寝てろ」

　ギガイアは一発で完全にトンでしまったらしく、返事はなかった。

　その代わりと言っていいのか、別の方向から、感激に震える声が俺の耳じ朶だを打つ。

「ヴァイン様……私を助けてくださったのですね。ああ、お慕したいしております……ヴァイン様っ!!」

「いや……まあ、何だ。今のステータスだと具体的にどれくらい強いのか、試しておきたくもあったし。気にするな」

「いいえ、気にします！　ヴァイン様は私の命の恩人です。本当に、素晴らしいご主人様に仕えることができて、私は世界一の幸せ者です！」

　涙声で言って、抱きついてくるラクシャル。

　むしろ、俺がドレインで力を奪わなければ、ラクシャルはデコピン一発で奴をＫＯできていたはずなのだが……その辺りのことは、あまり考えないようにしておいた。




　長かった廊下を抜けて、いよいよ玉座の間に続く扉が見えた。

「ゼルス様はこの奥にいらっしゃるはずです」

「俺が開けてもいいのか？」

「いえ、ここは私が……ゼルス様。ラクシャル、ただいま戻りました」

　ラクシャルが扉を開き、玉座の間へと足を踏み入れる。俺も周囲を警戒しながら後に続いた。

　ダンスホールのようにだだっ広い部屋の中央を、真紅の絨じゆう毯たんがまっすぐに貫つらぬいている。絨毯の端には石造りの玉座が置かれ、一人の少女が腰を下ろしていた。

「……ラクシャル……これはいったい、どういうことじゃ？」

　耳をくすぐるような甘ったるい声。

　俺は松明に照らされた少女の顔をよく見ようと、目を凝こらす。

　緩く波打つ黒髪を、肩の高さで揃そろえたボブカット。

　俺と並べば胸の位置に頭が来そうなほど小柄な体。

　ボディラインは華きや奢しやの一言で、レオタードのような服が尚なお更さら細い体つきを強調している。

　俺を睨んでいるツリ目がちの童顔にも、精一杯強がる仔こ犬いぬを思わせる愛あい嬌きようがあった。

「ヴァイン様、いかがですか？　可愛いでしょう、うちのゼルス様は」

　ラクシャルが得意満面な笑みで言い放った。

　ご対面を果たしたゼルスは確かに可愛い少女だったが、同時にすさまじい殺意のオーラを噴出させている。無邪気に喜んではいられない雰囲気だ。

「ゼルス様は強くて愛らしくて、まさに魔族の帝王、魔帝の名に相応ふさわしいお方なのです。しかも、ただの魔族ではなく、なんと……」

「ラクシャルよ……余よは、どういうことじゃと訊きいておるのじゃぞ」

　ゼルスが語気を荒くして、ラクシャルと俺を順番にねめつける。

「余の与あずかり知らぬところで何が起こったのじゃ？　ラクシャルから力の波動を感じぬ……そして、そこの男！　貴様から、人間の身ではあり得ぬほどの強大な力を感じる……！」

「バレてるか」

　そこまで見透かされてるんじゃ、不意打ちは狙えそうにないな。

　一○メートルほどの距離で、俺とゼルスは睨み合う。

　張りつめた空気を破ったのは──ラクシャルの声だった。

「ゼルス様、お待ちください！　私が全てを説明します。私は、この人の……ヴァイン様のものになることを決めました」

「えっ」

　ゼルスが呆あつ気けにとられた声を漏もらす。

　ラクシャルは頰ほおを赤く染め、もじもじとしながらこちらを見た。

「私はヴァイン様との戦いに敗れ、人前で全裸にさせられた挙あげ句く、恥ずかしいところを弄いじられて……初めての快感を教え込まれた末に、全ての力を吸収されました」

「…………」

「ですが、ヴァイン様は私の命までは奪わなかった……その優しさに心打たれ、私は彼に生涯尽くすことを決心したのです」

　何ひとつ間違っていない、仔し細さいな報告だ。

　俺は曖あい昧まいに苦笑しつつ、玉座に目を向ける。

　魔帝ゼルスは、微笑ほほえんでいた。

「貴様。ヴァイン……といったかの？」

「名乗るのが遅れて悪かった。ヴァイン・リノスだ」

「ではヴァインよ。ひとつ余の頼みを聞いてくれ──」

　言いながら、ゼルスはおもむろにこちらへ手を伸ばす。

　その双そう眸ぼうが──殺意の色に満ちて、見開かれた。




「死ね!!」




　ゼルスが呪じゆ文もんを唱えると、その手から一条の雷いかずちが撃ち出された。
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　俺は横っ飛びに雷をかわしつつ、ラクシャルを抱きかかえて部屋の隅まで運ぶ。

「よくも……よくも我が腹心を辱はずかしめてくれたな、貴様ぁぁッ!!　我が雷で消し炭にしてくれるわ!!」

　全身に憤ふん怒ぬをみなぎらせて、ゼルスは絶叫した。

　虎とらの尾おを踏んだどころの騒ぎじゃない。

「おいラクシャル。何なんだ、あの尋じん常じようじゃないキレようは」

「変ですね。普段のゼルス様は温厚な方なのですが……」

「そりゃ、部下のお前に対しては温厚だろうが。俺が敵だってことを差し引いても、ただごとじゃないぞ」

「何か誤解があるのでしょう。話せばわかってもらえるはずです。ここは私に任せてください！」

「それでさっきもダメだっただろ、お前……」

　意気込みとともに、ラクシャルがゼルスに向けて一歩進み出た。

　俺は期待せずに事の成り行きを見守る。

「ゼルス様、おやめください！　私は辱められてなんかいません！　むしろ、とても気持ちのいい思いをさせていただきました！」

「やかましいわ、愚ぐ物ぶつが！　貴様は余の側近であろうが！　なぜそんな下げ劣れつな人間などにたぶらかされた!?」

「先ほども申し上げました。敵対する身でありながら私の命を奪わなかったヴァイン様の器うつわの大きさに、私は感かん服ぷくしたのです！」

「……どうやら、口で言ってもわからぬようじゃな。ならば、そこの男を我が手で抹まつ殺さつし、貴様の目を覚まさせてやるとしよう……!!」

　ゼルスは怒りを全身にみなぎらせて、魔力を集中させ始める。

　これ以上話し合うのは時間の無駄と見て、俺はラクシャルをかばうように前に出た。

「下がれ、ラクシャル。どうせ奴とは戦う覚悟もしてきた。多少怒ってるくらい、どうってことはない」

「私も微力ながら手助けします！　どのように戦うおつもりなのですか？」

「脱がして犯す」

「なるほど！」

　鼻息荒く、ラクシャルは納得した。

　今の俺はドレインによってラクシャルの力を吸収してはいるものの、その上位存在である魔帝には、正面対決では及ばないだろう。

　となるとやはり、神から授さずかったテイム能力で戦うほかない。

「ですがヴァイン様、お気をつけください。先ほども言いかけましたが、ゼルス様はただの魔族ではありません。ゼルス様は……」

　びしゃっ、と何かが壁に叩きつけられる音が、ラクシャルの言葉を遮さえぎる。

　音のした方を見ると、広間の壁に、白い粘ねん液えきの塊のようなものがへばりついている。粘液の塊は宙に糸を引いており、その糸を辿ると、部屋の中央に立つゼルスへ続いている。

「ヴァインとやら。今更忠告を聞いたとて、もはや遅いぞ」

　ゼルスの言葉で、俺は奴の能力を確信した。

　この白い粘液とは、ゼルスが放ったものだ。

　目を凝らせば、ゼルスを中心として、部屋の壁や天井へと放射状に何本もの白い糸が張り巡らされている。その一本一本が綱つなのように太い。

「ゼルス様は、蜘蛛アラクネの血を引く魔族……糸の使い手なのです」

　ラクシャルの説明に、ゼルスは獣の笑みを浮かべると、数多あまたの糸を絡めた両手を広げた。

「ヴァイン・リノスよ。余の生いき餌えとなるがいい！」

「……ッ！」

　蜘く蛛もの巣を展開したゼルスを前に、俺は一歩たじろいだ。

　恐怖からではない。文句を言わずにはいられないショックを受けたせいだ。

「アラクネだと……？　おい、待てラクシャル。ゼルスはどう見ても二本足で立っているし、目も複眼じゃないぞ。あれのどこがアラクネだ」

「えっ？　はあ……確かに、血を引くといってもゼルス様のアラクネの血はそれほど濃いわけではありませんが……何か問題でも？」

「日ひ和よった真ま似ねを。アラクネといえば上半身は人間、下半身は蜘蛛の多脚生物で決まりだろうが！　それが何だ、指から糸を出せるくらいでアラクネを名乗るとは片腹痛い。そんなことでモンスターマニアの心を摑めると思ってるのか」

「はあ……よく存じませんが、私にそう言われましても……」

　俺は不満を叩きつけるように言い放ったが、そこでふと、あることに気づいた。

「……いや、待てよ。そうは言っても亜あ人じんは好き嫌いが分かれるジャンルなのは確かだ。ＶＲゲームの臨場感で巨大な蜘蛛に迫られたら、気分を悪くするユーザーも出てくるだろう。それじゃ抜くどころではなくなってしまう。あえて冒険しなかったのは、あるいは配慮によるものと考えることもできるな……」

「あの、ヴァイン様……先ほどから何の話をされているのですか？」

「個人的な話だ。意味の分からないところは聞き流していい」

　ポジティヴに状況を捉とらえて、ひとまず納得した。こだわりは二の次だ。

　とりあえず、奴の種族はアラクネではなく『蜘蛛少女スパイダー・ガール』と呼称することで俺の心に折り合いをつけよう。

　どこぞのアメコミヒーローみたいだが、能力的にもなんかそんな感じだし、ちょうどいいだろう。

　──直後、ゼルスの方からこちらへ、ピアノ線のように細い糸が飛んできた。

　真横に跳んでかわすと、一瞬前まで俺が立っていた床が縦横に切り刻まれるのが見えた。驚異的な切れ味だ。

「そいつはさっきとは別の糸か？　やるじゃないか、蜘蛛少女スパイダー・ガール」

「貴様……人間の分際で余の血統を貶おとしめる気か……!?」

「そう熱くなるなよ。名前なんてただの定義だろうに」

　間髪入れず、細い糸が俺に向けて放たれる。俺は輪切りにされないよう、ゼルスの攻撃を紙かみ一ひと重えで回避した。

　ゼルスは更に広間の空中に糸を張り巡らせると、その糸の一本に飛び乗った。糸はたわみながらも、ゼルスの体重を受け止めている。

「ヴァイン様！　ゼルス様は【粘ねん糸し】【斬ざん糸し】【剛ごう糸し】の三種の糸を使い分けることができます！　それぞれ、粘ねばつく糸、鋭い糸、切れにくい糸の三種類です」

「それで、場合によって獲え物ものを搦からめ捕とったり、切り裂いたり、あるいは自分の移動に使ったりするわけか？」

「はい。それだけではなく、あの糸は……あっ、ヴァイン様!!」

　ラクシャルが叫ぶのとほぼ同時、左足に何かが絡みつく感触があった。

　ゼルスの指から伸びた、細い糸──。

「【ボルト】!!」

　強烈な電光で、一瞬、視界が真っ白に染まる。

　焼けるようなすさまじい熱が、左足から全身に流し込まれ、脳天を貫くような衝撃を生む。

　無防備に電流を浴びせられた俺は、その場に倒れ──。

「……痛いじゃねえか」

　倒れ──はせずに、ゼルスを睨んで舌打ちした。

「ほう、貴様……余の魔法を受けて、まともな口が利けるとはな」

「レベル１の初級魔法ごときで倒れてたまるか。何のつもりだ？」

「貴様の犯した罪……ラクシャルへの仕打ちを思えば、楽に死なせるのでは足りん。なぶり殺しにしてくれよう」

「なぶり殺し、ねえ」

　俺はラクシャルから預かっていた双剣の片割れを持ち、足に絡む糸へ振り下ろした。

　しかし、剣の刃を食い込ませても、糸はいっこうに切れる気配がない。

「無駄じゃ。その【剛糸】はラクシャルの力でも断ち切れぬ。まして、ラクシャルから力を奪ったばかりの貴様ごときに……」




「【エンチャント・エア】!!」




　魔法で剣に風属性を付与し、再び剣を振り下ろす。

　風を纏った剣は、糸を断ち切り、その余波で床を大きくえぐり取った。

「おっと。やりすぎたな」

「なっ!?　ば、馬鹿な！　余の剛糸が、断ち切られた……!?」

「アラクネの糸は土属性を持っている。弱点の風属性には耐えられん。まあ、そんな話はどうでもいいが……お前、俺をなぶり殺しにするって言ったな？」

　狼ろう狽ばいの色を浮かべるゼルスに、俺は剣の切っ先を向けて言い放った。

「あいにく、俺はせっかちだ。だから、ゼルス──お前をあっさりと倒す。三分以内に終わらせてやる」

「余を、倒すじゃと……？　貴様ごときがか？　思い上がるなよ、人間風ふ情ぜいが！　ラクシャルの魔力を得た程度で、余に勝てると思っておるのか！」

「ああ。勝つよ」

　純粋な能力で言えば、今の俺ではゼルスに一歩及ばないだろう。

　しかし、俺が奴よりも優れていることがある。それは──。

「【サイクロン】!!」

　俺はレベル７の風魔法を唱える。目の前に竜巻が現れ、張り巡らされた蜘蛛の糸を風の渦うずへと巻きこんでいく。

　だが、俺の魔法の威力では弛たるんだ糸を揺さぶるのが精いっぱいで、蜘蛛の巣を千ち切ぎることはできない。

　ゼルスはわずかに顔をしかめたが、次の瞬間には余裕の笑みを浮かべていた。

「無駄なことを！　その程度の魔法で、余の糸を引きちぎれるとでも……ん？　い、いない!?　貴様、どこに消えた!?」

　魔法の発動に気を取られ、俺の姿を見失ったゼルスが狼狽の声をあげる。

　俺はその様を高みから見下ろし、次の魔法を唱えた。

「【エアロ・ウィング】!!」

　空気の翼を形成し、俺の体は空中で静止する。

　詠唱の声でこちらに気づいたゼルスが、驚きに目を見開いた。

「き……貴様、自分の起こした竜巻に乗って……!?」

「当たり」

　俺は竜巻を発生させると同時に、自らその竜巻に身を任せ、宙そら高たかく舞い上がっていた。

　一歩間違えばそのまま蜘蛛の巣に巻き込まれかねないところだが、ある程度近づいたタイミングでエアロ・ウィングを使えば、風の翼で自在に移動することができる。

「風魔法の応用を知らないようだな。能力では勝てなくても、実戦経験なら俺の方が上というわけだ」

「ふ……ふざけるな！　【ライトニング・ボル……】」

「遅い」

　俺は疾風はやてのように宙を滑り、ゼルスに肉薄する。

「俺の勝ちだ！　【クロスアウト・セイバー】ッ!!」

　眼下のゼルスに向かって、手刀を振り下ろす。

　ゼルスの纏まとう服やマントに光の亀裂が走り、そして──弾ける。




　俺が着地した時には、既にゼルスは一いつ糸しまとわぬ姿となっていた。




「……？　何じゃ、今の技は？　余の体には、傷ひと……つ……」

　自分の体を見下ろし、硬直するゼルス。

　見守る俺。

　やがてゼルスはゆっくりとこちらへ振り向き…………吼えた。




「……ヴァァァイィィンンンッ!!」




【システム】ゼルスは状態異常「怒り（極大）」になった！




　例のシステムメッセージが視界の端に浮かぶ。

　怒りというと、攻撃力が上がる代わりに他の全ての能力が下がる状態異常だ。

　これだけ聞くと良さそうにも思えるが、命中率と回避率も大きく下がるので、紛まぎれもなくバッドステータスと言えよう。

「貴様ァ!!　ラクシャルのみならず、余まで辱めようというのか！　許さん、断じて許さんぞ！　殺してやる!!」

　鬼のように激怒しながら、ゼルスは殴なぐりかかってきた。

　動きは速いが、所しよ詮せん大振りのパンチだ。俺は努めて冷静に拳をかわして、ゼルスの懐ふところにもぐり込む。

「まあ、落ち着け。──ほいっと」

「ひにゃっ!?」

　太ふと股ももの内側をさわさわと撫で回してやると、ゼルスはがっくりと膝を折った。

　さすがは性技カンストの一撃。効果は抜ばつ群ぐんだ。

「それでは、お楽しみタイムだ」

「く、くるなぁ……しねぇっ……」

　ゼルスは諦め悪く、俺の胸を拳で叩いてくる。

　快感で脱力させているとはいえ、ちょっと痛い。

「往生際の悪い女だ。それに、さっきから殺すだの死ねだの、言葉遣いも悪すぎるんじゃないか？」

「だ、だまれっ……きたない手で、余にさわるなぁ……」

「ふむ。こいつは……お仕置きが必要だな」

　俺はその場に正座すると、ゼルスをうつ伏せに押さえつけた。

　ゼルスは俺の膝の上で四つん這いになり、尻を高く上げる姿勢になる。

「な、何をする気──きゃあああんっ！」

　バシィィンッ！　と強烈な音を立てて、俺の掌がゼルスの尻しりを打うち据すえた。

　真っ白なゼルスの柔やわ尻じりに、紅葉もみじのように真っ赤な手形が咲く。

「やめろ、何の真似……痛ぁっ！　や、やめぬか……きゃふっ！」

「尊大な魔帝様に、愛の折せつ檻かんを加えてやってんだよ。ほら、まだ行くぞ……っと！」

　ゼルスの抗議にも容よう赦しやせず、鞭むちを打つように平手で尻を叩き続ける。

　最初は真っ白だった尻が全体的に赤みを帯び、ぷっくりと腫はれて一回り膨ふくらんできているようだ。

「や、やめ、ろ……きゃうっ！　こ、こんな、屈くつ辱じよく……ひぐうっ！」

　肉体以上に精神的なダメージが大きいのか、ゼルスは急激に抵抗の意思を失い、抗議も声だけになっていく。

　そしてその声にも、徐々に変化が表れ始めていた。

「きゃん！　はぁ、はぁ……っ……ふああっ♪　や、やめ……たたくの、待っ……んんんぅっ♪」

　尻を平手で打つたび、ゼルスの声に甘いものが混ざってくる。

　半分、試すつもりでやってみたのだが、この反応を見る限り、どうやら尻を叩くのも性技のうちに入っているらしい。

「おい、ゼルス。やめてほしかったら、頼み方ってものがあるだろう。やめてくださいお願いします、くらいのことを言えれば、許してやってもいいんだぞ」

「だ、誰が……貴様などに、そのようなことを……」

　──パァンッ!!

「きゅぅぅぅんっ♪」

　背を反らせて、ゼルスは押し殺した声を漏らす。

　もう完全に、痛みより快楽の方が勝まさっているようだ。

「まったく、どうしようもない魔帝サマだな。もっと叩かれたいから謝らないのか？」

「そ……そんなわけ、あるものか……」

「へえ。お前の股またぐらがどんなコトになってるか、直視しながらでも同じセリフが吐けるかねえ？」

「股、ぐら……？　って……!?　い、いやぁぁぁっ!?」

　自分の下半身を見下ろして、ようやく気がついたのか、ゼルスは転がるように俺から離れた。

　しかしやはり体に力が入らないようで、尻を高く上げた姿勢から動けなくなる。

　隠すように擦すり合あわされたゼルスの太股から、にぢゅっ、と粘度の高い水音が響いた。

「それで、どうなんだ？　認める気になったか、ゼルス閣下？」

「み、認めるわけがなかろう、変態めっ！　失うせろ！　こっちに来るなぁっ！」

「強情な奴だな。何か、もう一押し……ん？」

　ふと、逃げたゼルスの真後ろに、一本の糸が渡っているのが目についた。

　粘り気はないが強度の高い【剛糸】という糸だ。

　リングロープのように宙を走るその糸を、しばし眺めてから……俺は、いいことを思いついた。

　即座に実行すべく、ゼルスの体をひょいと抱き上げる。

「ひゃっ!?　き、貴様、今度は何をする気だ！　下ろせ、下ろさぬかぁっ！」

「慌てなくても、すぐ下ろしてやるよ。そう、ら……っと」

　抱き上げたゼルスの脚を開かせ、下ろしてやった。

　空中の【剛糸】に、またがらせるようにして。




「──っんんんんん!?」




　自分の全体重を一本の糸に受け止められ、股こ間かんに食い込まされて、ゼルスは唇くちびるを嚙かんで喘あえぎ声ごえを漏らした。

　反応を見る限り、今の行為にも〝性せい技ぎ〟の補正効果は乗っているようだ。

「どうだ、ゼルス？　ご自慢の糸の座り心地ごこちは。さすがに自慢するだけあって頑がん丈じようだな、これだけ揺らしても切れる気配がない」

　糸を摑み、ぐいぐいと上下に揺さぶってやる。

　ゼルスの小柄な体が何度も宙に浮き、落ちる度たびに自重で糸が股間へと食い込む。

「ひっ♪　あっ、あ、ぁっ！　やめ、やめ、っ……！」

「よく聞こえないな」

「き、さまっ、ころ、すっ！　ころ、して……んんくっ！」

「まだ言うか。もう少しお仕置きが必要らしいな」

　五指を広げた手で、再びゼルスの尻を打つ。

　パシィィィンッ!!

「んはぁああああっ♪」

　今までで一番大きく、快楽に蕩とろけた声が、ゼルスの口からほとばしった。

　何事かと観察してみると、どうやら尻を叩いた衝撃で腰が前に押し出され、股間を糸に強くこすりつけてしまったらしい。

　今の一撃で、ゼルスは悪態をつく余裕もなくしたらしく、かすれた速い呼吸を繰り返すばかりになっている。もう限界だろう。

「そろそろ楽にしてやる。俺のものになれ、ゼルス」

　宣言とともに、最後の一発……渾こん身しんの平手で、ゼルスの尻を打った。




「ふぁああああああぁぁっ!!」




　ゼルスはえび反りになって、あられもない声をあげる。

　しかし、ほどなく全身から力が抜けてしまい、ピンと張ったままの糸に全身を預ける形で倒れてしまった。

　柳やなぎのように垂れ下がった細い脚から、泡立った半透明の液体が、ぼたぼたととめどなく滴したたり落おちる。




【システム】ゼルスは絶頂（大）を迎えた！

【システム】ゼルスのＥＰエクスタシー・ポイントが０になった！　一定時間行動不能！

【システム】ゼルスのテイムに成功！　ゼルスがあなたの仲間に加わりました！




「……よし」

　俺は表示されたログを確かめて、ゼルスの体から離れた。

　二人目の獲物にして、魔帝を掌しよう握あくすることができたのだ。これで監禁生活の遅れを大きく取り戻した……いや、もはや帳消しにしたと言っても過言ではあるまい。

「ゼルス様っ！」

　事を終えると、それまで見守っていたラクシャルが駆け寄ってきた。

　潤うるんだ瞳をゼルスに向け、言葉を詰まらせている。

「ああ、ゼルス様……なんてこと……なんて……」

「……ちょっと、やりすぎたか？」

　ラクシャルが反発するのではと思い、俺は慎重に反応を窺うかがう。

　こちらへと振り返ったラクシャルは──歓喜の色に、目を輝かせていた。




「なんて、素晴らしいんでしょう！　これでゼルス様もヴァイン様の虜！　魔帝軍を離れても、ヴァイン様のしもべとして同じ旗を仰あおげるのですね!!」




　おかしいわ、こいつ。

　俺は聞こえなかったフリをして、ゼルスの肩に触れた。

　魔帝ゼルスの力はいったいどの程度のものか……吸収して確かめるとしよう。

「【ドレイン】！」

　ゼルスの体に触れている右手から、火傷やけどしそうなほどの熱量の塊がせり上がってくる。

　それは俺の肩を抜けて心臓に達すると、一度だけ強い鼓こ動どうを響かせて消えた。

「……手に入れたぞ。魔帝の力を」

　実感を言葉にして吐き出すと、笑いがこみ上げてきた。

　転生以来、地の底で苦汁を嘗なめ続けること一八年。ついに俺は一発逆転の大勝利を成し遂げたのだ。

「文字通り、人知を超えた力を手に入れた。ここから先はチート三ざん昧まいだ！　俺の行く手を遮るものは何もない！」

「おめでとうございます、ヴァイン様！　このラクシャル、一生あなた様について参ります！」

「……おい。おのれら……」

　喜びを分かち合う俺とラクシャルに、ゼルスのかすれ声が投げかけられた。

　ドレインの作用か、ゼルスは二日酔いのように気だるげな様子で床に降り立つ。

「くっ、力が出ない……！　ヴァイン、貴様。人の身でありながら、余の力を吸収できたというのか？」

「ああ。そういうシステムだからな」

「わけのわからぬことを！　それに、余が貴様ごときの奴隷じゃと……？　この魔帝ゼルスを意のままにできると思っているのか!?」

「正確に言えば、何でも好きにできるとは思っていないが。少なくとも、お前は俺に攻撃できなくなった」

「ほざけ!!」

　ゼルスは勢いよく跳ね起きると、俺に向かって拳を繰り出してくる。

　しかし──俺に触れる寸前、まるで見えない壁に阻はばまれたかのように、ピタリとその拳は静止した。

「……えっ？」

「だから言っただろ。俺には攻撃できないって」

「ば、馬鹿な……ならば、魔法……っ、なぜじゃ!?　攻撃魔法を使いたいのに……体が、言うことを聞かぬ……！」

　自分の意思と異なる行動を強制され、ゼルスは頭を抱えて悶え苦しんだ。

　困り果てた様子のゼルスに、ラクシャルが優しく語りかける。

「理由はわかりきっています。ゼルス様も私と同様、ヴァイン様に惚ほれ込こんでしまったということですよ♪」

「それだけは絶対にあり得ぬわッ!!　ラクシャルよ、こんな変態に容易たやすく懐かい柔じゆうされおって、魔帝軍ナンバー２としての誇ほこりはどこへ捨ててきたのじゃ!?」

「私は、誇りよりも大切なものに気づいたまでです。愛という、最も尊い感情に……」

　頰に紅べにを散らして言い切ったラクシャルに、ゼルスは大口を開けて硬直した。

　ついでに俺も似たような顔をしていたと思う。俺、愛なんて一言も言った覚えないんだけど。

　やがてゼルスはラクシャルを無視して、俺に詰め寄ってきた。

「ヴァイン……！　今すぐ余の力を戻せ。吸収できたのなら、元に戻すこともできるのじゃろう？」

「そうとは限らないだろ……まあ、一応できるんだが」

　厳密には返へん還かんではなく、ドレインで吸収した能力は、自由に仲間へ振り分けることができるようになっている。

　他の味方からドレインした能力をお気に入りのキャラに注ぎ込み、最強の嫁よめと冒険することも可能というわけだ。

「だが、俺がお前に力を返すメリットはないぞ」

「底の浅い愚物め……よいか？　魔族は力ある者にしか従わぬ。余が魔帝軍を統とう括かつしておるからこそ、全ての魔族が余に従っておるのじゃ」

「それが？」

「もしも余が力を失えば、各地の魔族は余の制御下から放たれ、暴れ始めるじゃろう！　無関係な人間どもの血が流れるのじゃ！　貴様は、それでも構わぬというのか!?」

　人差し指をこちらに向けて問とい質ただすゼルスに、俺は即答した。

「構わん」

「えっ」

　ゼルスは目を点にしてフリーズした。

「俺はな。生まれてから一八年間、ずっと村の地下に監禁されてきたんだ。この世界の人間どもを恨うらみこそすれ、守ってやろうなんて気持ちはこれっぽっちもない」

　俺はこの上なく率直な気持ちを口にした。

　転生した直後は、ヒーロー的な生き方をしてみようかと思ったこともあったが、そんな純情はとっくの昔に捨てている。

「なっ……しょ、正気か、貴様!?」

「当たり前だ。というか、ラクシャルに俺の住む村を襲わせたのはお前だろう？　俺は別に気にしないが、どのみちお前らは人間を襲うんじゃないのか」

「あれは、あの村の連中が余の配下である魔族を襲ったのが先じゃ！　ラクシャルにも、抵抗する人間以外は殺すなと命じておった」

「なるほど……まあ、ラクシャルが村を襲ってくれなかったら、俺は未いまだに牢獄暮らしだったからな。そういう意味では感謝してるが」

「じゃったら、余に力を返せ」

「それとこれとは話が別」

　笑顔で即答する俺と、額ひたいに青筋を浮かせるゼルスが見つめ合う。

　横で話を聞いていたラクシャルは口元を手で覆い、ぽろぽろと涙を流して嗚お咽えつした。

「おいたわしや、ヴァイン様……！　私は、私だけは何があろうとヴァイン様の味方です！　そう、たとえ世界を敵に回そうとも……！」

「ラクシャル、待たぬか!?　魔族の一員として、その反応はおかしいじゃろうが！　同どう胞ほうを見捨てるつもりか!?」

「ゼルス様こそ、ヴァイン様を可哀想だと思わないのですか？　もはや私は、魔族である前にヴァイン様のしもべなのです。そう決めました！」

　忠犬という言葉でも到底足りないほど、ラクシャルは従順さを貫いている。

　嬉しいといえば嬉しいが、妄もう信しんされるのも微妙に居心地の悪さがあるな。

　一方、ゼルスはよろめきながら俺の顔を指さす。

「その男の目をよく見ろ！　それが孤独に震える哀れな男の目か？　ドブの底に溜まった汚お泥でいのように濁にごりきっておるではないか！」

「あっ、傷ついた。ゼルスが俺にひどいこと言うから超傷ついたわー。もう立ち直れない。癒いやしてくれ、ラクシャル」

「ヴァイン様……！　よしよし、もう大丈夫ですよ。どうぞ、ラクシャルの胸に甘えてください」

　俺の三さん文もん芝し居ばいに、ラクシャルは本気で腕を広げて誘ってきたので、俺は遠慮なく、その胸に飛び込んだ。

　二つの天然クッションに顔を埋うずめ、慈いつくしむような優しい手で頭を撫でられる……。

　ああ、脳のう髄ずいがとろけそうだ。すごい勢いでダメ人間になっていく。

「やめぬか、ラクシャル！　そのような男を甘やかすな！」

「ゼルス様も甘やかしてほしいんですか？　いつもの膝ひざ枕まくらが恋しいのはわかりますが、私はもうヴァイン様のものになってしまいましたので、そろそろ部下離れをしていただかないと……」

　困ったように言うラクシャルを見上げて、俺は首を傾かしげた。

「いつもの……ってお前、いつもゼルスに膝枕してやってるのか？」

「はい。ゼルス様にとって、幼なじみの私は唯一本音で接することのできる相手ですから。何かトラブルがあった時などには私の膝に顔を埋めて『もうイヤじゃ、魔帝やめたい』などと泣き言を──」

「わあああああああッ!!」

　ゼルスは大声でラクシャルの言葉を遮った。その慌てようからすると、ラクシャルの言ったことは事実らしい。

「今その話は関係なかろうが！　とにかくヴァインよ、余から奪った力を返せ！　交換条件があるなら、できる限り呑のんでやる」

「交換条件ね……たとえば、どんな条件を提示できる？」

　俺が訊ねると、ゼルスは少し考えてから答えた。

「城には財宝がある。引き替えに渡してやってもよい」

「じゃあ貰もらおう。でも、今の俺がその気になれば力ずくで奪えるんだから、引き替えにしてやる理由はないな。お前が一方的によこせ」

「……人でなしめ……」

「人じゃない奴にそう言われましても」

　強烈な敵意を込めてこちらを睨むゼルスに、俺はわざとらしく肩をすくめてみせた。レベル１の眼光など、怖くも何ともない。

「ですが、ヴァイン様。ゼルス様のおっしゃることにも一理あります。本当に世界がめちゃくちゃになってしまったら、ヴァイン様のこれからの生活にも支障をきたすのではないでしょうか？」

　ラクシャルが意外にもまともな意見を出してきた。

　まあ……確かにそうだ。今後のことは何も決めていないが、仮にどこへ行くにしても、魔物が暴れているのでは面倒だろう。

「仕方ないな。ラクシャル、何割くらい返せば足りると思う？」

「そうですね……ゼルス様のお力は元々圧倒的ですから、魔帝軍の部下を従えるだけなら、二割ほどもお返しすれば充分かと存じます」

　ゼルスが「全部返せ!!」と抗議するが、俺は無視して、力の振り分け作業に入った。

　システムログは自動的に表示されるが、それとは別に、頭の中で意識すればシステム画面を呼び出すことができる。

　テイムキャラクターの管理ウィンドウを展開し、ラクシャルとゼルスの二択から、ゼルスを選択。

「さて、パワー注入だ」

　ログを確認したところ、元々のゼルスのレベルは１８７だった。その二割だから、40も返してやればいいだろう。

　俺はおもむろにゼルスに歩み寄ると、その平たい胸を包み込むように掌を押しつけた。

「ひぇっ!?　な、何をするのじゃっ!?」

「力を注入する間は、胸を揉んでなきゃいけないんだよ。大人しくしてろ」

「ん、んっ……い、いやらしい手つきで触るでないわぁ……」

　俺が胸を撫で回すと、ゼルスは甘い吐息を漏らして身じろぎした。

　ちなみに、力を分ける時には体のどこかに触れていないとダメなのだが、別に胸を触る必要はない。

　でも、女体のどこか一ヵ所を選んで触れと言われたら、そりゃ胸を触るだろう。俺は悪くない。

　胸を触り続けるうち、やがてゼルスの体に変化が訪れた。

「ふ、ああっ……！　力が……熱いのが、流れ込んでくるっ……う、ぁぁぁぁッ!!」

　振りほどくように小さく体を丸めて、ゼルスはひときわ高い声をあげた。




【システム】ゼルスにレベルを振り分けました！　ゼルスのレベルが41になりました！




「……ひとまずこんなもんか。ついでに、俺のステータスも確認しておくかな」

　俺は自分の仕事が終わったことを確かめてから、最終的な今回の戦果を表示した。
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　ゼルスから奪った雷魔法、闇魔法、重魔法──重力の魔法だ──が、それぞれ使えるようになっている。レベル７で止まっているのは、ゼルスに力を一部返したせいだろう。

　それ以外では軒並みステータスが大幅に向上しており、パッシヴスキルのＭＰ自動回復も嬉しいところだ。

「……ん？」

　確認していて、ふとおかしな点に気がついた。

　元々最大値の６５５３５だったはずの性技のパラメーターが、上限を超えて９９９９９９まで上昇しているのだ。

　そういえば、体力のパラメーターも最大値を超えている。

　何かシステムの変更でもあったんだろうか。もしもエナに会ったら、聞いておいた方がよさそうだ……いつになったら会いに来るのか見当もつかないが。

「あと、この【心眼】ってスキルは……ゼルスから奪ったのか？　初めて見るな。おいゼルス、スキルについて訊ききたいんだが……」

「ああっ！　ヴァイン様、ヴァイン様っ！」

　俺が言いかけた声にかぶさるようにして、ラクシャルが歓喜の声をあげた。

「見てください！　私のレベルも30まで上がってます！」

「ん？　ラクシャルには何もしてないぞ？」

　突然はしゃぎだしたラクシャルの言葉を、俺は怪け訝げんに感じて首を傾げた。

　試しに、ラクシャルのステータス画面も開いてみる。
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　……本当にラクシャルはレベル30に上がっていた。すごい成長速度だ。

「多分、ヴァイン様がゼルス様を倒した分の経験値が、私にも入ったのだと思います」

「ああ、そういえばそうか……」

　ゲーム的には、テイムはドレインとセットの扱いになっている。

　すなわち、ドレインで能力が上昇することを前提としたシステムなので、テイムで敵を倒した場合、倒した本人には経験値が入らない。

　そのため俺は経験値をもらっていないのだが、パーティーメンバーのラクシャルには普通に経験値が振り分けられたようだ。

　なお、ドレインが可能なのはテイムした時点での能力値のみなので、レベルアップとドレインを繰り返して自分を無限に強化することはできない。

「ってことは、ラクシャルももうそこそこ戦えるんだな」

「はい！　剣舞の魔将と呼ばれた私の剣術を、今こそヴァイン様に披ひ露ろう……あれ？」

　不意に、ラクシャルが虚こ空くうの一点を見つめて首を傾げる。

　広間の天井近くから絨毯の上へ、光の柱が降りてきていた。

「なんだ、木こ漏もれ日びか？」

「愚かなことを言うな。天井は崩れておらぬぞ」

　議論する俺たちをよそに、光の柱は、より強く輝き始める。

　次の瞬間、光に包まれて現れたのは──銀色の髪、白いローブの美女。




「お久しぶりですー、転生者さん！　あなたのエナが、会いに来ちゃいましたよー！」




　俺を転生させた張本人──いや、張本神。

　管理神エナが、そこに立っていた。




「えへへー。凜り々りしくなりましたねー、転生者さん。見違えるようにたくましいですー」

「遅いわ、ボケッ!!　今更ノコノコ出てきて何がえへへだ、ナメてんのか!!」

「えっ、ええー!?　いきなりの罵ば倒とうですかー!?」

　一八年分の鬱うつ憤ぷんを叩きつけた俺に、エナは目を白黒させたが、ふと何かに気づいたように俺の姿を上から下まで眺め回した。

「あれー？　そういえば転生者さん、すっかり育っちゃってませんかー？　わたしの予想だと、八歳くらいのはずなのにー」

「今の名はヴァインだ。転生するなり地下牢に押し込められて、今日一八歳になったところだよ。会いに来るとか約束してたはずのありがたい神サマは、一八年もの間、いったい何をなさってたんでございますかねえ？」

「……あははー」

「あははーじゃない」

　詰め寄る俺から顔をそむけて、エナは言い訳を始める。

「あのですねー、悠ゆう久きゆうの時を生きる管理神のわたしにとっては、時間の流れなんてあっという間なんですよー。不幸な事故ですねー」

「やかましい。スケジュール管理すらできないくせに、何が管理神だ。近所の駐車場で一日中テレビ見てただけの管理人のジイさんの方がまだ管理力あるわ」

「あはははー」

「笑ってごまかすな」

　なおも詰め寄る俺にエナはウィンクして、自らローブの肩をはだけさせた。

「そんなことより、あの時の続き、しましょうよー。わたし、転生者さんの……ヴァインさんのことを考えると、体が疼いちゃってー……はわー!?」

　エナの熱っぽい戯たわ言ごとを断ち切るように、エナの眼前すれすれに、白銀の剣が振り下ろされる。

　にっこり笑顔のラクシャルが、ただならぬ気迫を背負い、双剣を構えていた。

「失礼……私はヴァイン様の第一のしもべ、ラクシャルですが。あなたは、どちら様でしょうか？」

「わ、わたしは管理神のエナです！　神様ですよー。とっても偉いんですよー！　あがめなさーい！」

「はぁ……？　神だか何だか知りませんが、ヴァイン様に触れていいのは私とゼルス様だけです。即刻消え失せなさい」

　二度は言わないぞと釘くぎを刺すように、エナに剣を突きつけるラクシャル。

　そういえば、門番のスライム娘にもこんな態度だったな……ゼルスを特別扱いしているだけで、ラクシャルは本来独占欲が強いタイプなのか？

　しかしエナも負けてはおらず、ラクシャルの脅しを鼻で笑った。

「神にケンカを売るとは、どこまでも楽しい人……いや、魔族ですねー。とうの昔に、わたしに先んじられているとも知らずー！」

「どういう意味ですか？」

「わたしは転生前のヴァインさんと、既にカラダの関係を持っているんですよー！　最後まではできませんでしたけどー、わたしこそがヴァインさんの初めての女──」




「【剛ごう魔ま剣けん・光こう牙が裂れつ断だん】!!」




　ラクシャルは、光を纏った剣を目にも留とまらぬ速さで振り抜いた。

「みぎゃああああ────!?」

　光に飲まれ、エナの肉体は一瞬で蒸発した。

　後には骨の一片すらも残らなかった。

「……おい、ラクシャル。エナは……」

「はい、ヴァイン様？　エナなんて女、私は存じませんよ？　そんな女は初めからいなかったんです。そうですよね、ヴァイン様？」

「…………」

　俺は唖あ然ぜんとして何も言えなかった。

　が、数秒も経たないうちに再び光の柱が広間に現れ、死んだはずの管理神が飛び出してきた。

「何するんですかー!?　わたしが神様じゃなかったら死んでたところですよー!?」

「わざわざもう一度殺されに来るとは、いい度胸ですね」

　動じることなく狩りの態勢に入るラクシャル。

　エナは「ひえっ」と小さく悲鳴をあげて、ゼルスの背後に隠れた。

「た、助けてくださいー！　嫉しつ妬とに狂った悪魔が襲ってくるんですー！」

「やめい、余を盾たてにするな！　貴様、エナとか言ったか……神を名乗るわりに、弱すぎるのではないか？」

「わたしは世界の管理にリソースを割いているので、戦闘力はザコ並なんですー。代わりに、いくら殺されても死にませんけどー」

「やれやれ……じゃったら無闇にラクシャルを挑発するな。話し合いで平和的に解決しようではないか」

「なんてまともな意見！　とっても善良な女の子ですー！」

　そいつ善良どころか魔族のボスなんだけど。

　俺のツッコミをよそに、二人の会話は続く。

「して、エナよ。貴様、ヴァインの何なのじゃ？」

「それはですねー、不慮の死を遂げた彼をわたしが転生させてあげたんですー。その時に、服を剝いたりー、エッチなことが得意になったりする能力をプレゼントしちゃいましたー」




「【ライトニング・ボルト】!!」




　ゼルスは魔法を唱え、エナめがけて轟ごう雷らいを落とした。

「みぎゃああああ────!?」

　雷に打たれ、エナの肉体は一瞬で蒸発した。

　後には骨の一片すらも残らなかった。

「貴様かァァ!!　貴様が元凶か、この愚物・オブ・愚物めが!!　どうせまだ死んでおらぬのであろう、出てこい！　生け捕りにして、拷ごう問もんにかけてやる!!」

　俺に直接復ふく讐しゆうできない分、ゼルスの怒りは全てエナに向けられたようだった。

　しかし、今度はいつまで経っても光の柱は現れず……代わりに、頭の中に声が響いてきた。

『みなさんー……わたしの声が、聞こえますかー……？』

「エナの声だ」

「貴様、逃げる気か!?　余をこんな目に遭わせた責任を取らせてやる！　今すぐ降りてこい!!」

『いやですー……こわい……』

「素直だなお前」

　もはや神としての威厳のカケラもない。

「まあ、いい。なんかお告げっぽいムードだから、そのまま次の目的を示してくれよ、エナ」

『目的ですかー？』

「成なり行ゆきで魔帝なんて大物をテイムしたせいで、次に何やるかサッパリ決まってないんだ。なんか面白そうなことないか？」

　我ながら、ものすごいザックリした質問だ。

　隣でゼルスが「成り行きじゃと!?」と驚きよう愕がくしているが、それは無視する。

『そうですねー。転生した人は、だいたい成長して学校に入学したあたりで、メキメキと頭角を現すことが多いですけどー』

「学校……それは、面白そうだな。監禁生活のせいで学力はないが、戦闘技術を扱う学校なら余裕だ」

　ハプニングがあったとはいえ、俺もまだ一八歳だ。入学するのに遅すぎるということはない。

　学校には多くの人が集まるし、新たな出会いもあるだろう。物語序盤のメインステージとしては、定番中の定番だ。

「何を言っておるのじゃ。余の力を盗んだ今の貴様が、人間の学校ごときで戦闘技術を学ぶ必要はなかろう」

「今の俺だからこそ、だ。どんな相手が現れようと、今の俺にとっては赤子の手をひねるようなもの。俺に蹴け散ちらされる雑ざ魚こどもを見下ろし、羨せん望ぼうのまなざしを集め、優越感に浸ひたりたいんだよ!!」

「大人げないのう……そんなことのために余の力を……」

　ゼルスは呆あきれ果はてたように肩を落とし、全身で溜ため息いきをついた。

　その隣で、ラクシャルが瞳を輝かせる。

「なるほど！　集団の中で注目を集めて多くの知ち己きを獲得し、人脈を広げようということですね！　将来のことも見据えた行動、さすがはヴァイン様です！」

「お前、俺のやることなすこと良いように解釈するよな……いや、その方がありがたいんだけども」

　とにかく、次の目的地は決まった。

　ついでにひとつ思い出したことがあったので、訊ねてみる。

「ああ、それからエナ。性技のパラメーターが上限を超えてるんだが、何か心当たりはないか？」

『それはー、ヴァインさんのレベルが一定値を超えたので、レベルおよびステータスの上限キヤツプが解放されたんですー。クロスアウト・セイバーには、成長をフラグにして解放されるイベントも多数あるんですよー』

「そういうことか。じゃあ、学校に行くのはますます都合が良さそうだ」

　新たな出会いがあれば、またテイムやドレインで戦力を強化する機会にも恵まれることだろう。

『大陸一の軍学校といえば、ここから南東にあるシーフェン王立学校ですー。せっかくなので、わたしもご一緒にー……』

「あなたの姿が見えた瞬間、剣のサビにします」

『ひぇっ』

　ラクシャルが宣言すると、それっきりエナの声は途絶えた。

（……まあ、ほっといたらまたそのうち、向こうから声かけてくるだろ）

　俺は一いつ旦たんエナの存在を忘れて、次の目的に専念することにした。

　行き先は南東。シーフェン王立学校だ。
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　城で一夜を明かした俺とラクシャルは、風の翼で南東に飛んだ。

　方角しかわからないとはいえ、道に沿って飛んでいけば、そのうち街が見えてくるはずだ。

「そういえば、ラクシャル。風魔法は覚え直さないのか？」

「……えっ？　か、風魔法ですか、ヴァイン様？」

「ああ。レベルが上がったんなら、スキルポイントを振り直せるだろ？」

　俺に抱きかかえられてうっとりしているラクシャルに、訊たずねてみる。

　ラクシャルを抱き上げる口実があるのはいいが、ラクシャル自身が不便なのではないかと思ってのことだ。

　ちなみに俺の場合は、経験値によるレベルアップではなく、ドレインで能力値を直接上げているので、スキルポイントは入手できていない。

　それでいて、レベルが上がった分だけ、レベルアップに必要な経験値は増えているので、自力でのレベルアップは当分望めないだろう。

　ドレインは便利だが、一応そのくらいの代だい償しようはあるというわけだ。

「実は、別の魔法を覚えてみようかと思っているんです。魔ま族ぞくは基本的に魔法への適性が高いので、風以外の魔法でもどうにか覚えられるかと……それでも、基本的には一つの属性を極めるのが限度なのですが」

　ラクシャルの言う通り、魔法を覚えること自体はさほど難しくはない。

　だが、複数の属性の魔法を一人で使うというのは基本的に無理で、よほど人知を逸いつした才能の持ち主であっても、二種類の属性が限度だ。

　そういう意味で、三種類の属性を操るゼルスは天才の中の天才と言えるのだろう。

　なお、その制約はあくまで自力で魔法を覚える場合の話であって、力を奪う分には特に制約はない。俺はできれば全属性を極めたいところだ。

「でもラクシャル、不便じゃないか？　今まで使えた魔法が使えなくなるなんて」

「私には魔剣もありますから。むしろ、このまま私が風魔法を使えなければ、移動の際にはいつもこうしてヴァイン様に抱いていただけますし……ふふっ」

　頰ほおを赤らめて、上うわ目め遣づかいにこちらを覗のぞき込こむラクシャル。

　……美人は卑ひ怯きようだ。何をやっても絵になる。それは魔族でも同じらしい。

「そろそろ街が見えてきた。降りるぞ」

　話をそらすように、俺は高度を下げて地上に降り立った。
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　門をくぐって街に入ると、賑にぎやかな市が立ち並ぶ広場に出た。

　大勢の人や馬車が行き交う喧けん騒そうに負けじと、商人たちが声を張り上げている。

　どこを見回しても活気に満ちた街だ。

「シーフェンの街……懐なつかしいな」

「ヴァイン様、この街をご存じなのですか？」

　隣を歩くラクシャルが、不思議そうに首を傾かしげた。

「ゲームの中では、序盤の拠点になる街だからな。この辺りで寝泊まりしながら魔物を狩って、経験値と金を稼いだもんだ」

「なるほど！」

　ラクシャルは勢いよく頷うなずいたが、こいつ絶対意味わかってないんだろうな。

「それよりラクシャル、お前……大丈夫なのか？」

「何がですか？」

「その頭だよ、頭」

　今のラクシャルの頭には、魔族の証あかしとも言うべき一対の角つのがない。

　完全に、普通の人間と変わらない見た目をしていた。

「形態変化の能力は、高位の魔族なら誰でも扱えます。特に我々と人間は、元々見た目が似ていますからね。簡単なことですよ」

「そういうもんか」

「そういうもんです！　いかがですか、ヴァイン様？　人間に扮ふんした私は、ヴァイン様のお気に召しますか？」

　俺の進路に回り込み、上目遣いで見つめてくるラクシャル。

　にっこりと微笑ほほえんで、俺の返事を待っているようだ。

　黙っていれば文句のつけようもない美人なのだし、素す直なおに褒ほめておこうか……そんなことを考えていた時だった。

「ぎゃああああっ！」

　人混みの中から突とつ如じよ、しわがれた悲鳴が響いた。

　声のした方へ目を向けると、尻しり餅もちをついたよぼよぼの爺じいさんが、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男に絡からまれているようだった。

「コラァ、ジジイ！　どこに目ぇつけて歩いてやがる。あぁ!?」

「わ、わしは普通に歩いておっただけじゃ。それを、あんたが後ろから蹴け飛とばして……」

「ちんたら歩いてっから俺の足に当たっちまったんだろうが！　背中にも目をつけてキリキリ歩かんかい、ボケがぁ!!」

　無茶苦茶なチンピラだ。話を聞く限り、こいつが一方的に悪いんだろう。

「でも、助けてやる義理もないな。先を急ぐぞ、ラクシャル」

「はい、ヴァイン様！　ところでヴァイン様、私の人間姿は似合って……」

　俺とラクシャルが、そのまま通り過ぎようとした時だった。




「やめなさいっ、そこの悪人!!」




　高みから轟とどろく、少女の一いつ喝かつ。

　広場の時計塔の上に直立する影。地上二○メートルほどの高さにたたずむ少女は、風にマントをなびかせ、銀の細剣レイピアを天に掲かかげた。

　見た目は一○代半ばくらいだろうか。大きな目と栗くり色いろのショートカット、小柄な体格から小動物のような印象を受けるが、その瞳ひとみには使命の炎がたぎっていた。

　俺の隣で少女を見上げるラクシャルが、訝いぶかしげに首をもたげる。

「ヴァイン様。何なのでしょう、あの方は？」

「わからん。わからんが……」

　俺の目は、少女の体つきに吸い寄せられていた。

　たわわに実った胸。

　しっかりとくびれた腰。

　柔やわらかそうでまぶしい太もも。

　童顔で体格も小柄なわりに、育つところはしっかり育っている。

　一言で言うと、ロリ巨乳とかトランジスタグラマーとかいうやつだ。

（……とりあえず、手をつけておきたいな）

　俺は純粋かつ邪よこしまな欲望を抱いだいた。

　そんなことを知る由よしもなく、少女は高らかに名乗りをあげる。

「シーフェンの守り神、このタマラ・リエノアが来たからには、いかなる非道も許さない！　とうっ！」

　少女──タマラが時計塔から飛び立つと、その瞬間、奇妙なことが起こった。

　タマラの纏まとうマントが落下に抗あらがうようにピンと張り、タマラの体を斜め下へ滑かつ空くうさせていく。

　その先に立つのは、先ほどの悪漢。

「あたしの必殺剣を食らいなさい！　タマラ・スペシャル……」

　滑空しながら、タマラが身をひるがえし、レイピアを持つ手を引き絞る。
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　そして──。




「キック!!」




　メシャッッ!!




　……滑空の勢いと全体重を乗せて、タマラは男の顔面に膝ひざをぶち込んだ。

　男が鼻血を噴いて昏こん倒とうすると、周囲から一斉に拍手があがった。

「必殺剣はどこに行ったんだ、必殺剣は」

　俺は当然のツッコミを入れたが、誰も聞いていないようだった。

「おじいさん、もう大丈夫だよ。災難だったね」

　タマラは先ほどとは打って変わった明るい笑顔で、老人に手を差し伸べる。

　慈じ愛あいに満ちたその行動に、俺は思わず感心していた。

「ちょっと痛々しいが、良い娘もいたもんだな……ん？」

　タマラの背後で、鼻を押さえながら男が起き上がる。

　さすがに今の一撃だけでは、倒すには至らなかったようだ。

「ごっ、ごの、メズガギィィ……！　ぶっごろじでやるっ!!」

「【ボルト】!!」

　俺はとっさに、男に向けて雷魔法を唱えていた。

　最弱の雷魔法……しかし、魔王から奪った膨大な魔力を込めた電流は、音の壁を裂さいて男の肉体を撃うち貫ぬく。

「んぎゃああああぁぁ──っ!?」

　一瞬で黒コゲになって、男は今度こそ意識を失った。

　死んではいないだろう……多分。

「……キ、キミは……？」

　タマラが目を丸くして、こちらを見つめている。周囲の目も俺に集中しており、今いま更さら逃げ出すことはできそうにない。

　反射的にやってしまったとはいえ、少々うかつだったか……。

　俺は観念して名乗り出ることにした。

「ヴァイン・リノス。女の子が襲おそわれてるのを見かねて、つい手が出た。お前は感電してないよな？　そっちの爺さんも」

「あたしは大丈夫だけど……」

「わ、わしも平気じゃ」

　タマラと老人が揃そろって頷く。

　二人とも俺の存在に驚いているようだったが、老人の怯おびえ交じりの目に対し、タマラの目は好奇心に輝いているようだった。

「ヴァインくん、でいいんだよね？　キミ、すごい魔法が使えるんだね！　もしかして学校の生徒？　専門は魔法なの？　どのあたりに住んでる人？」

「あー、いや……待てよ、そんなにまくしたてるな」

　タマラの勢いに圧倒されて、じりじりと交代する俺。

　そんな俺の腕に、むぎゅっと抱きついてくる者があった。

「──初めまして、タマラさん。私はラクシャル。ヴァイン様の性せい奴ど隷れいです」

「せいど……」

　満面の笑みでラクシャルが言い放つと、タマラの表情が凍こおりついた。

　……やってくれたな、ラクシャル。

「ヴァインくん……どういうこと？」

「どうって、それはだな……いや、何も弁解するようなことはないんだが……」

「そうじゃなくて──せいどれい、って何？」

　……そこからかよ。

「タマラさん、お耳を貸してください。性奴隷というのはですね……ごにょごにょごにょ……」

「……えっ……ええーっ！　……そ、そんなことまで？　……ひぇぇ……」

　ラクシャルがタマラに小声で何かを吹き込むと、たちまちタマラの顔が真っ赤になっていく。

　どうせろくでもないことを教えているのだろうが、多分間違ってはいないし、わざわざ弁解する気もない。

「私たちは学校に入るために、この街に来たところです。ですから、タマラさんの質問に答えている暇はありません。ここで失礼させていただきます」

「入学希望者？　だったら、あたしと一緒に来てくれれば話が早いよ？」

　とっとと去ろうとするラクシャルを制し、タマラは自分自身を指さして笑う。

「……どういう意味だ？」

　揃って首を傾げる俺とラクシャルに対し、タマラはこともなげに言った。

「だって、あたしが王立学校の先生だもん」




　魔ま帝てい城じようでエナが説明してくれた通り、シーフェン王立学校は、世界有数の規模を誇ほこる学府だ。

　あらゆる学部で最先端の授業と研究が行われており、優秀な人材を輩はい出しゆつしている……らしい。

　ゲーム中では入学のシステムがなかったので、その辺りは正直曖あい昧まいだ。

「ヴァインくんは何を目指してるの？　兵士？　冒険者？　それとも魔ま導どう研けん究きゆう者しや？」

　学校へ向かう途中、タマラは明るい調子で訊ねてくる。

「俺は……まあ、自由に生きたいかな」

　特に思いつかなかったので、曖昧に返事をしておく。

　今更職業に縛られる気はないのだが、いつまでもジョブが村人のままでは格好つかないので、どうにかしたいとは思っている。

　というか、村を出たのにまだ村人ってのはどうなんだ？　正しいのか？

「じゃあ冒険者かな？　最近は魔族が勢力を伸ばして物ぶつ騒そうになってきたし、ギルドの依頼も増えてるからね。ヴァインくんみたいな人がいてくれると助かるよ」

「冒険者になるための方法なんて、学校で教えてるのか？」

「何しろ王立学校だから。社会に役立つ逸いつ材ざいを輩出するため、学部によって色んなことを教えてるよ。実戦も、研究もね」

「で、タマラ先生は実戦派ってわけか？」

「その通り！」

　広場での一件を思い出しながら訊ねると、タマラはたわわな胸を誇らしげに張った。

「あたしの家系は、先祖代々魔族と戦ってきた正義の一族なんだよ。ここで後進を育てながら自分の腕も磨みがいて、いつか魔ま帝ていゼルスを討うってみせる……！　それが、あたしの夢なんだ」

「ふーん」

　そのゼルスは、今じゃ俺の二割以下の力しかないけどな。

　とはいえ、それでも常人にとってはかなりの強敵だろう……タマラがどれほどの実力者かは知らないが、ゼルスに勝てるほどとは思えない。

　微笑ましく見守っていると、横からラクシャルに軽く袖そでを引かれた。

　前方を歩くタマラに聞かれないようにか、耳元で囁ささやかれる。

「あの、ヴァイン様……ひとつ確認なのですが、ヴァイン様は、ゼルス様から【心しん眼がん】スキルを入手されましたか？」

「ん？　ああ、そうだった。効果を確認しようと思って忘れてたんだ」

「【心眼】は、攻撃の命中率と回避率を上げるパッシヴスキルです。もう一つの効果として、あらゆる他人のステータスを確認することができます」

「へえ。そりゃ便利だな」

「あの者……タマラさんは、いずれゼルス様に仇あだなす敵となるかもしれません。ヴァイン様、彼女のステータスを確認してはいただけませんか？」

「心配性だな、ラクシャルは……別に構わないけどよ」

　タマラを視界の中心に捉とらえ、意識を集中させる。

　直後、ウィンドウが開き、ステータスが表示された。

「……んん？」

　タマラのステータスを確認した瞬間、俺は言葉を詰まらせた。
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（……強いぞ、こいつ）

　少なくとも、今のラクシャルよりは確実に強い。ゼルスとは……互角だろうか。

　ずば抜けて高い体力に加え、高レベルの【ＨＰ自動回復】。致死量のダメージを受けても一定確率で持ちこたえる【ガッツ】スキルまで持っている。

　すさまじくタフな前衛タイプだ。しかも、攻撃力も決して低くはない。

「ヴァインくん、ラクシャルちゃん？　そんなに離れてどうしたの？」

　タマラが不思議そうにこちらを見ている。

「いや、何でもない」

　俺は口ではそう答えながらも、素早く考えを巡らせていた。

　こいつがゼルスに挑いどめば、そのままゼルスを倒してしまうかもしれない。

　それは困る。ゼルスも俺がテイムした性奴……もとい、仲間なのだから、放ってはおけない。

（……まずは入学が先だ。タマラみたいな実力者がゴロゴロいるとしたら、本気でゼルスの身が危ない。対応策も考えなきゃな）

　場合によっては、タマラを手て籠ごめにすることも厭いとうまい。

　まだ始まってもいない学園生活だが、どうやら退屈だけはしなくて済みそうだ。

「……ん？」

　ふと、タマラのステータス画面のウィンドウ下部に【表示切替】の文字があることに気づいた。

　まだ表示できる情報があるのか？

　そういえば、名前の後にも、２ページ目があるかのような表示がある。

　俺は切り替えを念じ、次のページを表示させる。

　すると、新たな情報が飛び込んできた。
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　……ほう。

　なるほど、これもエロゲー的には非常に重要な『ステータス』だ。

　しかし、【心眼】スキルでこんな情報まで表示できるとは知らなかった。

　ということは、ラクシャルの情報も……？

　俺は視線を隣に移し、今度はラクシャルの情報を表示させてみた。
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　思った通り、ラクシャルは全体的にスタイルがいい。

　数字にされると一層よくわかる。

　数値上はラクシャルの方が胸が大きいが、タマラは体格が小柄な分、比率……要するにカップ数としてはラクシャルよりも巨乳だ。

　ただしそれはあくまで個人の比率の話であり、小柄な体格ではひとつひとつのパーツが相対的に小さくなるため、揉もみごたえとか、ナニかを挟んだり擦こすったりする能力に関しては、おそらく二人とも互角といったところだろう。

　何の優劣なんだか、自分で言っててよくわからないが。

　特質というのは、どうやら性的な事柄に影響する、経験、性格、体質などの特徴のようだ。

　扱いとしては、一種の隠しステータスに近いのだろう。

　システムにすら【愚か】などと書かれているが、ラクシャルの言動を見ていると実際そんな感じなので擁よう護ごできない。

「ヴァイン様、タマラさんのステータスは確認できましたか？」

　俺からの視線の意味を勘違いしたのか、ラクシャルが小声で訊きいてきた。

「後で教える。……しかし【心眼】って便利だな」

「はい！　ただ、なぜかゼルス様は、そのスキルをあまり気に入っておられないようでした。特に私のステータスを確認された後は、ご自分の体をペタペタと触っては、深い溜ため息いきをこぼしておられましたね……」

「ああ、わかる」

　スタイルの差をこうもハッキリ見せられれば、嘆なげきたくもなるだろう。

　ようやく見えてきた校舎を仰ぎながら、俺は遙はるか彼方かなたのゼルスに少しだけ同情した。




　王立学校の門をくぐり、広大なキャンパスを抜けて受付に向かう。

　タマラは人気のある方らしく、途中で行き交う生徒に何度も声をかけられては、笑顔で手を振り返したりしていた。

　また、ラクシャルの美び貌ぼうも同じくらい注目を集めており、そこかしこから囁き合う声が聞こえてくる。

　その二人に挟まれる俺。なかなか気分がいい。

「話を通してくるから、ちょっと待っててね」

　校舎に入ってすぐ、受付の辺りでタマラはそう言うと、窓口に立っていた受付嬢と何やら話し始めた。本人が言った通り、多少はスムーズに事が運びそうだ。

　二人だけになると、再びラクシャルが身を寄せてくる。

「ヴァイン様、タマラさんのステータスはいかがでしたか？」

「それは……っと、戻ってくるぞ。後で話す」

　書類を持って戻ってきたタマラに促うながされ、俺とラクシャルは入学願書を書いた。

　ラクシャルの出自は正直に書くわけにいかないので、俺と同じ村の出身ということにしてごまかしておいた。

「住居は学がく生せい寮りよう希望だね。入学金の支払いは……え？　一括払いでいいの？　卒業してから返済してもらうって方法もあるけど……うちの学費、結構高いし」

「かまわん」

　俺は荷物から金貨を取り出し、二人分の学費をその場で支払った。

　無論、ゼルスから戴いただいてきた金品の一部だ。

「わわ……二人の家って、もしかしてお金持ちなの？　リプアトスの村は、山奥の方にあるってことしか知らないけど、結構豊かなのかな……」

「俺たちにも事情がある。あまり詮せん索さくしないでくれ」

「あっ、ご、ごめん。それじゃ、入学先は……実用戦術部、で間違いないね？」

　俺とラクシャルは同時に頷いた。

「もう一度説明するけど、実用戦術部では武器や魔法を使った戦い方を主に教えている。訓練形式の授業がとても多いから、卒業する頃には、並の冒険者を凌りよう駕がする戦闘能力が身についているはずだよ……むしろ、そうでないと卒業できないんだけどね」

「わかってる。俺もラクシャルも、それでいい」

　クロスアウト・セイバーとドレインの恩恵を活いかして生きるなら、戦場に身を置くのがベストだ。となれば、実戦のことを教える学部に入るのが自然だろう。

　ラクシャルが俺と一緒の学部を選ぶ理由は、今更説明するまでもない。というかたぶん、別々の学部にしてもラクシャルが書き換えようとするだろう。

　タマラはその後もバタバタと事務室へ引っ込んだり戻ってきたりを何度か繰り返した後、やがて二枚のカードと地図を持って戻ってきた。

「学生証を発行しておいたから、学校の中は自由に見て回っていいよ。それから、これが寮までの地図。部屋の割り当ては、寮母さんに聞いてくれればいいから」

　手渡されたカードには、王立学校の校章と、俺とラクシャルそれぞれの名前が印字されていた。

　表面からほのかに魔力を感じる……何らかの複製対策が施ほどこしてあるようだ。

「制服や生活用品のことも、寮母さんに聞いて。できればあたしが案内してあげたいんだけど、今日はこれから用があって……ごめんね」

「別にいいよ。タマラとはまた会えるんだろ？」

「うん！　あたしは実用戦術部の先生だから、授業とかで……って、こーら！　キミはもう生徒になったんだから、呼び捨てにしないの。あたしのことはタマラ先生って呼ぶ！　わかった？」

　背伸びしながら抗議してくるタマラに、俺は思わず苦笑していた。

「そうは言ってもタマラ先生、俺より年下にしか見えないんだがな」

「と、年下……!?　失礼なこと言わないでよっ！　あたしは今年で二○歳になる、立派なレディーなんだからね！　バカにすると怒るよ!?」

「二○歳……？　ええ？」

　俺の肩より低い位置にある顔を上げて睨にらんでくるタマラは、どこからどう見ても、せいぜい中学生くらいにしか見えない。

　まあ、本人が言うからには間違いないのだろうが……。

「仕方ありませんよ。タマラさんは、とても可愛かわいらしいお方なのですから」

　柔にゆう和わな笑みを浮かべたラクシャルが割り込んできた。

　二人が並ぶとスタイルの差は歴然で、まさに大人と子供レベルの違いがある。

　タマラもそのことに気づいたらしく、ラクシャルを見上げて、じわり、と瞳に涙を浮かべた。

「うわぁぁぁーんっ！　今度会うまでに身長一割増しになってやる──っ!!」

　謎なぞの捨てゼリフを残して、タマラは泣きながら走り去った。

　身長一四五センチだから、少なくとも一四センチ……無理だろ。

「さあ、ヴァイン様！　邪魔者が消えたところで、学校見学と参りましょう♪」

　と、俺の腕にしがみつき、満面の笑みで促すラクシャル。

　こいつもこいつでなぁ……。

　校舎の中を歩きながら、俺は説教モードに入った。

「あのな、ラクシャル。タマラのおかげでさっさと入学手続きができたんだから、邪魔者とか言うんじゃない」

「……ヴァイン様は、あの女をどうなさるおつもりなのですか？」

「どうって？」

「あの女が、人間にしては相当な実力者であることは私にもわかります。ヴァイン様は、あの女からも力を奪うおつもりなのですか？」

　核心を突く発言に、俺は反射的に周囲へ視線を配らせた。

「大丈夫です、ヴァイン様。誰もいません」

「……みたいだな。まあ、ゼルスの時もそうだったが、俺に敵対する気がない奴やつにまで手を出すつもりはない。要するに、タマラの出方次第だな」

「では、仮にタマラさんから力を奪ったとして、彼女を麾き下かに加えるのですか？」

「それも状況によりけりだ。今の状態で断言できることは何もないが……どうした？　妙みように突っかかるじゃないか」

　俺の指摘に、ラクシャルは腕を離して一歩身を引いた。

　恥じ入るように顔を俯うつむかせ、小さくかぶりを振る。

「……ヴァイン様、卑いやしい私をお許しください。私は怖いのです。ヴァイン様の心が、他の誰かに奪われてしまうことが」

「俺の心が、奪われるだと？」

「私はヴァイン様に全てを捧ささげると決めました。私にはヴァイン様しかいないのです。ですから、どうか……きゃっ！」

　言葉の途中で、俺はラクシャルの華きや奢しやな体を抱き寄せた。

　密着した肉体から、鼓こ動どうの高鳴りを感じる。

「俺を嘗なめるな。ラクシャル」

「は、はい……？」

「俺の心は俺のものだ。誰にも奪われはしない。それから、お前は俺の仲間だと言ったはずだ。たとえ天地が引っくり返っても、お前を捨てることはあり得ない」

「……ヴァイン、様……」

　ラクシャルの腕が俺の背に回される。

　長い睫まつ毛げが触れそうなほどの距離に、ラクシャルの顔が近づく。瞳を覗き込めば、そのまま吸い込まれてしまいそうにさえ思えた。

「証を……ください。私の全てを、ヴァイン様に捧げたいのです……」

「……わがままな奴だ。仕方ないな」

　ラクシャルの言う証が何を意味するか、考えるまでもなかった。

　俺は返事の代わりに、ラクシャルの瑞みず々みずしい唇くちびるに、己おのれのそれを重ねようとして──。




「あーっ、いたいた──!!」




　──能天気な声の横よこ槍やりに、俺とラクシャルは瞬時に身を離した。

「ヴァインくん、ラクシャルちゃん、ごめんね。さっき渡した地図、間違って二つとも男子寮の地図にしてたんだ。女子寮はこっちの地図、赤く塗ってあるところだから」

　タマラはどうやら何も見ていなかったらしく、暢のん気きにも地図を広げてラクシャルに説明を始める。

　いいところで邪魔されたラクシャルの表情は引きつり、顔は完全に紅こう潮ちようしていた。

「今いるのがここの校舎だから、あっちの出口から……うん？　どうしたの、ラクシャルちゃん。顔赤いよ？」

　無む邪じや気きなタマラの問いに──ラクシャルは、その頭を二度、三度と丁てい寧ねいに撫なでて答えた。

「──わざわざ届けてくださったんですね。ありがとうございます、タマラさん。とっても、いい子ですよ」

　いい子、を強調したラクシャルの言葉に、タマラの表情が凍いてついた。

「ま……またラクシャルちゃんがあたしを子供扱いしたぁぁっ！　うわぁぁぁん!!」

　走り去るタマラ、不機嫌そうにそっぽを向くラクシャルを見やり、俺は溜息をついた。

「……仲良くしろよ、お前ら」




　見学を早めに打ち切った俺とラクシャルは、まずはそれぞれの生活基盤を整えるために、お互いの寮に向かうことになった。

　ラクシャルは俺と同室で寝泊まりしたいと激しく主張したが、粘ねばり強づよく説得した結果、しぶしぶだが納得してくれた。

　これから当面の間は学生として生活するのだから、学校のルールは遵じゆん守しゆできるようになってもらわねば困る……それに、ラクシャルと同室になったら、部屋に女を連れ込むこともできなくなるし。

　男子寮は木造だが、予想以上にしっかりした造りの建物だった。

　なんでも、一○○人近い人数が暮らしているらしい。

　俺は寮母から生活上の細かいルールなどを教わったが、基本的なところは現代の学生寮とそう変わらない。これといって不便を感じることはなさそうだった。

　風呂も食堂も共同だったが、皆の前で自己紹介させられるような恥ずかしいイベントも特になかった。まあ、人数が人数だけに、いちいちそんなことはしないんだろう。

「……しかし、個室をあてがわれるとはツイてるな」

　入浴と夕飯を済ませ、部屋に戻った俺は、広々とした室内を見回して一人ごちた。

　本来は二人用の部屋なのだろう。部屋の中にはベッドといくつかの棚たな、それから俺が持ってきたわずかな荷物くらいしかなく、殺風景にすら感じる。

　寮母の話では、この部屋はたまたま空あいていたらしい。

　他の部屋はほとんど相部屋なのに、ここだけ誰もいないというのは妙な感じもするが……何にしても都つ合ごうがいい。知らない男と相部屋なんて、息苦しくてたまらん。

「やっぱり、日頃の行いは大切だな」

　己の人徳にしみじみと感じ入って、俺はベッドに身を投げ出した。

　明日からは規則正しい生活が始まるのだし、このまま寝てしまおう。




　…………。

　不意に、誰かの気配を感じて俺は身を起こした。

　肌を刺すような強い敵意が向けられている。

　棚や机がガタガタと揺れ始め、部屋中の空気が急に冷たくなったような感覚があった。

「……デテイケェェ……」

　凍てつくような、女の声が響く。

　白くおぼろげな輪りん郭かくが、ゆっくりと壁から突き出してきた。

　まるで霊れい体たい──いや、こいつは霊体そのものだ。

「コノ部屋カラ、デテイケェェ……!!」

　霊体は細く長い腕を伸ばし、俺に襲いかかってくる──！




「【プレス】!!」




「──びぎゃ!?」

　重力魔法レベル１、プレス。強い重力場を発生させ、敵を押しつぶす魔法。

　俺が唱えた魔法によって、霊体は床に拘こう束そくされた。

「あー、やっぱりいわくつき物件かよ……道理で、都合よく個室が空いてたのか」

「ちょ、ちょっとぉぉ!?　放しなさいよ、何よこれ!?」

「知らんのか？　ゴースト系には物理攻撃は効かないが、魔法は普通に効くんだよ」

　霊体は素すに戻ったのか、喚わめき散ちらしながら必死にバタついて抵抗を試みる。

　しかし、今の俺の魔法に抗えるはずもない。容よう赦しやなくのしかかる重力が、幽ゆう体たいのシルエットを少しずつ圧縮していく。

「ひぐっ、重い……つぶれ……ぐぇぇ、づぶれるぅぅ……！」

「ゴーストに潰つぶれる肉体はないから大丈夫だ。まあ、このまま放っておいたら、スリップダメージで消滅するかもしれないけどな」

「いやぁぁぁ!?　ごめんなさい、許してください、許して！　お願いです、何でもしますからぁぁ！」

「夜中に騒ぐなよ……ほら、解といてやる」

　俺がプレスを解除すると、幽体は床に転がったままゼェゼェと肩で息をし始めた。

　最初はおぼろげなシルエットだけの存在だったはずが、いつの間にか人間らしい──少女の容姿に変わっている。

　黄金を溶かしたようなロングウェーブの髪に、勝ち気な輝きを宿すサファイアの瞳。血筋の良さを感じさせる風ふう貌ぼうだが、身につけているのは薄汚れた白衣だった。

「ふう……ふ、ふふふ。このノワゼット・カイウス・ニュアージュ様に手を出すとは、身みの程ほど知らずの凡ぼん愚ぐがいたものね……」

「ご大層な名前だな。幽ゆう霊れいのくせに」

「あなた、なんで私を見てそんなに平然としてるのよ？　私はニュアージュ伯はく爵しやく家の令れい嬢じようにして、魔ま道どう具ぐ研究の天才なのよ!?　今までの入居者どもと同じように、恐れおののいて逃げ出しなさいよ！」

「いや知らんわ……ゴーストなんて触ることもできないし、邪魔にしかならん。もう寝たいからどっか行けよ」

「ここは私の部屋だって言ってるのよ！　出て行くつもりがないなら、祟たたり殺ころしてやるわ。ふふふっ、この私の恐ろしさを思い知らせて──」

「【ファン・ボルト】」

「ぴぎゅっ!?」

　俺はレベル３の雷魔法を放った。

　一条の雷いかずちが幽体を貫く。

　この魔法は少し特殊な魔法だ。見た目はレベル１の魔法【ボルト】と大差ないのだが、与えるのはダメージではなく──。

「ひ、ぃぃんっ……か、からだが、ビリビリってぇぇ……♪」

　細い肢し体たいをくねらせて、ふよふよと宙を漂ただよう幽体。

【ファン・ボルト】は、電流刺激による快感を与える魔法なのだが、予想通り、幽体にも効果があるようだ。

　さて、効果を確認できたので、実際に使ってみよう。

「【ウィンド・フィールド】」

　風の障壁が、幽体の周囲三六○度を完全に覆おおいつくした。

　この魔法は本来、敵の攻撃を防ぐ結界として使うのだが、攻撃魔法以外の魔法を反射する効果もある。

　つまり……。

「【ファン・ボルト】」

　結界の内側に直接、雷を発生させる。

　幽体を貫いた快楽の電流が結界の内側で跳ね返り、再び幽体を貫いた。

「～～～～っ!?　～～～～っ♪」

　風の障壁の中で、雷は何度も反射を繰り返し、その度に幽体を貫いていく。

　幽体は打ち上げられた魚のように跳ねまくり、声をあげて快楽に翻ほん弄ろうされているようだったが、風の障壁が空気の振動を遮さえぎっているので声は聞こえない。
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　とりあえず、このまま放置しておこう。

「さて、寝るか」

　俺はベッドに身を横たえ、目を閉じた。
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　眠りは深く、まるで泥どろの中を泳いでいるかのように意識が鈍い。

　霞かすんだ視界が、わずかな月明かりで照らされた天井を捉えた。

　俺はどこにいるんだっけ……。

　そうだ、思い出した。ここは学生寮の自室だ。




　──もぞ。もぞ。




　ふと、何かに体をまさぐられる感触がある。

　痺しびれたような手を動かし、シーツをめくってみた。




「……あっ。お目覚めですか、ヴァイン様……？」




　シーツの内側に、全裸のラクシャルがいた。

　しかも、俺の服に手をかけ、脱がそうとしている。

　…………こんなところにラクシャルがいるわけがない。

　ということは、夢だ。

　俺はシーツをかけ直し、ベッドに体重を預けた。

「あ、あれ？　ヴァイン様ー？」

「……俺は眠いんだ。静かにしろ……」

「はい……静かにしていれば、続けてもいいでしょうか……？」

　続ける……？

　何のことかと思ったが、何でも良かった。ひたすらに眠い。

「好きにしろ……」

　俺はたぶん、そう答えたと思う。

　意識は混こん濁だくしていた。




　……ふと、何か温かいものに股こ間かんを握にぎられた感じがした。

　握られたといっても、強い感触ではない。

　おっかなびっくり、その部分をくすぐられるような、撫で回されるような感覚だ。

　やがて要領を摑つかんだように、股間を握った何かが上下し始める。

　……気持ちがいい。

「あっ……すごい。硬くなってきました……想像以上に、たくましいです……♪」

　嬉うれしそうなラクシャルの声が聞こえた気がする。

　それに伴って、股間への刺激も速く、激しいものに変化してくる。

　シーツが膨ふくらんで捲めくれ、もう一度、ひょっこりとラクシャルが顔を出した。

　俺は起きているのか眠っているのかわからないような頭で、それを見ている。

「……痛くないですか？　私、上手にできてますか？　ヴァイン様……」

　こちらの顔を覗き込んで、俺の上でラクシャルが身をよじらせる。

　俺もいつの間にか、服を全て脱がされていた。

　胸板にのしかかった柔らかな弾力が、むにゅりと胸板を押してきて、ただそれだけで胸の内側がぞくりと震える。

　俺はうとうとしながら頷き返した。

　こんな気持ちのいい夢を見るのは初めてだ。

「……よかったです……あっ？　ふふっ、本当みたいですね……♪」

　ラクシャルは下の方に一度視線をやって、嬉しそうに、妖よう艶えんに微笑んだ。

　細い指先が絡むたび、にぢゅ、ぬちゅ、と粘着質な音が立つようになる。

　熱に浮かされたように、頭がぼうっとしてきた。

「私、頑張りますから……味見も、させてくださいね……」

　そう囁いて、ラクシャルは再度シーツに潜り込む。

　味見とは何のことだろう、と考えた時……。




「……はむ、っ♪」




　不意に、ぬるりとした感触に先端を咥くわえ込こまれた。

　熱い粘膜が、いやらしい音を立てて吸いついてくる。

　ちろちろと蠢うごめく舌が、こちらの弱点を探るように這はいまわり、快感を高めていく。

「んっ……ちゅぷっ、ちゅっ、れるっ……ぷぁ。はぁ、おいひい……♪　もっふぉ、くらふぁいっ……んんっ、んっく、ちゅっ、ちゅうううっ……」

　先端を強く吸われながら、根元の辺りをしごかれる。

　貪むさぼるような激しい愛あい撫ぶを受け、無意識に腰が浮いてきた。

　限界が近い。

　このまま出したら、起きた時には絶対夢精している気がする。あまりにも感覚がリアルすぎるのだ。

　だが、こんな快感を前に我慢できるはずもなく──次の瞬間、欲望が弾はじけた。

「──んぷっ!?　んっ、んくっ、こきゅ、んっ、こくっ……♪」

　突如噴き出した白はく濁だくを、ラクシャルは口内で受け止める。

　嬉しそうに飲み下す声が、俺の耳にまで届いてくる。

　俺は久方ぶりの放出感に酔いしれ、ただラクシャルに身を任せた。

「ん……っ。残しちゃダメ、れふ……れろ、ちゅっ……もったいない、です……」

　やがて絶頂の波が過ぎ去ると、こちらの形をなぞるように丁寧に舌が這わされ、欲望の残ざん滓しを綺き麗れいに舐なめ取とっていった。

　達した直後の敏感なモノを舐められるのは、何とも言えないむずがゆさがあったが、それも含めて未知の快感があった。

「ヴァイン様……」

　ラクシャルが膝立ちになって身を起こし、シーツを跳ね上げた。

　月光に浮かぶラクシャルの体は、興奮からか赤みがさして桜色に染まっていた。蕩とろけた瞳に宿る光も、情欲を湛たたえているようだ。

「最後まで、しましょう……？　私、ヴァイン様と……ひとつに……っ」

　ラクシャルが腰を落とすと、未いまだ硬いままのモノの裏側と、ラクシャルの入り口がぬちゃりと擦れ合った。

　そのまま自分を慰なぐさめるように、ラクシャルは何度も腰を前後に揺らす。

「あっ♪　あぁっ♪　ヴァイン様、っ、ヴァイン、様ぁ……！」

　ラクシャルが前後に動くたび、俺も腰が浮きそうな快感を味わわされる。

　もう我慢の限界だった。

　ラクシャルの腕を引き、体勢を入れ替えるようにして下に組み敷く。

「あっ……」

　俺を見上げるラクシャルの目が、期待と喜びに揺れる。

　迷いはなかった。今見ているものが夢でも現実でも、同じことをするだけだ。

　ぐっしょりと濡ぬれそぼった花弁に俺自身の先端をあてがうと、密着した粘膜が、早く、早く、と急せかすように吸いついてきた。

　欲望のまま、ゆっくりと腰を突き出した。

「ヴァ、インっ、さ……ぁ、ああ、あぁぁぁっ……!!」

　みちみちと、ラクシャルを内側からこじ開けていく。

　初めて味わう女の中はひどく窮屈で、それでいて強く締めつけられ、奥へ奥へと引きずりこまれるようなうねりを感じるものだった。

　渇かつ望ぼうに従って更に腰を突き出すと、ぷつん、と何かを貫いたような抵抗を感じた。

「ふぁ……っ」

　小さな喘あえぎが耳じ朶だを打つ。繋つながった箇所から、泡立つ半透明の液体に混じって、一筋の赤い雫しずくがしたたり落ちていた。

　反射的にラクシャルの顔を見ると、頰を涙が伝い落ちていた。

　しかし、それが苦痛による涙でないことは一目でわかった。

「ヴァイ、ン、様ぁ……♪　私……これで、ヴァイン様のものに、なれました……っ」

　快感と幸福感に蕩けた瞳で、ラクシャルは俺を見上げて囁く。

　瞬間──堪こらえがたい衝動に駆られて、俺は力任せに腰を突き出した。

「ふああああっ♪　あっ、あっ！　はげ、しっ……んんんんぅっ!!」

　熱い昂たかぶりに突かれたラクシャルは、体を弓なりに反らせて甘い声をあげた。

　テクニックも何もない、ただ衝動的でがむしゃらな動きだったが、性技パラメーターのおかげで、しっかりと感じさせることができているようだ。

　既に何度か達している様子で、ラクシャルは切羽詰まった声を漏らしている。

　ずちゅずちゅと重たい水音を部屋中に響かせながら、俺は抽ちゆう送そうを速める。

「あっ、ふぁっ、んん、ぅぅっ……！　ヴァイン、様っ！　好きです、大好きですっ……！　私の、全部、あげます、からぁ……あ、ぁっ、飛ん、じゃう……っ!!」

　ラクシャルは一突きごとに気をやっているようだった。

　びくびく小刻みに腰を跳ねさせ、快楽の色に染まった裸身をくねらせながら、必死で俺を求めるように、震える手を伸ばす。

　俺はその手を握り、ラクシャルの体をこちらに引きながら腰を突き出した。

　互いの腰がぶつかりあい、肌の弾ける音が部屋中に響いた。

「ひぐうううっ!!」

　最さい奥おうを突き上げられたラクシャルが嬌きよう声せいをあげ、同時に、ぎゅううううっと絞るようにラクシャルの中がきつくなる。

　こちらも、腰の奥から何かがせりあがってくるのを感じた。

「くっ……ラクシャル……！」

　限界が迫りつつあるのを感じて、俺はラストスパートのように動きを速める。

　ラクシャルは玉のような汗を散らし、快楽と疲労に翻弄されながらも、俺と繋いだ手は決して離そうとしない。むしろすがるように強く、手を握り続けている。

「あっ、あ、ぁ♪　ふぁっ、あ、あぁっ♪　くだ、さいっ、中に……！　私の中に、ぜんぶ、注いでくださいっ……!!」

　ねだる声とともに、ラクシャルの中が激しく収縮する。

　それが最後の一押しだった。

「あ……あ、あっ、ああああああぁぁぁぁっ!!」

　ラクシャルがひときわ大きな絶頂の声をあげるのと同時、俺はラクシャルの中に、迸ほとばしる欲望の全てを放出した。

　俺が果てたことはすぐにラクシャルにも伝わったようで、こちらの腰に脚を巻きつけて体を密着させ、全てを受け止めようとする。

「熱、いっ……！　あ、あっ……私の中に、入ってきます……！　私っ……私、幸せです……こんな幸せな気持ち、初めて、です……」

　まだ互いの絶頂がおさまらないうちから、ラクシャルは俺をしっかりと抱きしめ、耳元で囁く。感極まっているようで、その声は涙声に近かった。

「はぁ……っ、愛してます……ヴァイン様。心から愛してます……」

　うわごとのように何度も、ラクシャルは「愛してます」と繰り返した。

　俺は言葉の代わりに、ラクシャルを抱きしめ返すことで返事をする。

　ラクシャルの温もりを全身で感じるうちに、体は急速に眠りへと落ちていった。
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「……様！　ヴァイン様、朝ですよ」

　俺を呼ぶ声がする。ラクシャルの声だ。

　重い瞼まぶたをこじ開けると、部屋には朝日が射さし込こんでおり……。

「おはようございます、ヴァイン様。……ゆうべは、素す敵てきな夜でしたね」

　……裸のラクシャルが、俺の腕の中にいた。

「……え？　……ゆうべって、まさかお前……」

　俺は驚きのあまり言葉を失った。普通こういうのって夢オチじゃないのか。

　しかし、頰を赤らめてはにかむラクシャルの表情は、噓うそなどついているようには見えなかった。

「ヴァイン様。……えへへ、ヴァイン様♪　好きです。だーい好きです♪」

　ごろごろと胸板にすり寄って甘えてくるラクシャル。

　……いかん。昨日までは残念美人だと思っていたラクシャルが、一線を越えたせいか、普通に可愛らしく、愛おしい存在のように思えてきてしまう。

　かける言葉に迷っていると、ラクシャルはすっきりとした笑顔で俺を見つめた。

「ヴァイン様？　どうかなさいましたか？」

「ん……いや、なんていうかな……」

「ああ、中に出されたことならご心配いりませんよ。高位の魔族は排卵も自由にコントロールできますので！」

「排卵とか言うな」

　ムードが一気にぶち壊しになった。やっぱりこいつは残念な子だ。

　とはいえ、おかげで変にギクシャクせずに済みそうだ。

「……余よ韻いんに浸るのもいいが、もう朝だろ。今何時だ？　起きて学校行くぞ」

「お待ちください。今、時計を見て参り……きゃっ!?」

　ラクシャルは、ベッドから身を起こして部屋を見渡し、小さな悲鳴をあげた。

　視線の先を追うと、昨日のゴーストが床でぐったりと横たわっている。

　魔法の無限ループは夜のうちに効果が切れたらしいが、現在、意識はないようだ。

「な、なんですか、この女は!?　ここは男子寮ですよ、非常識な！」

「お前が言うな」

　俺は昨日、この幽体と遭遇したことをかいつまんで説明した。

　ラクシャルは持参していた服に袖を通しながら相あい槌づちを打つ。

「そういうわけだから、その幽霊にはちょっとお仕置きしてただけだ。この一件で懲こりたら出ていくだろ。それよりラクシャル、そもそもお前、どうやってここに来た？」

　俺が訊ねると、ラクシャルは豊かな胸を張ってドヤ顔を作った。

「ヴァイン様は不用心ですね。窓から簡単に入れましたよ？」

「あれ。鍵かぎかけてなかったか？」

「かかっていましたが、窓を割ったら簡単に入れました」

「おい」

　俺は説教を始めようとしたが、ラクシャルの姿を再度よく見て、口を閉ざした。

　ラクシャルは、学校の制服に身を包んでいた。

「……あっ、この服ですか？　ヴァイン様の部屋で一夜を明かすつもりだったので、用意してきたんです。少し、胸が窮きゆう屈くつなのですが……」

　王立学校の制服は黒を基調としており、エロゲーの学生服にしてはかなり落ち着いたデザインだ。

　制服から漂う品の良さが、ラクシャルの豊満な肉体とのギャップを生み、かえっていやらしさを増しているように感じられる。

　スイカに塩をかけたら更さらに甘く感じるのと同じ理屈だ。

「……興奮されてます？　ヴァイン様♪」

　見み透すかしたように、頰を赤らめてラクシャルが微笑む。

「してちゃ悪いか？　……でも、ここで襲うのはさすがに遅刻フラグだからな。お前はさっさと自分の寮に帰れ」

「ええっ!?　私はヴァイン様と一緒に登校したいです！」

「気が早いんだよ。顔洗って着替えて朝飯食って、学校行くのはその後だ。後で迎えに行ってやるから待ってろ」

　当たり前のことを言ったつもりだったが、ラクシャルは俺の言葉に目を丸くして、深く感じ入ったようなリアクションを見せた。

「ヴァイン様が、私を迎えに……！　かしこまりました。待つのも愛ですよね！　私、犬のような従順さでヴァイン様をお待ちしています！」

　俺がツッコミを入れる間もなく、ラクシャルは廊ろう下かに飛び出していった。

　……俺の部屋から出ていくところ、他の奴に見られてないだろうな？

　女が男子寮に入ること自体は、受付に申請すればいいだけなので、言い訳は利きくと思うが……変に目をつけられたら困るぞ。

「ま、いいか……さっさと支度しよう」

　身み支じ度たくを整えつつ、そういえばラクシャルが窓を割ったとか言っていたのを思い出し、部屋の窓を確かめる。

「ん？　割れてなんかないぞ……？」

　部屋の窓には、傷一つ入っていなかった。

　まるで狐きつねにつままれたような気持ちになりながらも、俺は身支度を済ませて部屋を後にした。

　なお、俺が戸締まりをする段になっても未だ、幽体は快楽の世界から戻れていないようだったので、「俺が帰ってくるまでに出て行けよ」とだけ言い残しておいた。




　女子寮の門前で待っていたラクシャルを拾い、学校に向かう。

　周囲には同じ制服を纏った少年少女たちが歩いており、俺もまた彼らと同じ学まなび舎やの一員になったのだということを実感させられる。

「この歳で学校に入るってのは、新鮮というか懐かしいというか……」

「何をおっしゃいます、ヴァイン様！　ヴァイン様はまだ人間の中でも年若い身ではありませんか」

「いや、前世というか……まあいい」

　それにしても……ラクシャルと並んで歩いていると、あちこちから視線を感じる。

　注目を集めているのは無論、俺ではなくラクシャルの方だが。

「うおっ……誰だ、あの美人。初めて見るぞ……？」

「すっごく綺麗な人……編入してきたのかしら……？」

　囁き合う声が、ひっきりなしに辺りから聞こえる。

　俺はささやかな優越感を覚えて、ラクシャルの顔を見つめた。

「……？　いかがなさいましたか、ヴァイン様？」

「ああ、なに、大したことじゃない」

「もしや、私の下着が気になっておられるのですか？　本日はピンクの──」

「見せんでいい」

　自らスカートをたくしあげようとしていたラクシャルの手を、俺は素早く摑んで止めた。そんなところを人に見られたら、初日から露出狂扱いだ。

　やっぱり、いくら外見が良くてもラクシャルはラクシャルらしい。




　職員室に入ると、見知った笑顔が出迎えてくれた。

「あっ、来た来た！　おはよー、ヴァインくん、ラクシャルちゃん！」

「よう、タマラ……先生」

「ん、よしよし。あたしはクラス担任はやってないんだけど、訓練には顔を出すから、その時にはよろしくねっ」

　タマラと軽い挨あい拶さつを交わしていると、長身の女性が近づいてきた。

　キッチリまとめた黒髪、切れ長の瞳。棒のようなものを手にしている……あれは、教きよう鞭べんか？

　なんというか、女軍人って感じの先生だ。

「私が実用戦術部の担任、ドミナ・エムルスだ。貴様ら二名が、今日からクラスに編入する生徒か？」

「ああ、そうだけど──うぉっ！」

　生返事で答えた俺の眼前に、教鞭が振り下ろされた。

　高ステータスのおかげで、避さけること自体は簡単だったが、油断していたので少し驚かされてしまった。

「チッ……！　この私の鞭むちをかわすとは、反抗的な生徒だな。そもそもの問題として、言葉遣いがなっていない！　目上の人間に向かって敬語も使えないとは、貴様は言葉のわからんサルか？　入学を認める前に、その性根を叩たたき直なおしてやる！」

「いや、あの。反省しますんで、ちょっと待ってくださいって」

　言ってることは正論だし、ゲームだと思ってタメ口で話した俺も悪かったんだが、いきなり体罰もどうなんだ？

「大人しく、私の教育を受けろっ!!」

　ドミナが再び鞭をふるう。

[image: ]

　俺が紙かみ一ひと重えでかわすと、ドミナは更にムキになったように鞭を振り下ろした。




　ヒュン！　ヒュン！　ヒュンヒュンヒュンヒュンヒュン!!




「すみません、でし、たっ、以後、気を、つけますっ、と」

　俺が謝りながら避け続けていると、やがてドミナは肩で息をし始めた。

　職員室にいた他の先生たちも、最初はドミナを止めようとしたらしく腰を浮かせていたのだが、鞭が一向にヒットしないせいか、そのままの姿勢で呆ぼう然ぜんと事の成なり行ゆきを見守っている。

「……ゼェ、ハァッ……ゼェェッ……!!」

　やがて、ドミナが疲れ果てて膝をついた。

　汗で濡れた服が肌にはりつき、まとめられていた髪も乱れている。

「汗だくのドミナ先生、なんかエロいですね」

「～～ッ!!」

　ドミナは俺の言葉を侮ぶ辱じよくと捉えたようで、顔を真っ赤にして鞭を振り上げる。

　しかし、当たらないと判断したのか、その腕を力なく垂たらした。

「……ついてこいっ！」

　怒気に満ちた声で叫んで、ドミナは職員室を出て行った。

　入れ替わるようにラクシャルが駆け寄ってくる。

「素晴らしいです、ヴァイン様！　格の違いを見せつけてやりましたね！　もしもあの女の鞭がヴァイン様の頰をかすめでもしたら、私はあの女の首が折れるほどのビンタで返礼してやるつもりでいたのですが……さすがはヴァイン様です！」

「印象悪くするから、そういうこと言うんじゃない。ほら、行くぞ」

　ラクシャルの手を引き、踵きびすを返す。

　職員室を出る直前、タマラの漏もらした呟つぶやきが、俺の背に届いた。

「ヴァインくん……きみ、何者……？」

　俺は聞こえないふりをして、ドミナの後を追った。




　ドミナの先導で教室へ向かう途中、【心眼】スキルで彼女のステータスを確認した。

　一般人と比べれば遙かに高い能力だが、タマラには遠く及ばない。

（やっぱり、タマラが異常に強いってことなのか？　だとしたら、ひとまず安心なんだが……）

　考えている間に、教室の前に着いていた。

　引き戸の向こうから、がやがやと談笑する声が聞こえる。

「私の後に入ってこい」

　不機嫌全開のドミナが引き戸を開ける。

　逆らう理由もないので、俺とラクシャルも続いて教室に入った。

「静かにしろ、ブタども!!　……今日から、クラスに新しい仲間が加わることになった」

　教きよう壇だんからドミナが怒鳴りつけると、生徒たちは一斉に口を閉ざして背筋を正した。

　教室中の視線が、俺とラクシャルに注がれる。

「勝手に自己紹介をしろ。私はしてやらん」

　スネやがったぞ、この教師……。

　仕方ないので、勝手に自己紹介を始めることにした。まずは俺からだ。




「ヴァイン・リノス、一八歳です。趣味は、エロゲ……じゃなかった、えー、特にないです。特技は……まあ、なんか色々と。えー……まあ、はい。よろしく」

「ラクシャルと申します。歳は、人間で言うと──ではなくてっ、一七歳です！　ここに来る前は、ゼルス様の右腕として……と、いうのは冗談で！　ええと、と、とにかく、ヴァイン様ともども、よろしくお願いいたします！」




　…………不穏な空気が教室中に満ちた。

　俺、自己紹介下へ手たすぎる。ラクシャル、怪しすぎる。

　大勢の前に立たされると、どうしても生来のコミュ障が足を引っ張ってしまう。

　しかし、ラクシャルの方はうっかりゼルスの名前まで出してしまっていたが……今ので誤ご魔ま化かせたのか？　まずいんじゃないだろうか。

「では、貴様らの席は最後列の左端と右端だ。さっさと席に着け」

　一向に意に介さない様子で、ドミナが投げやりな指示を下した。

　……たぶん問題ないんだろう。そう思うことにする。

　俺とラクシャルがそれぞれ指定の席に着く。

　すると早さつ速そく、隣の席に座る女子が声をかけてきた。

　金色のポニーテールを揺らし、弾けるような笑顔を浮かべている。一目で活発だとわかるタイプだ。

「どもっス！　アタシはミユ。これからよろしくっスよー♪」

「ああ、よろしく」

「なんスか、元気ないっスねえ！　さっきも結構どもってたけど、もしかして具合悪いんスか？」

「元からこんな感じなんだ。察してくれ」

　ミユは無邪気な笑顔でツッコんでくるが、残念ながら俺の地雷を踏んでいる。

　こういうグイグイくるタイプはちょっと苦手だ。

「ま、いいっス。それでヴァイちゃん、ラクちゃんとはどういう関係なんスか？」

「……ヴァイちゃんって俺のことか？」

「ヴァインだからヴァイちゃんっスよ！　さっきのラクちゃんの挨拶の感じからしてー、ぬふふ、ただならぬ仲なんじゃないっスか？　アタシ、噂うわさ話ばなしには目がないんスよぉ」

「それはいいが……俺を見るより、前を向いた方がいいぞ」

「へ？」

　俺の指摘で、ミユが前に向き直ると……ドミナが、鬼の形相で立っていた。

「……この後、訓練を行うから訓練場へ移動するように。私は確かに今、そう言ったんだが、聞こえなかったのか？　ミユ・ラピス・ニュアージュ」

「ド、ドミナ先生……あはは。ちょっと、お喋しやべりに夢中で──あだっ!?」

　ドミナの振り下ろした鞭が、ミユの頭部に炸さく裂れつした。

「うぐぐ、ひどいっスよぉ。ちょっとの私語くらいで、ドミナ先生……先生？」

　ミユは反省の色もなく抗議するが、ドミナの様子を見て首をかしげた。

　ドミナはなぜか驚いたように自分の鞭を持つ手を見つめていたが、やがて顔を上げると、ニヤリと不気味に笑った。

「……そうだ。私の鞭は当たる。当たるのだ！　教鞭を執とって五年、磨き続けた鞭の腕は、決して一生徒に見切れるような軟弱なものではない……」

「あの……先生？」

「あっははははは、あはははは！　もっと高らかに響け、我が教鞭よ!!」

「ちょ、先生、目がヤバい……ってぎゃあ!?　ひっ、ア、アタシそんなにぶたれるようなことしてない、って痛ぁ！　いったい何なんスかぁぁぁ!?」

　ドミナは嬉き々きとして鞭を振るい続け、逃走するミユを追って廊下へ飛び出した。

　……俺に避けられたの、相当ショックだったのか。

「ヴァイン様。お怪け我がはありませんか？」

　ラクシャルが心配そうな顔でこちらにやってくる。

　ミユに気を取られて気づかなかったが、他の生徒は既すでに訓練場に移動したらしく、教室内はがらんとしていた。

「俺は巻き込まれてない。大丈夫だ」

「先ほどの女の子は？」

「んー……まあ、ミユにも落ち度はあるし、放っといていいだろう」

「では、私たちも訓練場へ移動しましょう」

　そうしよう、と頷きかけた時、ふと頭の隅すみに引っかかることがあった。

　ミユ……ミユ・ラピス・ニュアージュ？

「ニュアージュ……なんか最近、どっかでそんな名前を聞いたような……？」

「私の記憶にはございませんが……」

「……思い出せない。いいや、どうせ大したことじゃないんだろう。さっさと行くぞ」

　俺は気持ちを切り替え、他の生徒を追って訓練場へ向かった。




　訓練場は広いうえに天井が高く、体育館のような印象を受ける施し設せつだった。

　ただ、やはり戦闘訓練を行う場所だからか、壁や天井は金属でできている。

　一見暑そうだが、室内は涼すずしいくらいの適温に保たれていた。ただの金属ではなく、氷系などの魔法が施されているのかもしれない。

「よし、全員集まったな？　本日の訓練内容を説明する」

　先に着いていたドミナが、生徒たちの列に向かって言った。鞭を振るうと元気が出る体質なのか、さっきより肌がツヤツヤとしている。

　逆に折せつ檻かんを受けたミユはボロボロで、訓練が始まる前からぐったりしていた。

「……ミユ、大丈夫か？」

　俺はいたたまれなくなって声をかけたが、ミユには聞こえていないようだった。

　ただ、ドミナを睨んでぶつぶつと愚ぐ痴ちを漏らしている。

「ちくしょー、よくもやってくれたっスね、この行き遅れ厚化粧ドＳ横暴体罰教師ぃ……今に見ているがいいっス、街中にあることないこと言いふらして、一生嫁の貰もらい手てがつかないようにしてやるっス。クックックッ」

　……どうやら心配はいらないみたいだ。

　独り言が聞こえたのか、ドミナは優しい微笑みをミユへ投げかける。

「ミユ、どうやらまだ躾しつけが欲しいようだな？　マンツーマンで指導してやろうか？」

「アタシは従順で模範的な生徒っス！　先生への復ふく讐しゆうなんて考えてないし、仮に考えてたとしても忘れたっス！」

「早死にしたくなければ、一生忘れたままでいるのだな」

　直立不動で答えたミユに、ドミナは警告のように言い放った。

「さて、訓練の説明だ。本日は、生徒同士での模擬戦を行う」

　ドミナの説明に、生徒たちが残念そうな声をあげる。

　どうしたんだ？

「静かにしろ。本来は、タマラがお前たちを一人ずつ相手して実力を見る予定だったのだが、先ほど街の外れに魔族が出現したらしく、タマラも討とう伐ばつに駆り出された。人命のかかった緊急事態だ」

　人命のかかった、と言われては生徒たちも納得せざるを得ないのか、不満の声は収まった。

　しかし、教師という立場でありながら魔族の撃退に駆り出されるとは、タマラの実力は外部からも高く評価されているらしい。

「そういうわけで、急きゆう遽きよ模擬戦を組むこととした。編入したばかりの二人には酷こくかもしれんが、私としては、貴様らのレベルを測りたい気持ちもあるのでな」

「レベルを測る？　俺に鞭を散々避けられてヘコんでた奴が、よく言うよな……」

「──ヴァイン・リノス。いいだろう、まずは貴様からだ。誰か、ヴァインを叩きのめす自信のある者はいるか？　倒した者には私から個人的に褒ほう美びをくれてやる」

　私情にかられすぎじゃないのか、この先生。

　俺が思わず苦笑していると、一人の男子が素早く手を挙げた。

「僕がお相手しましょう」

　そう言って生徒の列から進み出たのは、線の細い、銀髪の男だった。

　少しシャクだが美少年と言っていい顔立ちで、何気ない所しよ作さにも気品の良さがにじみ出ている。たぶん、貴族の坊ちゃんか何かだろう。

　何人かの女子が、キャーキャーと熱狂的な悲鳴をあげた。

「ヴァインくん、初めまして。僕はピート・スラウシュ。自分で言うのも何だけど、実用戦術部の一年生では最も優秀な成績を収めている」

「ああ、よろしく」

　俺は一応の礼儀として、右手を出して握手を求める。

　だが、ピートは握手を無視して、横目でラクシャルの方を見た。

「きみ、ラクシャルくんとはどういう関係なんだい？」

「……いきなり何だ？　ラクシャルなら、俺の大切なパートナーだが」

　今日は人目もあるので、比較的穏便な受け答えに留とどめておく。

　しかし、ピートは殊こと更さらバカにしたように鼻で笑った。

「ハッ！　彼女のように美しい女性が、きみのパートナーだって？　ブタに真しん珠じゆを与えるようなものだね」

「誰がブタだ」

「目を見ればわかるさ。きみの目は腐りかけの魚のように濁にごっているじゃないか。高貴な血を引く僕とは、まさに雲うん泥でいの差さだ。彼女のように美しい女性は、この僕にこそ相応ふさわしいというもの──」

「要するに、ただのひがみか」

　俺が遮って言い返すと、ピートの口くちの端はが引きつった。

　どうやら図星を突いたらしい。

「……木ぼつ剣けんを取りたまえ。格の違いを教えてあげよう」

　ピートが、近くの籠かごから訓練用の木剣を手に取った。

　俺も木剣を適当に選び、ピートと向かい合う。

　他の生徒が俺たちから離れ、一人だけ残ったドミナが軽く咳せき払ばらいをした。

「ルールを説明する。木剣で先に相手へ一撃入れた方の勝ちだ。ただし、浅い当たりは有効打と認めない。体術や魔法は使ってもいいが、そちらの場合は、相手を戦闘不能にした段階で初めて勝利とする。以上、質問はあるか？」

「いや。シンプルなルールなので、特には」

「では始めるぞ。双方、剣を構えろ」

　ドミナの指示に、ピートが剣を構える。俺も適当に構えを取った。

「──はじめっ！」

　訓練開始の合図とともに、ピートはこちらへ突進してきた。

「容赦はしないぞ、ヴァインくん！　華はな々ばなしく散らせてや──へぼぼごばっ!?」

　俺はピートの手足と胴体にそれぞれ一回ずつ、計五回の剣を打ち込んだ。

　訓練でクラスメイトを骨折させたら周りがドン引きするだろうから、かなり手加減はしてあるのだが、ピートは盛大に吹っ飛んで倒れてしまった。

「……な、何だ、今のは？　剣が、見えなかった……？」

　ドミナが目を丸くして、驚きよう嘆たんの声をあげる。

　他の生徒たちも同様らしく、どよめく声が大きい。

　唯一ラクシャルだけには見えていたらしく、尊敬のまなざしでこちらを見つめている。

「ドミナ先生、剣で有効打を与えました。俺の勝ちでいいですよね？」

「な、なに？　ヴァイン、貴様、まさかピートに一撃入れたというのか？」

「……本当に見えてなかったのか。一撃どころか、五撃は入れましたよ」

　審判の目が節穴じゃ、こっちも困るってのに。

　しかし、そうこうしている間にピートが再び立ち上がってきた。

「ま、まだだ……っ！　この僕が、きみのような奴に負けるはずがない！　食らえ、【ヘルフレイム】!!」

　ピートはレベル３の炎魔法を唱え、こちらに手をかざした。

　その掌てのひらから火炎が放射され、俺を飲み込もうとする。

「【ストーム】」

　俺はレベル２の風魔法を唱えた。

　ピートが狂ったように哄こう笑しようする。

「ははは、バカめ！　炎魔法に風魔法で対抗だって？　炎が勢いを増して、きみを飲み込むだけだ──」




　じゅわっ。




　俺の風は一瞬で炎を押し返し、炎の術者自身を丸焼きにした。

「…………ば、かな」

　かろうじて一言だけそう漏らして、ピートは倒れた。

　俺は欠伸あくびを嚙かみ殺ころし、黒コゲになったピートを見下ろす。

「で……格の違いが何だって？」




　ドミナが唖あ然ぜんとし、生徒たちもどよめく中、ピートは救護班の手によって保健室へと運ばれていった。

　一見すると重傷に見えるが、ピートの魔法自体がそれほど大した威力ではなかったため、回復魔法で簡単に治る程度の怪我らしい。

「コ、コホン。ヴァインの実力は見せてもらった。それでは、他の者も順次、模擬戦を始めるぞ」

　ドミナがかろうじて体裁を取とり繕つくろって、模擬戦を進行する。

　さすがに、俺に罰を与えるのは諦めたようだ。

　その後は、他の生徒たちが一組ずつ模擬戦を行う。

　基本的にはどいつの実力も大差ない。ドングリの背比べみたいなものだ。

（こりゃ、クラスメイトの中からテイムは望めそうにないな……）

　テイムを行うには、ひとつ前提条件がある。相手が自分に敵対していることだ。

　テイム自体が、敵を手なずけるシステムなのだから当然だ。

　無論、友好的な相手にもエロい行為を働くこと自体はできるが、肝かん心じんのテイムができない。すなわち、能力をドレインすることもできないわけだ。

　他のクラスメイトの実力を見る限り、さっき戦ったピートは、本当にクラスで最も優秀な生徒だったらしい。

　そのピートを完封した俺に敵対しようという奴は、少なくともこのクラスにはいないだろう。

「次の組で最後だな……むっ。ラクシャル、貴様か」

「はい、ドミナ先生。初めての訓練ですので、至らぬ点もあるかと思いますが、精一杯頑張ります」

　丁寧にお辞儀をするラクシャル。

　木剣を取り、訓練相手の男子と向き合った。

「へへへ……よろしく頼むぜ、ラクシャルちゃんよ」

　ラクシャルの相手は、筋肉質で大柄な男子だった。

　……ラクシャルを見る目に不ふ埒らちなものを感じる。

　まあ、スタイル抜群の美女を前に、邪な思いを抱くのも無理はないが。

　そんなことを考えている間に、模擬戦が始まった。

「──はっ！」

　決着はあっという間についた。

　ラクシャルの剣が男の肩を打ち据え、一撃で倒したのだ。

　気持ちいいほどの圧勝に、クラスメイトたちから歓声が飛ぶ。

「少々、やりすぎましたね……大丈夫ですか？」

　倒れた男子にラクシャルが駆け寄り、手を差し伸べる。

　敗者への気遣いを優先する姿勢に、他の男子たちが感嘆の声を漏らした。

「くそっ。いいなぁあいつ、ラクシャルちゃんに優しくしてもらえるなんて……」

「あんなにも強くて優しい子は初めて見たぜ。まるで天使だな……」

　天使じゃなくて魔族だけどな。

　内心そうツッコみながらも、俺はあることに気づいた。

　倒された男子は、ラクシャルに向かって手を伸ばしているが、その手はラクシャルの手ではなく胸に向かっている。

　あいつ、どさくさに紛まぎれてラクシャルの胸を触るつもりだ。

「おい！　お前……」

　俺はラクシャルに手を出させまいと、声を張り上げた。

　その瞬間──。




　ザシュッ。




　ボトッ。




「……へ？」

　尻餅をついたままの男子が、自らの腕を見つめる。

　その手首から先には、何もない。

　壊れた蛇じや口ぐちのように、どぷっと鮮血が溢あふれ出でるだけ。

　俺は全てを見ていた。

　ラクシャルが魔剣スキルを使い、男の手を斬きり落おとしたのだ。

「ひっ……ぎゃああああああ!!　うぎゃああああああっ!!」

　手首のない腕を抱えて絶叫する男子。

　それを見ているクラスメイトたちも混乱し、悲鳴をあげる。

　ラクシャルは呆あきれたように溜息をつくと、血まみれの木剣をぞんざいに投げ捨て、血の海の中から男子の手首を拾い上げた。

　男子の腕を摑み、手首と腕の断面を押しつける。

「【セイクリッドヒール】」

　レベル５の回復魔法だ。

　男子の手首に光が収束し、断面が修復されていく。

　光が消えると、手首は元通りに繋がっていた。

「はい。これで元通りです」

「……ひっ……あ、ああ……」

「いいですか？　私の体はヴァイン様のものです。誰であろうと、勝手に触れることは許しません。今回は一度目ですから、これで許しますが」

　酷こく薄はくな笑みを浮かべて、ラクシャルは言った。




「次は、くっつかないかもしれませんよ？」




　……精神的なショックのせいか、失血のせいか、男子は白目をむいて失神した。

　ラクシャルはもはや男子に目もくれず、俺の方へと駆けてくる。

「ヴァイン様ーっ！　今の、ご覧いただけましたか？」

「うん……まあ、そりゃな」

「私、回復魔法を習得したんです！　これで更にヴァイン様のお役に立てますよっ♪」

「そっちか……」

　その前にもうちょっと気にすべきところがあるんじゃないか、お前。

　案あんの定じよう、ドミナが顔を真っ赤にして飛んでくる。

「ラ、ラクシャルッ!!　貴様、今いったい何をした!?」

「はい？　今の方に、少々警告をしただけですが……私は自分の身を守ったまでです。怪我も治しました。何も間違ったことはしていません」

「そういう問題ではない！　勝負が決した相手に、怪我を負わせるなど……！」

　怒るドミナに、ずいっとラクシャルは顔を近づけた。

　深しん淵えんのような瞳で、ドミナを見つめ返す。

「何も、間違ったことは、していません」

「…………」

　ラクシャルの圧力に、ドミナはたじろいで目をそらした。

「い……以後、気をつけるように……」

　先生弱いな。

　まあ、多少やり過ぎたとはいえ、今回は自業自得だろう。

　保健室に運ばれていく男子を見送りつつ、俺は合がつ掌しようだけはしてやった。

「さて。トラブルはあったものの、意外に時間が余ったな。この後の時間は、各自でトレーニングにあてて……」

　気を取り直したドミナがそう言いかけた時、訓練場に入ってくる人影があった。

「みんな、お疲れさまー！　お待たせしてごめんね！」

　白いマントをひるがえして駆けてきたのは、タマラだった。

　皆の前に立ち、ぺこりと頭を下げる。

「タマラ。魔族の討伐に行ったのではなかったか？」

「うん、終わらせてきたよ」

「この短時間でか？　さすがだな……」

「いや、どういうわけか、相手の魔族はすぐ逃げちゃったんだよね。何がしたかったのかわからないけど……それより、ドミナ。ヴァインくんの実力、どうだった？」

　タマラはなぜか俺のことを気にした様子で、率そつ直ちよくに訊ねる。

　ドミナは他の生徒の手前、言いにくそうにしていたが、やがて観念したように感想を述べた。

「どうもこうも……ピートが手も足も出ないくらいだ。正直、格が違いすぎるな」

「ふうん……やっぱり、あたしの目に狂いはなかったね」

　タマラは俺の目の前まで歩いてくると、にっこり笑って言った。

「ねえ、ヴァインくん。あたしと勝負してくれるかな？」

「勝負って……訓練か？」

　俺の質問に、タマラは笑顔のまま首を横に振った。

「何でもありの真剣勝負だよ。キミの本気を、あたしに見せてほしい」

「真剣勝負……？　本気で言ってるのか？」

「もちろんだよ。最初に会った時から、キミは只ただ者ものじゃないと思ってた。まさか、これほどとは思ってなかったけどね……改めて、キミの力を知りたいんだ」

　その申し出を受けるべきか否いなか、俺は一瞬迷った。

　タマラと戦うのはいいが、さすがにこんな状況下ではテイムできない。

　できれば別の機会に一対一で、と言いたいところだが……。

「あいつ、今度はタマラ先生とやるのか!?」

「真剣勝負だって！　いくらピートに勝ったからって、そんなに強いの……？」

　渦か中ちゆうの俺をよそに、ギャラリーがすっかり盛り上がっている。

　……仕方ないな。ここで逃げるのも格好がつかない。

「わかったよ、タマラ先生。その勝負、受けよう」

「そう言ってくれると信じてたよ。武器は何でも、好きなものを使ってくれて構わない。あたしも一番の装備で挑むから」

　タマラは腰のレイピアを軽く叩いた。

　さて、俺はどうするか。

　クロスアウト・セイバーは使えないから、さすがに木の剣では心もとない。

「ヴァイン様、私の剣をお使いになりますか？」

　ラクシャルが双剣を抜き、柄つかをこちらに向けて差し出した。

　そんなもんどこに隠し持ってたんだ。

「いや、普通の剣でいい。ドミナ先生、訓練用じゃない剣はありますか？」

「ん？　ああ、少し待っていろ……誰か、倉庫から剣を持ってこい」

　ドミナの指示で、何人かの生徒が倉庫へ向かう。

　ほどなくして、大小様々の十振り近い剣が俺の前に並べられた。

「こいつがいい」

　俺は一番頑丈そうな両手剣を選び、手に取った。

　刃渡りだけで一メートルはあり、相当の重量がある剣だが、今の俺の筋力なら手足のように扱えるだろう。

「いいぞ、タマラ先生。準備はできた」

「うん。それじゃドミナ、合図をお願い」

　俺とタマラが向かい合い、剣を構える。

　審判の位置に立ったドミナが、手を振り上げた。

「はじめっ！」

　開始の合図とほぼ同時に、タマラはこちらに突っ込んできた。

「【ダブル・ストライク】!!」

　細剣レイピアのスキルだ。二連続の鋭い突きが放たれる。

　俺は突きをかわしながら、横よこ薙なぎに剣を払う。

「もらった！」

　タマラのステータスなら、俺の攻撃を受けても多少の怪我で済むはず。

　そう判断して、遠慮なく剣を繰り出したのだが──。

　ニッ、とタマラは不敵に笑った。

「甘いよ！　言ったよね、何でもありだ……って！」

　タマラの一喝と同時に、彼女のマントが奇妙にうねり──伸びてきた。

　白い布が俺の剣に巻きつき、すごい力で引っ張り上げてくる。

「なにっ!?　うお……っ！」

　予想外の搦からめ手てに、俺は宙へ投げ出されてしまう。

　無論、タマラが黙って見ているはずもない。

「【ピアース】!!」

　神速の一突きが、俺を貫かんとする。

　俺は剣の刃で突きを受け止めたが、それすらもタマラの想定内だった。

　タマラのマントが、今度は握にぎり拳こぶしの形に変化する。

「はぁぁぁ……打だ打だ打だ打だ打だぁぁっ!!」

　まるでそれ自体が意思を持つかのように、マントの拳が続けざまに殴なぐりつけてくる。

　これも剣で受け止めたものの──。

「ぐ……っ！」

　とても布の拳とは思えないほどの、重く、硬い乱打。

　攻撃を受け続けた剣がひび割れ、砕くだけ散ちる。

「ヴァイン様っ!?」

　受け身を取って着地した俺の背に、ラクシャルの悲鳴が届く。

　タマラは俺から距離を取ると、残念そうに肩を落とした。

「……ごめん、ヴァインくん。あたし、キミを過大評価してたみたい。今の応おう酬しゆうでわかったよ……キミじゃ、あたしには勝てない」

「……ほう。そういうこと言うかね」

　本気を出すのはさすがに大人げないと思って、剣だけで倒すつもりでいたが……そこまで言われては、仕方がない。




「少しだけ本気を出してやる──【デーモンクロー】」




　闇やみ魔法、レベル６。

　その呪じゆ文もんを唱えた瞬間、目の前の空間に亀き裂れつが走り、丸太のように巨大な悪魔の腕が突き出した。

「……え、っ？」

　この魔法は初めて見るのか、タマラが目を丸くする。

　鋭えい利りな爪を備えた悪魔の腕が、風を裂いて薙ぎ払われた。

「ひっ──きゃああああぁぁっ!?」

　広範囲を薙ぎ払う攻撃が、容赦なくタマラを直撃した。

　ステータス差もあり、一撃でタマラの体を吹き飛ばし、訓練場の壁に叩きつける。

「…………」

　ドミナが、あんぐりと大口を開けて硬直している。

　審判としての役目は期待できそうにない。

　仕方なく、俺は自分でタマラの様子を見ようと駆け寄った。

「ちょっとやり過ぎたか？　おーい、タマラ先生」

「ううっ……ぐ、うぅ……」

　訓練場の壁には大穴が開いていたが、タマラは致ち命めい傷しようを負っていないようだった。

　予想通りの頑丈さだ。

　ただ、呼びかけにも応えないところを見ると、これ以上戦うのは無理だろう。

「……しかし、こっちの方は予想以上というか……」

　タマラの胸元をまじまじと見つめて、俺は思わずそう零こぼした。

　悪魔の爪によってタマラの服はズタズタに引き裂かれ、小柄な体とは不ふ釣つり合あいに大きく膨らんだ胸があらわになっている。

　重力に逆らうほどハリがあって、じつに揉み心地が良さそうだ。思わず手を伸ばしたくなる。

「って、そんなわけにいかんな」

　今は距離があるから見えないだろうが、ドミナやクラスメイトの目もある。

　俺は上着を脱ぐと、タマラの上にかぶせてやった。

（だが……これだけの衝撃を受けても、マントは破れてないみたいだ。どういう材質なんだ、このマントは）

　俺が首をひねって考えている間に、クラスの面々が追いかけてきた。

　失神しているタマラに気づいた奴らが、驚きの声をあげる。

「ウソだろ……タマラ先生まで、あんな簡単に……？」

「すごい！　ヴァインくん、先生に勝つなんて信じられない！」

　騒ぐ生徒たちの声に、タマラがようやく反応した。

　うっすらと目を開け、俺を見上げて身じろぎする。

「うっ……ヴァイン、くん……？　あたし、どうして……きゃっ!?」

　素肌の上にかぶせた俺の上着がずり落ちそうになり、タマラは慌あわてて上着を摑んだ。

「そ、そっか。ヴァインくんの魔法で、やられちゃったんだ……この服も、ヴァインくんが？」

「ああ、お前の服は破いちまったからな。とりあえずそれ着ててくれ。後で返してくれればいいから」

「……すごいね。まさか、あたしに勝てる人がいるとは思ってなかったよ。それも、あたしより年下の生徒だなんて……」

　一撃でやられたのがショックだったのか、タマラは落ち込んだように顔を伏ふせる。

　俺は励はげますように、タマラの肩を軽く叩いた。

「そっちこそ、なかなかトリッキーな攻めだったな。おかげで、けっこう楽しめた。また俺と戦ってくれよ、タマラ」

　テイムの機会も欲しいことだし……とはさすがに言わなかったが、心からそう伝えると、タマラはかあっと顔を赤くした。

　落ち着かない様子で俺の上着を抱き締め、ジト目でこちらを見上げる。

「……もう。タマラじゃなくて、タマラ先生、でしょっ」

　頰を膨らませて抗議するタマラに、周りのクラスメイトたちが一斉に笑った。




　訓練の後は教室へと戻り、座学で一日が終わった。

　ちなみに、昼休みは学食で済ませたが、かなり美う味まかった。

　監禁生活が長かったせいで、美食の基準が落ちているのかもしれないが。

「いやー！　初日からすっかり人気者っスねえ、ヴァイちゃん。休み時間に入るたび、席を取り囲まれて質問攻めでしたし。貴族でもこうはいかないっスよ？」

　授業が終わると、隣のミユがニヤニヤ笑いながら話しかけてきた。

「まあ無理もないっスね。国内有数の実力者とも噂される、あのタマラ先生を倒しちゃったんスから。学生の身で、王宮からお声がかかる日も近いんじゃないっスか～？」

「……うざったいな。何が言いたいんだよ」

「いやいや！　アタシは有名人とお近づきになりたいだけのザコ虫っスよ。将来ヴァイちゃんが有名になった時に、お友達だって色んな人に自慢しまくって、あわよくば何らかの形でおこぼれを頂ちよう戴だいしたいだけっス！」

「正直だな、お前……」

　ここまでハッキリ言われると、怒る気も失うせる。

　ミユが言った通り、訓練の後、私は爆発的な人気を獲得した。

　タマラに勝利した功績はたちまち噂になり、クラスメイトは当然のこと、別のクラスからも私を見に来る者が後を絶たなかったくらいだ。

（フフ……そうだ。俺はこういうのがやりたかったんだよ……）

　転生してすぐさま、カビくさい倉庫に一八年も閉じ込められるとかじゃなくて。

　持って生まれたチート能力を磨きつつ成長し、入学した学校では周囲を圧倒。特に女子からの圧倒的な支持を受けつつ有意義な青春を過ごし、やがて現れる強大な敵をも、ことごとく打ち倒していく……そんなサクセスストーリー。

　俺が夢見た第二の人生へと、今、急速に近づきつつあるのだ。

　ただ、目下の問題は──。




「ヴァイン様ー！　本日はお疲れ様でした。一緒に帰りましょう！」




　帰り支度を整えたラクシャルが、俺の席に駆け寄ってくる。

　その瞬間、ミユを除いた周りの席のクラスメイトが、引き潮のように遠ざかっていく。

　俺が名声を集めた一方、ラクシャルは超・危険人物のレッテルを貼はられていた。

　そりゃそうだ。編入初日にクラスメイトの手首を切り落とす女が、危険でないわけがない。

　俺がケタ外れの強さを見せながらもクラスメイトからドン引きされていない理由は、もっと強烈なドン引きの対象であるラクシャルがいるからだろう。

　実際、ラクシャルが近くにいると、他のクラスメイトはほぼ近づいてこない。

「熱いっスね～。ラブラブのカップルで、本当うらやましいくらいっスよ～」

　唯一の例外であるミユがからかってくる。すこぶるウザい。

　ラクシャルはその言葉をまともに受け取ったらしく、赤い顔を両手で挟んで、もじもじと照れる仕草を見せた。

「ミユさんったら、そんな……私はヴァイン様のものですから、カップルだなんて、対等なお付き合いはとても……」

「またまたぁ、まんざらでもないクセに！　変に謙けん遜そんしてると、アタシがヴァイちゃんを横取りしちゃうっスよ～？　なんちゃって──」

「は？」

　ギロリ、とラクシャルの目が動いた。

「あ、いやあの、すみません、何でもないっス。冗談っス。ではまた明日！」

　ミユは青ざめた顔をペコペコと下げながら、素早く退散した。

　要よう領りようがいいんだか悪いんだか、よくわからない奴だ。

「では、ヴァイン様。私たちも帰りましょう♪」

　振り向いたラクシャルは、満面の笑みで見上げてくる。

　……大人しくしてれば可愛いんだよな、こいつは。
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　寮へ続く道をのんびり歩きながら、俺はラクシャルの態度について説教をしていた。

「なあ、ラクシャル。もうちょっと周りと仲良くしろ」

「私はヴァイン様がいてくだされば、他に何もいりません」

「俺はいつでもお前に構ってやるわけにはいかないんだよ。これから先、俺が他の女とも関係を持つようになったら、我慢できるか？」

　たらればの話ではなく、実際、俺は他の女とも関係を持つつもりだ。

　一線を越えたからといって、操みさおを立てるほど純情でもない。

　ラクシャルも覚悟はできているのだろう。驚きはしなかったが、少し寂さびしそうにうつむいて答える。

「それは……ヴァイン様がお決めになったことなら、我慢します。ヴァイン様が、私のことも変わらず愛してくださるのであれば……」

「じゃあ仮にだが、お前以外の女が俺を独占しようとしたらどうする？」

「女の手足をもぎます」

「ちょっと待とうか」

　即答しやがったぞ、こいつ。

「いえ、顔とか胸とかお尻とか、ヴァイン様が興奮なさるために必要な箇か所しよには何もしません。ただ、芋いも虫むしのようにしてやればヴァイン様を独占できないだろうと──」

「そういう問題じゃねえ。とにかく、俺に許可なく人の手足を斬ったり殺したりするのは禁止だ。いいな」

「はい……ヴァイン様がそうおっしゃるのなら……」

　素直に答えて、ラクシャルはしょんぼりと肩を落とす。

　……しょうがない奴だな。

　我ながら甘いとは思うが、少し励ましてやるつもりで、その頭を撫でてやった。

「あ……ヴァイン様ぁ……！　えへへ。お慕したいしておりますっ♪」

「ああ、もう、抱きつくなっ」

　まったく、色んな意味でしょうがない奴だと思う。

　もし今後タマラをテイムできたとして、うまくやっていけるかどうか心配だ。

「それにしてもヴァイン様、今日は本当にお疲れ様でした。ヴァイン様の剣が折れた時は、どうなることかと心配してしまいましたが……」

「アレか……何だったんだろうな、タマラが着けてたマントは」

「おそらく、魔道具の類たぐいだと思います」

「魔道具……ああ」

　そんなアイテムが存在していたのを思い出した。

　特殊な魔法を付与された道具で、一級の品はそれ単体で戦局を一変させるほどの性能を持つと言われている。

「例えば、私の双剣も魔道具の一種です。材質が強化されているので壊れることはありませんし、物理攻撃が効きにくい相手にもダメージが通ります」

「そうか……これから先、俺も自分用の武器を持った方がいいかもな」

　今まであまり考えてこなかったが、ありふれた武器では、今日のように戦闘中に破は損そんすることだってありえる。

「よろしければ、私の剣を片方お持ちになりませんか？　一対のものを分け合うのって、ペアリングみたいでとても素敵だと思うんです！」

「ダメだ。剣が片方になったら、ラクシャルが全力を出せなくなるだろ。お前はゼルスのところにいた時より弱体化してるってことを忘れるな」

　それに、ラクシャルの双剣はリーチで言うと短剣並みだ。

　好みの問題だが、俺としては、もう少し刃渡りのある剣が欲しい。

「残念です……あっ、ゼルス様といえば。今夜、ゼルス様がヴァイン様のお部屋にお邪魔したいそうなのですが」

「ん？　何しに来るんだよ。魔帝が街に現れたりしたら大騒ぎになるぞ」

「私の様子が気になるので、見に来たいとのことです。ついでに、ヴァイン様にもご挨拶をと」

「城を離れて、まだ三日と経たってないんだが……心配性のオカンか、あいつは」

　とは言うものの、強く拒こばむ理由もない。部屋の中なら邪魔も入らないだろう。

　約束の時間を決めて、ラクシャルとは一いつ旦たんその場で別れた。
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「いたんだったな、邪魔な奴が」

　部屋に戻った俺は、ベッドの上でゴロゴロしている悪霊を見つけると、腹の底から溜息をついた。

「ん？　……あっ、帰ってきたわね！　フフフ、昨日はよくもこの私をコケに……」

「【プレス】」

「──ぴぎゃあああっ!?　つっ、潰れるー!?　せめて最後まで言わせなさいよぉ！」

「うるさいな。今日は客が来るんだから、いい加減どっか行けよ。ええと……名前何だっけ、お前」

「ノワゼットよ!!　伯爵家の令嬢にして、魔道具研究の天才なの！」

「後半は聞いてない……って、魔道具研究？　ふむ、ちょうどいいな……」

　タマラやラクシャルのように特別な武具が欲しいと思っていたところだ。

　こいつが本当に研究者の死霊なら、何か心当たりがあるかもしれない。

「その研究ってやつだが、例えば武器なんかも作ってたのか？　ノワゼット」

　興味本位の質問だったのだが、悪霊は驚いたように目を瞬しばたたくと、好奇心と疑問の入り混じった視線をこちらに向けてきた。

「……ノワでいいわ。私の研究に興味があるの？」

「強い剣を探してる。魔道具の中には特別な剣とかもあるんだろう？」

「剣？　あなた、私の剣が欲しいのね？」

　ノワは身を乗り出し、俺を値踏みするようにジロジロと見つめた。

　さっきから、妙に乗り気に見える反応だ。

「そう……そうね。あなたは私を見ても冷静に対処できる胆たん力りよくがあるし、魔法の腕も人間離れしてる。性格はカスだけど、この際贅ぜい沢たくは言えないわね……」

「今カスって言ったよな？」

「あなた確か、ヴァインって名前だったわよね。よく聞いて、ヴァイン」

　お前こそ人の話を聞けよ──と言いたいところだが、大事な話のようなので、大人しく聞くことにする。

「私は生前、最高傑作の剣を作り出したの。だけどそれは、あまりにも強力な代しろ物ものだった……悪用を恐れた私は、その剣を密ひそかに封印したわ」

「生前って、何年くらい前だ？」

「そうね。この寮が建って間もない頃だから……七○年くらい前かしら」

「結構な昔だな……それで？」

「私は剣を封印したけれど、いつか、使いこなせる者が現れることを待ち望んでもいたのよ。悪用を恐れたとはいえ、研究者として、やっぱり成果は知りたかったし」

「だが、ノワの存命中にその願いが叶かなうことはなかった」

　俺が言葉を引き取ると、ノワは残念そうに頷いた。

「私が若くして死んだせいもあるんだけど。未練が強すぎたせいで、ここから動けない地じ縛ばく霊れいになっちゃったし……おまけに、昔は男女が階で区切られてたのに、生徒の数が増えたからって完全な男子寮になっちゃって！　ブッサイクな男の着替えだの自じ慰い行為だのを強制的に見せられる身にもなってみなさいよ！　地じ獄ごくだわ!!」

「知らんわ」

　気持ちはわかるが、今そんなことを言われてもどうしろというのか。

「……コホン。そういうわけだから、入居者をあの手この手で追い出してたんだけど、あなたが来たのも何かの縁かもしれないわね。ベッドの下の床板をはがしてみて」

　言われた通りにベッドを動かし、力ずくで床板をはがしてみる。

　床下の空くう洞どうの隅に、金属製の箱があった。

「箱の中に、研究所の地図を隠してあるわ。私が作った剣は、研究所の隠し部屋に封印してあるの」

「行くのは別に構わんが、その剣、ガラクタじゃないだろうな？　せめてタマラが着けてる攻防一体のマントぐらいの性能がなきゃ、ワリに合わんぞ」

「失礼ね！　って……マント？　それ、ヴァリアブルマントのことかしら」

「知ってるのか？」

「伸縮自在で、敵を拘束したり、硬化して攻撃したりするマントでしょう？　知ってるも何も……生前の私が、小遣い稼ぎに作ったのよ」

「お前が？　……しかも、小遣い稼ぎだと？」

「ウケ狙いで作ったんだけど、七○年経ってもまだ現役とはねー。でも、あんなので満足してたら、私の剣を見た瞬間目玉が飛び出すわよ？」

　自信たっぷりに断言するノワ。

　どこまで本当のことを言っているのかわからないが、話に乗る価値はありそうだ。

「……いいだろう。明日以降にでも場所を確かめて、行ってみる」

「ええ、頼むわね……っ？　な、なに？　この威圧感……」

　それまで和なごやかに笑っていたノワが、突然ドアの向こうを見つめ、ガタガタと震えだす。

「何か、おそろしく邪悪なものが近づいてくる……！　ご、ごめん、避難するからっ！」

「えっ？　おい！」

　止める間もなく、ノワは壁の向こうへすり抜けて行ってしまった。

　地縛霊じゃなかったのか？　と思ったが、最初にも壁の中から出てきていたし、この寮の中ならある程度自由に動けるのかもしれない。

　しかし、おそろしく邪悪なもの──？

　俺がドアを見つめると、控ひかえめなノックの音が響いた。

「ヴァイン様、ラクシャルです。いらっしゃいますか？」

「……ああ。入れ」

　邪悪なもの、という単語を頭の中から追い出しつつ、俺は短く答えた。

　部屋のドアが開き、ラクシャルが顔を覗かせる。

「こんばんは、ヴァイン様。ゼルス様もお連れしました」

「ゼルスも？　そこにいるのか？」

　ラクシャルが開けたドアから、怪しい影が床を這って、部屋に滑り込んでくる。

　直後、影から飛び出すようにして、魔帝ゼルスが現れた。

　影に身を隠して移動する、闇魔法の一種だ。

「ふん……元気にしておるようじゃな、ヴァイン。急死するように毎日呪じゆ詛そしていたのじゃが、貴様のような下げ衆すには呪のろいも効かぬと見える」

「わざわざ憎まれ口を叩きに来るとは、暇な奴だ」

「貴様は挨拶という文化を知らぬのか？　この愚ぐ物ぶつめが」

「今ののどこが挨拶なんだ……そんなことはいいが。ラクシャルだけならともかく、俺のところにも来たってことは、何か用があるんだろう？」

　俺はベッドの端はしに腰を下ろすと、話を聞く体勢に入った。

　腐っても魔帝。それが直じき々じきに出向いてくるということは、大事な用に違いない。

「うむ……ヴァインよ。ラクシャルとの暮らしのことじゃが、何か足りないものはないか？　ラクシャルに不便はかけておらぬじゃろうな？」

「ん？　ああ、まあな」

「そうか。それから、食事はちゃんとしておるのじゃろうな？　城では何不自由なく生活させておった身じゃ、急な変化に戸と惑まどうこともあるのではないか？」

「……寮暮らしだからな。今も別に不自由せず食ってるよ」

「む、わかった。ところで学校のことじゃが、ラクシャルはクラスで浮いておらぬじゃろうな？　人間どもは陰険なイジメを好むというし──」

「どーでもいいわ!!　心配性のオカンか、お前は!!」

　あまりのくだらなさに、俺は声を荒らげた。

　なんで一日に二度も同じツッコミをしなきゃならんのだ。

「まさかと思うが、用事ってのは本当にそれだけじゃないだろうな？」

「うっ……だったらどうだと言うんじゃ！　余よも、多忙な中でわざわざ貴様らの様子を気にかけてやっておるのじゃぞ！　今日ここに来るのだって、大変だったのじゃ」

「図星かよ。っていうか、大変って何だ？　騒ぎを起こしたんじゃないだろうな」

「街に近づいたら迎撃されそうになってのう。人間の女と軽く戦ったが、今の余では少々手こずる相手に見えたのでな。一旦離れて、ほとぼりが冷めるのを待ったのじゃ」

　昼間、タマラと一戦交えた魔族というのは、ゼルスのことだったのか。

　……タマラもまさか、宿敵たる魔族のトップと戦っていたとは思わなかっただろう。今のゼルスは弱体化しているので、無理もない。

「でもお前、各地の魔族を統率してるんだろう？　そんなホイホイと城を留守にしていいのか？」

「心配いらぬ。余が不在の間は、スラーナに留守を任せておる。奴は変へん幻げん自じ在ざいじゃからな、見た目だけなら余に成りすますのも朝飯前よ」

「あのスライム娘も災難だな……」

　俺が言えた義理じゃない気もするが。

　思わず溜息をこぼすと、ゼルスの後ろでラクシャルがクスクス笑った。

「それだけじゃないですよ。ゼルス様は寂しかったんです。ねー、ゼルス様？」

　ラクシャルがゼルスを後ろから抱きしめる。歳の離れた姉妹みたいな体格差だ。

　ゼルスは顔を真っ赤にして、強い語調で否定する。

「だ、誰が寂しいものか！　確かに、ラクシャルと離れて暮らすのは初めてじゃし、よく知らぬ人間の男に連れていかれたと思うと……複雑、じゃが……」

　語尾が消えていく。隠し事のヘタな奴だ。

「私は申し上げたはずですよ、ゼルス様？　今や、私もゼルス様も、等しくヴァイン様のモノになったのです。どんなに離れていても、心はひとつです！」

「……この男のもの……嫌いやなことを思い出させてくれるのう……」

　ゼルスは心底イヤそうな目で俺を睨む。

　こうも露骨に嫌悪感を向けられると、かえってすがすがしい。

「まあ、よいわ。余は考え方を変えたのじゃ。ヴァイン、当面は貴様に従うぞ」

「やけに殊しゆ勝しようだな。どうした？」

「どうせ余は貴様に攻撃できぬ。しかし、貴様はただの人間じゃ。どうせあと八○年も生きられんのじゃろう？　貴様が寿命で死ぬまで我慢すればいいだけじゃ」

「ああ、魔族は何千年と生きるんだったか？　そうだな、そのくらい割り切ってくれるなら俺も気が楽……」

　ガタッ、と床に膝をつく音が響いた。

　顔面を蒼そう白はくにしたラクシャルが、ゼルスから離れ、ショックに目を見開いている。

「……そんな……ヴァイン様、本当ですか？　あとたったの八○年しか生きられないとおっしゃるのですか!?」

「それでもだいぶ長寿だぞ……もっと早死にする確率の方が高い」

　俺が呆れ混じりに答えると、ラクシャルは素早くこちらに駆け寄ってきて、俺の手を強く握り締めた。

「ヴァイン様！　不老不死の秘法を探しましょう！」

「不老不死？　そんなものがあるのか？」

「いえ、まったく存じ上げませんが、世界のどこかにはあるかもしれません！」

「……仮に見つかったとしても使いたくないぞ。不老不死なんて、絶対ロクなことにならん。死にたくても死ねない苦しみが待ってるパターンだろ、それ」

「ううっ、そ、そんな……お願いです、ヴァイン様！　私を残して死ぬなんて、そんな悲しいことをおっしゃらないでください……ううっ、うっ……!!」

「何十年も後の話だって言ってるだろうが……泣くなよ」

　俺が対応に困っていると、ゼルスが怒気を燃やした。

「ヴァイン！　貴様、よくもラクシャルを泣かせおったな!?　許さんぞ！」

「お前は俺に死んでほしいのかほしくないのか、どっちなんだ？」

「余のことはいい。ラクシャルの望みを叶えてやれ！」

　ゼルスに後押しされるように、ラクシャルが顔を上げた。

　名案の浮かんだ笑みだ。

「ヴァイン様！　世の中には、まだまだヴァイン様の知らない楽しみがたくさんあります。それを知らずに死ぬなんて、勿もつ体たいないことです！」

「だから今すぐ死ぬなんて言ってないんだが。楽しみねえ……例えば？」

「例えば……そうです。私が回復魔法を習得した理由をご説明します」

　ラクシャルは部屋の隅に視線をやった。さっき床板を剝はがしたところだ。

「先ほどから気になっていたのですが、その床板……」

「ああ、訳ありで外したんだ。後で大工道具でも借りて、直さないとな」

「それには及びません。ご覧ください……【リペアー】！」

　ラクシャルが唱えたのは、回復魔法の一種だった。

　たちまち床板が元通りに修復される。

「おお、こりゃ便利だ……もしかして、今朝窓を壊して入った時にも、その魔法で直したのか？」

「そうです。この魔法の特徴として、オブジェクトは修復するだけですが、破損したアイテムを修復した場合は、元が誰の所有物であっても、術者の手持ちになります」

「例えば、敵の剣を折った時にリペアーを使うと、その剣が修理された状態でラクシャルの手元に来るわけか…………ん？」

　その時、俺の脳のう裏りに電撃的な閃ひらめきが走った。

　ラクシャルの目を見ると、既に承知している様子で頷き返してくる。

「……おい、ゼルス。お前はさっき、ラクシャルの望みを叶えてやれって言ったよな」

「ん？　ああ、確かに言ったが、それがどうしたのじゃ」

「【クロスアウト・セイバー】!!」

　俺は何のためらいもなく、ゼルスに向けて手しゆ刀とうを振り下ろした。

　衣服破壊のスキルが発動する。

「ひゃあああっ!?　き、貴様っ、何を……す、る？」

　ゼルスは自分の体を見下ろして、瞬まばたきを繰り返した。

　着ている服には、ほつれすら見られない……だが。

「ラクシャル、今だ！」

「はい！　【リペアー】！」

　ラクシャルの魔法が〝壊れたもの〟を修復する。

　光が収束した瞬間、ラクシャルの手元にあったものは──。




　白と水色の、縞しま々しまパンツだった。




「ヴァイン様、お納めください」

「うむ」

　ラクシャルが跪ひざまずいて差し出したパンツを、俺は包み込むように優しく握りしめた。

　ほんのりと温かく、すべすべした手触り。

　手に馴な染じむこの感触は、脱ぎたてでなければ味わえまい。

「…………え？」

　ゼルスが自分の腰に手をやり、何かを確かめる。

　その次の瞬間、ボッと耳まで紅潮した。

「き……きき、ききっ、貴様!?　余の下着を!?」

「素晴らしい腕前です、ヴァイン様！　全ての服を破壊するだけでなく、下着だけを選んで破壊することもできたなんて……このラクシャル、脱だつ帽ぼうです」

「フハハハハ。いや、俺もそろそろ、全裸にするだけでは芸がないなと思い始めていたところでな。しかし、リペアーとのコンボで、脱ぎたての服を自分のものにできるとは思ってなかった。素晴らしい功績だぞ、ラクシャル」

　和やかに互いを賞賛する俺とラクシャルの目前で、ゼルスがキレた。

「き、さ、まぁ……殺す！　絶対に殺ぉぉすッ!!」




【システム】ゼルスは状態異常「怒り（極大）」になった！




「あ、久々のログ……って言ってる場合じゃねえ。暴れんな、おい！　【ウィンド・フィールド】！」

　ゼルスは俺を直接攻撃できない腹いせとばかりに、部屋の中でめちゃくちゃに暴れ出した。

　咄とつ嗟さに張った結界のおかげで、音は外部に漏れなかったと思うが……破壊された部屋の修復には、再びラクシャルの力を借りることとなった。
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「……平たいなあ」




　部屋を修復して、ゼルスが少し落ち着いた頃。

　俺はゼルスの『ステータス』を確認して、切ない感想を漏らした。

「黙れ愚物。貴様が何を見ているかはわかっておるぞ。今すぐ死ね」

　ゼルスが殺意に満ちた目で俺を睨んでくる。

　いくら凄すごまれようが、どうせ何もできないんだから怖くも何ともない。

「そんなことをする前に、余の下着を返せ！」

「黙れだの死ねだの、相変わらず主人に向かって生意気な奴だなぁ、お前は。そのままノーパンで帰ればいいだろ。新たな世界の扉が開くかもしれんぞ」

「貴っ様ぁぁぁぁ……」

　ゼルスは再び怒りの炎を燃やし始める。

　また部屋の物に当たられると面倒だが、とはいえ素直に返してやるのもシャクだ。

　ゼルスには、もう少し自分の立場をわからせてやらねばならない。

「そうだな……じゃあ、こうしよう。お前が俺にしっかりご奉仕できたら、パンツを返してやる」

「奉仕じゃと？　……何をせいと言うのじゃ」

「そりゃ、俺のここに色々としてもらうんだよ」

　俺は自分のズボンと下着を一気にずり下ろし、モノを露出させる。

　ゼルスは「ぴっ!?」と叫んで顔を真っ赤にした。

「そそそ、そんなものを見せるでないわ！　余は触るのも嫌じゃ！」

「あの、そういうことでしたら代わりに私が……♪」

　横からラクシャルが手を挙げて立候補する。

　しかし、今日の目的はあくまでもゼルスに奉仕させることだ。

「ラクシャルはおあずけだ。横で見てろ」

「うう、残念です……」

　渋しぶ々しぶラクシャルは引き下がったものの、ゼルスは未だにこちらを見ようとしない。

　触るのも嫌と言われても、どうしたものか──そう考えた時、俺に妙みよう案あんが浮かんだ。

「ゼルス。お前、編み物はできるか？」
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　俺はベッドの上で膝ひざ立だちになり、同じく膝立ちになったゼルスと向かい合った。

　それでも身長差のせいで、ゼルスの頭は俺よりかなり低い位置にある。

　二次元で見る分には良かったんだが、身長差があると結構やりづらいようだ。

「……最低じゃ。最悪じゃ。余の糸をこんなことに使わされるとは……」

「いいから早くやってくれ。やらなきゃ終わらんぞ」

　文句を垂れるゼルスを急かし、くいくいと腰を突き出す。

　既に逸いち物もつは臨戦態勢だ。

「わ、わかっておるわ！　……始めるぞ」

　ゼルスは両手を肉棒に向けると、十本の指から、しゅるしゅると糸を伸ばした。

　糸が俺のモノに巻きついて、筒状の形を成していく。

　今、ゼルスが出しているのは戦闘用の糸ではなく、アラクネ本来の力によって出せる、縫ほう製せい用の糸だ。

　細かい繊維がゼルスの妙技によって複雑に編み込まれ、糸が布に変わっていく。

「……こ、これでよいのか？」

　ゼルスが手を止めると、俺のモノは、筒つつ状じようとなったゼルスの糸に覆われていた。

　編まれた糸といっても、よほど顔を近づけて見なければ継ぎ目すら見えず、まるで型を取られているかのような一体感がある。

「おお、いい感じだ。貫通型のオナホだな」

「おな……何じゃと？」

「説明してもわからないだろうから気にするな。さあ、この上から握ってくれ」

「……結局触るのじゃな……糸越しなら多少はマシじゃが……こうか？」

　ゼルスは糸でぐるぐる巻きにされた俺のモノを、ぎゅっ、と無む造ぞう作さに握る。

　編み上げられた糸はシルクのようにすべすべで、先端を擦られると、腰がむずむずするような気持ちよさを感じた。

「んっ……いい感じだ。でも、さすがに滑りが足りんな。ゼルス、先端の穴から唾だ液えきを流し込んでくれるか」

「だ、唾液!?　まったく妙なことを思いつく奴じゃ……ん、くちゅ、っ……」

　困惑しながらも、ゼルスは大人しく従ってくれる。

　従わなければ終わらない、ということを理解したのだろう。

　ゼルスが唾液を垂らすと、筒の中はいい感じにヌルヌルになってきた。

「いいぞ。じゃあ、今度は握ったまま上下に動かしてみろ」

　ゼルスは嫌そうな顔をしながらも、命令通りに筒を上下に動かし始める。

　ぬちゅっ、という粘着質な音とともに、握りしめられたすべすべの筒が俺の敏感な部分を擦り上げる。

　予想以上の快感に、腰が浮きそうになった。

　ゼルスの糸は、体内から出されたばかりとあって温かい。

　そんなものに包まれ、締めつけられ、しごかれていると、まるで女の中に挿いれているような錯さつ覚かくを覚えてしまう。

　……そういえば、昨晩のラクシャルとの件はゼルスには伏せておいた方がいいだろうな、と不意に思った。正直に話そうものならショック死するかもしれない。

「の、のう、ヴァイン……これでよいのか？　余は、お前に言われないとどうしてよいかわからぬのじゃ……」

　手を動かしながらも、戸惑いと羞しゆう恥ちに染まった表情を見せるゼルス。

　その反応に、俺は己の中の欲望を抑えられず、ゼルスのスカートの中に手を突っ込んだ。

「──ひぁぁっ!?　こ、こら何を……っ、ふぁああぁっ!?」

　敏感なその部分を優しくなぞってやると、ゼルスは白い喉のどを反そらせて嬌声をあげた。

　同時に、反射的にだろうが、ゼルスの手がぎゅっと強く筒を握り締める。

「ぐ……っ！」

　突如襲ってきた鋭い快感に興奮を煽あおられた俺は、欲望のおもむくままにゼルスを責め立てる。

　ゼルスの狭い入り口に中指を挿入し、ゆっくりとほぐすようにかき回していく。

「ひぁああっ！　や、やめ、ぬかっ、そこ、は……あっ、あぁぁぁっ！　ぐりぐり、する、なぁっ、やっ、んんぅっ！」

　まだ中指の第一関節までも入りきっていないのに、ゼルスは食いちぎらんばかりの締めつけで、指の侵入を拒んでくる。

　同時に、その小さな手はしがみつくように俺のモノをぎゅうぎゅうと握りしめ、激しく上下に擦ってくる。

　こちらの責めに反応して締めつけを返してくるゼルスに、まるでゼルスと直じかに交わっているかのような錯覚を覚えて、俺の興奮は一層高まっていった。




「あっ、あっ、やめっ、激し、の、じゃっ！　何か、くるっ、きちゃ……！　あっ、あぁあああああっ!!」




　俺の目の前で全身をびくびくと痙けい攣れんさせて、ゼルスは絶頂した。

　その瞬間、俺の我慢も限界を迎える。




　びゅくっ！　びゅるるるるっ！




「ふ、ぁぁっ！　な、何じゃ……熱い、のが、かかって……」

　筒の先端部分から噴き出す白濁が、放心状態のゼルスの手元や服、脚までをどろどろに汚していく。

　俺はゼルスの小さな肩を抱きしめ、ふわふわとした心地よい余韻を嚙み締めた。

　なお、射精でゼルスの服や手足を汚した件については、この後改めて怒られた。
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「……疲れた。余はもう帰るぞ」

　後片付けが済んで、ようやく気分が落ち着いた様子でゼルスはそう言った。

　まだ不機嫌丸出しだが。

「明日からの脱衣ライフが楽しみですね、ヴァイン様♪」

　ラクシャルはこんな調子でマイペースだ。

　ゼルスが部屋のドアに手をかけたまま、深い深い溜息をつく。

「どうしてこんなことに……純情じゃったラクシャルはどこへ……」

「ゼルス。俺の所見じゃ、ラクシャルはもう手遅れだ。気に病むだけ無駄だぞ」

「やかましいわ！　ラクシャルが余の配下だったころは、こんな変態ではなかっ……ん？　まずい！」

　ゼルスは小さくドアを開けてから何かに気づいた様子で、慌てて中に引き返してきた。

「今、廊下に誰かおったぞ。余の顔を見られたやもしれぬ」

「このアホ……不用心すぎだ」

「貴様がくだらぬことを抜かすからじゃ！」

　ゼルスの抗議を無視して、俺は廊下に出た。

　誰の気配もないが……曲がり角まで来てから、床に紙袋が落ちているのに気づいた。

「そうじゃ、この角の辺りに誰かがおったぞ」

　今度は闇魔法で影に溶け込んだ状態で、ゼルスが近づいてくる。

「相手が誰だか見えなかったのか？　魔帝のくせに」

「貴様が余から【心眼】スキルを奪ったせいじゃろうが……！」

　手がかりになるかもしれないと、俺は紙袋の中身を検あらためた。

　……思わず、その手が止まる。

「最悪の相手に見られたかもな……」

　紙袋に入っていたのは、洗濯済みの、制服の上着。

　今日の昼間、俺がタマラに貸したものだった。
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　ゼルスと会った次の日。

　俺は何食わぬ顔で登校し、至って真ま面じ目めに授業を受けた。

　昨日、俺の上着を廊下に落としていったのがタマラだったとしたら、タマラは俺の部屋から出てくるゼルスを目撃したことになる。

　しかも昨日の昼間、タマラはゼルスと軽くやりあっている。もしもゼルスの顔を覚えていた場合、俺が魔族と繋がっていることに気づかれただろう。

　というか、逃げられたからには、気づかれたと考えるのが自然だ。

　だから今日中に何かを仕掛けてくるものと踏んで、警戒していたのだが……。




「……何事もなかったな」

　放課後を告げる鐘の音に、俺は完全な肩すかしを食らった。

　仕方ない。こちらから確認に行くしかなさそうだ。

　教室を出て行こうとするドミナを呼び止め、タマラの所在を訊たずねた。

「タマラなら、今日は体調不良で休みだと聞いているが」

「体調不良？」

「ああ。健康が取とり柄えのタマラでも、風か邪ぜくらいはひくらしい。貴様も、風邪をひいたら今度こそ鞭で打ちに行ってやるから、すぐ私に教えるように。ではな」

　最後に私し怨えんむき出しなことを言って、ドミナは教室を後にした。

　ドミナの恨うらみ言ごとはどうでもいいが、このタイミングでタマラが学校を休んだというのは、少し引っかかる。

「……ま、いいか。今は他にやることもあるしな」

　独りごちて自分の席に戻ると、そわそわとラクシャルが待ちかまえていた。

「ヴァイン様。今日も一緒に帰りましょう！」

「いや、今日は寄り道するところがある」

　俺は自分の鞄かばんから地図を取り出し、机の上に広げた。

　昨日、部屋の幽霊……ノワから託たくされたものだ。

「ヴァイン様、これは？」

「昨日、床板を剝はがしたら出てきたんだ。ある種、宝の地図みたいなものというか……」

　まじまじと地図を見ながら答えると、隣の席から「宝ぁ!?」と素すっ頓とん狂きような声があがった。

　……誰の声なのかは、見なくてもわかる。

「ヴァ、ヴァイちゃん詳しく！　詳しく説明してほしいッス！　宝っていったい何のことッスか!?」

　欲望に目を輝かせたミユが、こちらの席に手をついて、話に割り込んできた。

　面倒くさい奴に聞かれたらしい。

「……今は、私とヴァイン様がお話ししている最中なのですが。無関係な方は、黙っていてくださいますか？」

　ラクシャルが寒気のする笑顔を浮かべて、ミユを威圧する。

　ミユは「ひぇっ」と短く喘あえいだあと、地図を指さして取りつくろうように言う。

「ま、ままま待ってください、アタシも無関係じゃないッスよ。よく見たら、その地図の隅すみっこに描いてあるのは、アタシん家の……ニュアージュ家の家紋なんスから」

「……なに？」

　ミユの示す箇所、地図の端の方を見ると、確かに見慣れないマークのようなものが描かれている。

　これがニュアージュ家の家紋……ミユの家の？

「そういえば、あの幽霊……そうか。ミユの名前を初めて聞いた時にも、どこか聞き覚えがあると思った。ノワはニュアージュ伯爵家の人間だって言ってたけど、ミユもそうなのか？」

「ええ、まあ、一応って感じっスけどね。アタシの家は分家も分家で、わりとしょっぱい暮らししてるんス」

「……ミユ。この地図の場所、お前も一緒に来ないか？」

　この家紋のこともそうだが、たとえ遠縁でも、同じ家名の者がいればわかることもあるかもしれない。

　ノワが寮から離れられない以上、代わりにミユを連れて行けば役立つこともある気がする。

「おっ！　願ってもないお誘いっスね！　んではでは、分け前は三等分ってことでよろしくおねが──」

　ノリノリな笑顔を浮かべて、俺に抱きつこうとしてくるミユ。

　ラクシャルがその間に割り込み、ミユの体を受け止めて、にっこりと微笑ほほえんだ。

「……何か言いましたか、ミユさん？」

「ぴゃああああ!?　ご、ごめんなさいっス、アタシが悪かったっス！　手首ぶっちぎるのだけは勘弁願いたいっスー!!」

　とっさに下がってひれ伏し、ヘコヘコと土下座するミユ。

　教室に残っていた他の生徒たちから奇異の目が集まってくるのを感じて、俺は深い溜息をこぼした。







　地図に描かれた研究所は、シーフェンから少し離れた森の中にあるようだった。

　広い森の一点を示すバツ印を目指して、俺たちは森の中を歩く。

「しかし、いくら森の中にあるっていっても、街の近くに研究所があったら、誰か気づきそうなもんだけどな」

　俺の疑問に、地図を持って一歩先を歩いていたミユが振り返る。

「そういえば、昔そんな発明家がニュアージュ家にいたって、子供の頃に聞いた気がするっスね。すごい魔道具をいくつも作ってたけど、急な病気で早死にしたそうで。死後、その発明品は伯爵家で回収してるはずっス」

「……なに？　ってことは、ノワの言ってた剣も回収されてるのか？」

「そこまでは知らないっス。つーか、むしろアタシの方が驚きっスよ。ヴァイちゃん、本人の幽霊から発明品を託されたって、それマジなんスか？」

　ミユは眉み間けんに皺しわを寄せて、真剣な顔で訊ねてくる。

　まあ、疑うのも無理はない。俺も逆の立場だったら霊感商法系の詐さ欺ぎを疑うだろう。

「何を言うんですか、ミユさん！　ヴァイン様は噓うそなんてつきません！」

　と、ラクシャルが肩を怒いからせて反論する。

「私も長い年月を生きてきましたが、ヴァイン様のように慈じ悲ひ深ぶかく清せい廉れん潔けつ白ぱくな人は見たこともありません。いいえ、人間どころか魔帝軍にも、ヴァイン様のような方はおりませんでした。なればこそ、私はヴァイン様にお仕つかえしようと……」

「へ？　魔帝軍？」

　突然のワードに、ミユが目をぱちくりとさせる。

「……おい、ラクシャル」

　俺は失言を咎とがめたが、遅すぎた。

　ミユは一気に興味津しん々しんになった様子で、ずずいっと身を乗り出してくる。

「自己紹介の時には聞き間違いかと思ったっスけど、ゼルス様がどうとか言ってたっスよね。ラクちゃんって、もしかして魔帝軍と繋がりがあるんスか？」

「あっ」

　ラクシャルは慌てて自分の口に手を当てた。遅い。

　その反応でミユは確信を得たらしく、驚きに目を見開いた。

「まさか魔帝の右腕と言われる、剣けん舞ぶの魔ま将しよう・ラクシャル!?　偶然名前が同じなだけだと思ってたんスけど、道理でただ者じゃないわけっス……！」

「ど……どうしましょう、ヴァイン様……殺やりますか？」

　双剣を構えながら、困ったような顔でミユの口封じを提案するラクシャル。

「ちょっ!?　い、いやいやいや！」

　ナチュラルに『殺やる』とか言われたミユは困ったどころではなく、小さく悲鳴をあげてのけぞった。

「残念ですがミユさん、ここでお別れです。あなたは知りすぎました」

「ラクちゃんが勝手に口滑らせたんじゃないっスか!!　そうじゃなくて、言いふらす気なんてないっスよ！　むしろ、この機会に魔帝軍とお近づきになりたいなーなんて！」

「は……？」

　思いがけないミユの言葉に、俺とラクシャルは顔を見合わせた。

　ミユは自分を指さして、良くも悪くも軽薄な笑みを浮かべる。

「知っての通り、アタシはただの三さん下したっス。そんなアタシがのし上がろうと思ったら、運かコネに頼るしかないんスよ。魔帝軍とお付き合いのある人間なんて聞いたことないっスから、これは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスっス！　ぜひ、ラクちゃんには今後ともアタシと仲良くしていただきたいっス!!」

「……は、はぁ……」

　グイグイと詰め寄るミユの勢いに、あのラクシャルが珍しく圧倒されている。

　見たところ、ミユに噓を言っている様子はなさそうだし、仮に言いふらされたとしても、俺が失うものはそう多くはない。放っておいて大過ないだろう。

　そう思っていたところ、ふとミユが首をかしげた。

「あれ？　……じゃあ、そのラクちゃんを従えてるヴァイちゃんって、いったい何者っスか？」

「……俺はラクシャルの主人だ。それ以上の事情は、説明が面倒くさいから好きなように想像しろ」

「主人!?」

　なぜか、その単語に反応したラクシャルが目を輝かせた。

　頰を赤らめ、息遣いを荒くして俺に詰め寄ってくる。

「しゅ、主人ということはヴァイン様、私はとうとうヴァイン様の伴はん侶りよになれるのですね!?　ああ……！　私、ヴァイン様と新婚生活というものを送ってみたいです！　式を挙げたり旅行に行ったり手料理を作ってヴァイン様の帰りを待ったり、毎日ヴァイン様と一緒に寝起きしてお休みの日にはデートなんかもできたら嬉しいですし、一段落したら子供も……一人目は女の子がいいです！　ヴァイン様には常に新しい刺激を楽しんでいただきたいので、たとえば親子ど──」

「そういう意味の『主人』じゃねえ。あとお前は好きなように想像しすぎだ。止まれ」

「……なんかよくわかんないけど、すげえっスね」

　愛情で熱暴走するラクシャルを見て、ミユは思考停止の感想を述べた。正しい反応だと思う。

　俺は気を取り直して、手元の地図に目を落とした。

「話が脱線したが、とにかく行ってみるしかなさそうだな。ノワは隠し部屋に剣を封印したって言ってたし、まだ残っている可能性もある」

「そっスね。さっき見た縮尺の感じだと、たぶんこの道を曲がった辺りに……」

　ミユは俺たちを先導するように一足早く駆けていくと、急に立ち止まって「あれっ」と声をあげた。

　……なんとなく嫌な予感がして、俺とラクシャルも後を追う。

「おい、どうした？　って……」

　俺はてっきり何かを見つけたものと思ったのだが、実際には逆だった。

　地図に記された地点、森の奥深くの突き当たり──その空間には、何もなかった。

　厳密には、建物の基礎らしき痕こん跡せきと、いくつかのガレキの山が残っている。しかしそれだけだ。研究所など、影も形もありはしない。

「……七○年前だしな。天変地異とか、暴れたモンスターとかに壊されたんだろう」

「そんな……わざわざここまで来たのに……」

　ラクシャルが露ろ骨こつにがっかりした声を漏もらすが、こればかりは仕方がない。

　気持ちを切り替え、暗くなる前に帰ろうかと考えていると、視界の外から物音が聞こえた。

　見れば、ミユがガレキの山を崩して、中身を漁あさっているところだ。

「まだ何か使えるものが残ってるかもしれないじゃないっスか！　場合によっちゃ高値で売れるかも……うへへへ、待ってるがいいっスよお宝ァ！　一いつ攫かく千せん金きんっス!!」

「お前、一応貴族なんだよな……？　本当に……」

　野盗のようながっつき方に呆れつつ、俺も一応周囲を見回してみる。

　すると、ガレキにまぎれて地面から突き出した小さな台座に、文字が彫ほられていることに気がついた。

「何だ？　……『隠されし地図と、我が血脈を鍵とせよ。さすれば扉は開かれん』……これは、もしかすると……」

　ガレキに積もった砂すな埃ぼこりを払うと、隅の方にニュアージュ家の紋章が彫られている。

　試しに、紋章の位置が合うようにして、地図を台座の上に重ねてみた。

　すると台座がうっすら光を帯び、手形のような形が浮かび上がる。

　我が血脈を鍵として──その言葉で、ピンときた。

　俺は無言でミユの腕を摑み、ぐいぐいと台座の方へ引っ張ってくる。

「え？　ヴァ、ヴァイちゃん、何？　何っスか？」

「いいから大人しくしてろ」

　ミユの手を引き、台座の手形に重ねる。

　その瞬間、台座が更に強く輝き、俺たちの足下が激しく揺れ始めた。

「うひゃあ!?　ど、どど、どういうことっスか!?」

「仕組みは知らんが、地図と、ニュアージュ家の人間に反応する生体認証なんだろう。おそらく、剣のある隠し部屋はこの下だ」
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　俺の推測が正しいことを証明するように、震動とともに地面の一部が沈んでいき、地下へ続く階段が現れる。

　階段を見下ろした俺は、喜び半分、呆れ半分の心境になった。

「ノワの奴、肝心なこと言い忘れやがって……ミユがいなきゃ詰んでたところだぞ」

「えっ、えっ？　もしかしてアタシ、超お役に立ったっスか!?　ミユちゃん大活躍!?」

「活躍っていうか、文字通り、鍵みたいなもんだな……」

「モノ扱い!?」

　率直な感想にミユがショックを受けている間に、俺とラクシャルは地下の隠し部屋へと足を踏み入れた。




　隠し部屋の中には仕切りがなく、かなり開けた大部屋になっていた。

　これも魔道具なのか、天井に設置されたガラス球の中で電流が渦巻き、照明の役割を果たしている。驚くべきことに、七○年経っても電源は生きているようだ。

　そして俺の目当ての代物は、最さい奥おうの壁際に存在した。

「……あれが、ノワの最高傑作……あまりの強力さゆえに封印された剣、か」

　その剣は、床と一体化した台座に突き立てられていた。青白い刀身は幻げん想そう的てきな輝きを放っており、この世のものとは思えないような妖あやしい美しさを感じる。

　わざわざ突き刺さっていることといい、まるで伝説に出てくる剣のようだが、作ったのがノワである以上、普通の人間にも抜けるのだろう。

　隣で、ラクシャルが驚きに息を呑のむのがわかった。

「あれは……一目見ただけでわかります。常人の手には余る魔道具です」

「マジっスか……ところでヴァイちゃん。あれはニュアージュ家の遺産っスし、アタシにも所有権が……あ、ちょ、冗談っスよラクちゃん。怖い顔しないで」

　追いかけてきたミユが、また要いらぬ発言でラクシャルの怒りを買っているが、どのみち従うつもりはなかった。

「俺は製作者のノワ本人から遺産を譲ゆずられたんだ。文句を言われる筋合いはない」

　当然の権利を主張しつつ、俺は目的の剣に歩み寄ろうとして──。




「それは、剣の使い道にもよるんじゃないかな？　……ねえ、ヴァインくん」




　穏やかな、それでいてよく通る声が背中に届いた。

　振り返ると、悲しげな表情のタマラが、部屋の入り口辺りに立っていた。

「タ、タマラ先生!?　なんでここにいるんスか!?」

　飛とび退のくミユを無言で一いち瞥べつしてから、タマラは再び俺を見つめてくる。

「話は聞かせてもらったよ。その剣は極めて強力な魔道具だって。キミはその剣を、何に使うつもりなの？」

「……別に何ってことはないが、俺の自由に使う。問題あるか？」

「今日、リプアトスの村で話を聞いてきたよ。ラクシャルちゃんは……ううん、そこのラクシャルは、魔族なんだって」

　タマラはおもむろに腰のレイピアを抜いた。悲しげだった表情に、ある種の決意が満ちていくのを感じる。

「昨日、男子寮であの魔族を見かけたのは、何かの間違いだと思いたかった。でも……ヴァインくんは、魔族と繋がりがあるんだね？」

「まあ、そうだな」

「……魔族を学校に迎え入れたのは、あたしの失態だった。その責任を取らせてもらう。この場でラクシャルを斬って、キミを捕とらえる」

　タマラはよほど思いつめた様子で、俺に剣を向けてくる。

　しかし、俺は付き合う気になれなかった。

　何やら俺がタマラを騙だましたような空気になっているが、俺にだって言い分がある。

「なぜ斬るんだ？　俺はお前に迷惑をかけた覚えはないぞ」

「迷惑以前の問題だよ！　魔族を学校に入学させるなんて……！」

「魔族の何が悪い？　入学金も払ったし、授業だって真面目に受けてたじゃないか」

「あたしやドミナを騙してたじゃない！」

「騙してはいない。ラクシャルが魔族かどうかなんて、誰にも聞かれなかった」

「屁へ理り屈くつ言わないで!!」

「正論だ」

　言い返す俺に、タマラは少しずつ怒りの感情を露あらわにしていく。

　このままでは平行線だ。俺は一歩引いて冷静に話す。

「タマラが魔族を敵視してるのは知ってるし、一般的な人間の反応もそうだってのはわかる。でも、個人的に恨まれるようなことは何もしてないだろう。何をそんなに怒るようなことがあるんだ？」

　俺の問いに、タマラは悔しがるように唇くちびるを嚙んだ。

「……期待、してた……」

「は？」

「キミに、期待してたのに……ヴァインくんは、一緒に悪者をやっつけてくれるくらい正義感があって……真剣勝負であたしに勝っちゃうくらい強くて……！　あたしにとって、特別な人になるのかもって……そう思ってたのに……！」

　タマラの言葉の熱量が上がっていくのを感じる。しかし、何が言いたいのか、相変わらずよくわからない。

　黙り込んでいると、ラクシャルがやや呆れた様子でタマラを見やり、口を開いた。

「要するに、好きだということですね」

「っ!!」

　ストレートな指摘に、タマラの顔が真っ赤になる。

　一方、俺にとっては寝ね耳みみに水みずの話だった。

「えっ？　本当か、ラクシャル？」

「間違いありません。好きだから、ヴァイン様が敵と繋がっていたことを裏切られたと感じて、こんなに怒っているのですよ。可愛さ余って憎さ百倍というわけです」

「ち、ちが……っ！　あたしはそんなつもりじゃ……」

「違う？　噓をつくのですか？　先ほどは、ヴァイン様が自分を騙したと非難していたくせに、自分がヴァイン様に噓を言うのは構わないのですか？」

　厳しい指摘に、タマラは唇を引き結んで、黙り込んでしまった。

　否定の言葉がないということは、ラクシャルの指摘は当たっているらしい。

　ラクシャルは勝ち誇るように胸を張り、得意げな笑みを浮かべる。

「ですが、理想を裏切られたくらいで憎しみに転じるようでは未熟ですね。私なら、たとえどんなヴァイン様でも愛せる自信があります！　ですのでヴァイン様、これからも私には包み隠さず……」

「お前、それが言いたかっただけだろう。今はちょっとどいてろ」

　好意全開の笑顔でくっついてくるラクシャルを押しのけ、タマラの顔を覗のぞき込こむ。

　タマラはまだ赤い顔を上げ、こちらを見つめ返してくる。

「悪かった。俺は自分の気持ちに正直に生きることばかり考えて、まさかタマラの方からそんな風に思ってくれていたなんて、気づきもしなかった」

「……ヴァイン、くん……」

　潤うるみ始めるタマラの瞳を覗き込んで、俺ははっきりと答えた。




「タマラがそんなに──エロいことが好きだったなんて」




　ブフォッ、と後ろの方でミユが激しく噴き出した。

「……へ？」

　タマラが目を点にして、口の端をひきつらせる。図星を突かれた驚きなのだろう、と俺は判断して続けた。

「考えてみれば、ラクシャルに性せい奴ど隷れいの話を聞いた時も、タマラは興味ありげだったしな。俺はモテない生活が長かったから、つい自分の欲望にばかり目がいってしまうんだが、女にも性欲はあるんだからな。人として当然のことだ」

「……いや、あの……ヴァインくん」

「いいんだ、それ以上言うな。正直言うと、俺も初めて会った時から、タマラのデカい乳を思うさま揉もみしだきたいとか、小柄な体に欲望のまま俺の昂たかぶりを突き立ててやりたいとか、そんなことを考えてた……俺とタマラは同類だよ」

　だから恥じることはないのだと、諭さとすように微笑みかけてやる。

　タマラは耳まで真っ赤にして、肩を震わせ──激怒した。

「ヴァインくんの、バカぁぁぁっ!!」

「ぶごっ!?」

　拳状に固めたマントで、顔面をぶん殴られる。

　予想外の怒りに対応できず、モロに一撃をもらった俺は、壁際まで吹っ飛ばされた。

「ヴァイン様！　大丈夫ですか!?」

「痛いてて……何を怒ってんだ、タマラ」

　駆け寄るラクシャルに、大丈夫だと手振りで答えながら、タマラの方を見る。

　タマラはなぜか激怒したまま、ぶんぶんと強く首を振った。

「もういい！　あたしが間違ってた。ただの気の迷いだったの！　あたしはあたしの使命に従って、キミを倒す……それだけだよ!!」

　再び敵意をみなぎらせるタマラ。

　ラクシャルは身構えるが、俺は冷静にその気勢をくじいた。

「よせ、ラクシャル。今のお前じゃ勝てない。タマラの相手は俺がする」

「……わかりました」

　既に俺がパラメーターを確認していることを知っているためか、ラクシャルは素直に引き下がった。

　立ち上がった俺は、タマラと対たい峙じする。

「タマラ、俺はお前より圧倒的に強い。前の勝負で、そのくらいはわかっただろ」

「……そうだね。悔しいけど、あの時もキミはまだ全力じゃなかった」

「わかってるならやめとけ。俺はリョナラーじゃない」

「ヴァイちゃん、リョナラーって何スか」

　ミユが横から口を挟んできた。

「女を痛めつけて喜ぶ趣味はないってことだ。気持ちよくさせるのは大好きだが」

　そういうわけなので、タマラもできるだけ傷つけずに無力化したい。

　有効な手段はいくつか考えられるが……触りに行くのが手っ取り早いだろう。せっかくテイムのチャンスでもあることだし、むしろ触りたい。

　すり足で距離を詰めていくと、タマラがマントの拳を大きく振り上げた。

（来るか？）

　俺は攻撃をかいくぐって懐ふところに飛び込む算段をした──が、タマラの行動は俺の予想とは異なっていた。

　枝分かれしたマントで壁と床を一斉に叩き、その反動で真横に跳とんだのだ。

「なに……っ？」

　跳ちよう躍やくを目で追って、俺はタマラの狙いに気がついた。

　跳んだタマラは、剣が突き立つ台座の真横に降り立っていた。

「今のあたしじゃキミには勝てない。だけど、この剣は強力な魔道具だって言ってたよね？　なら、この剣があればあたしだって……！」

　吼ほえて、タマラは剣の柄つかを握り締めた。




　その瞬間、剣全体が妖しい光を帯びた。




「えっ……？」

　剣を見下ろしたタマラの体が、びくん、と突如大きく跳ねる。

　柄を握ったまま、タマラは膝からその場に崩れ落ちた。

「タマラ!?」

　電流でも流れていたのかと焦あせり、俺はタマラに駆け寄ろうとした。

　しかし、タマラは自力でゆっくりと立ち上がった。

　何も言わずに台座から剣を引き抜き、中段に構える。

「タマラ……？　おい、大丈夫か？」

「…………」

　虚うつろな瞳で、タマラはこちらを見つめ──光を纏まとった剣を、振り下ろした。

　刹せつ那な、閃光が空くうを裂いた。

　光は刃やいばと化し、俺たちに襲いかかる。

「危ねえ！」

「ひょわああっス!?」

　俺はとっさに避よけた。ラクシャルとミユもかろうじて避けられたようだ。

　振り返れば、部屋の天井から床まで、一撃で深い亀裂が刻まれている。さすがに今のをまともに食らったら危なそうだ。

　しかしいくらなんでも、あのタマラが最初からそんな殺す気まんまんの攻撃を繰り出してくるのは妙だ。無関係なミユまでいるというのに。

　もう一度タマラを見つめた。その表情は能面のように、ぴくりとも動かない。

「……その剣がクサいな。探りを入れてみるか」

　俺はタマラに手をかざし、念じる。

「【ライトニング・ボルト】!!」

　一撃で失神させるつもりで、強力な雷魔法を使った。雷がタマラに殺さつ到とうする。

　しかし、タマラが剣を胸の前で構えると、俺の放った雷はタマラの持つ剣に吸い込まれてしまった。

「何だと？　……まさかあの剣、魔法を吸収できるのか？」

　ノワの自信たっぷりな様子から、ただの剣ではないだろうと思っていたが……しかし、魔法が効かないとなれば厄やつ介かいだ。

　容よう赦しやなく、タマラは横よこ薙なぎに剣を振るってくる。

　襲い来る光の刃を避けながら、俺はタマラの懐に潜もぐり込こんだ。

　魔法が効かないのなら、直接攻撃で対処すればいい。

「はあっ！」

　タマラの右手を、下から思い切り蹴り上げた。

　浮き上がったタマラの手から、剣が離れる──と思ったが、なぜか剣はタマラの掌に貼りついたまま、まったく離れない。

　同時に、視界の端に、予想だにしないシステムメッセージが表示された。




【システム】タマラの武器は呪われています。装備を解除できません。




「なにぃ!?」

　今度こそ、俺は驚きよう愕がくの声をあげずにいられなかった。

　呪いがかかっているなんて、ノワからは一言も聞いていない。

　しかし同時に確信を得られた。呪われているということは尚なお更さら、タマラの様子がおかしくなっているのは、あの武器のせいで間違いないだろう。

「チッ……呪われてるんじゃどうしようもねえ。これ以上マグロを相手にしてても仕方ないしな。ラクシャル！　ミユ！　一旦街に戻るぞ！」

「ヴァイン様？　ですが、戻るといってもどのような……ああっ！」

　ラクシャルが俺の肩越しにタマラの方を見て、悲鳴をあげた。

　つられて目を向けると、タマラが剣を大きく掲かかげ、力を集中させていた。すさまじい熱量を持つ光が、剣に集束しつつある。

　今すぐ退ひかないと、他の二人が巻き添えを食う。そう直感した。

「【エアロ・ウィング】!!」

　俺は飛行魔法を唱え、全速力で隠し部屋を飛び出した。無論、途中でラクシャルとミユを左右に抱き上げ、回収することも忘れなかった。

「ひぇえええっ!?　ちょ、な、なんスかこの魔法!?　空を飛んでる～!?」

　初めて飛行魔法を体験したらしいミユが、奇声をあげている。

　しかし、その驚きも長くは続かなかった。

　隠し部屋の天井をぶち抜いて、巨大な光の柱──タマラが持つ剣から発せられたエネルギーが、天を衝つかんばかりに噴き出したからだ。

「……悪用を恐れて封印、か。それも頷うなずける威力だな」

　俺は外から隠し部屋を見下ろして呟いたが、やがて光の柱が消えると、天井が消滅した部屋の中からこちらを見つめるタマラと目が合った。

「待ってろ、タマラ！　その剣作ったアホに、呪いの解き方聞いてくるからよ！」

　聞こえているのかどうか知らないが、一応そう言ってから、俺はシーフェンの街に向かって飛んだ。

　既に空は夕暮れの色に染まっているが、まだ陽ひが沈みきっていないおかげで、飛ぶことに支障がないのは幸いだった。

　ミユが震えた声で訊ねてくる。

「タ、タマラ先生、いったいどうしちゃったんスか!?」

「わからんが、あの剣が関係ありそうだ。製作者に聞くしかないだろう」

　それについては、寮でノワを問とい質ただすことにする。

「だがその問題とは別に、俺にもひとつ、よくわからないことがある」

「何スか？」

「剣を手にする前、タマラの奴、なんで急に怒りだしたんだ？　あの時は和解できそうな雰囲気だったと思うんだけどな」

「ヴァイちゃんが女心を無視してクソみたいな回答したせいっスよ」

　ミユの声色は氷のように冷たかった。

「何か間違ったこと言ったか？　タマラに恥をかかせないために、空気を読んでハッキリ言ったんだぞ」

　言い返す俺に、ラクシャルが頷いて同意を示す。

「好き合えば、どのみち体を重ねることにもなるでしょうに。順番が多少前後するくらいで、変にこだわりを持つのはいかがなものかと思います」

「だよなぁ」

「ですよね」

　俺とラクシャルが同意し合う一方、ミユは深い深い溜息をついた。

「この人たち、アタシの手に負えねえっス……」




　街の手前で降りると、ミユは離脱を申し出てきた。

「仮にも先生に刃向かうと、あとあと内申に響くかもしれないんで……アタシはあくまで、宝探し以外のことにはノータッチってことでお願いするっス」

　こちらとしても、ミユを守りながら戦うのは難しそうだったので、ここは素直に別れることにした。

　しかし、街に入った俺たちは、男子寮の前で再び思いがけない相手と遭そう遇ぐうした。

「……ゼルス。なんでお前、今日も来てんだ？」

　寮の前でこちらに駆け寄ってきたゼルスを発見するなり、俺は率直に訊ねていた。我ながら、ものすごく嫌そうな言い方だったと思う。

　また言い争いになるかと思ったのだが、ゼルスは真剣かつ冷静に答えた。

「せっかくじゃと思って、久々にこの辺りの魔族たちと会っておったのじゃ。そうしたらつい先刻、異様に大きな力を感じた。あれは貴様が関係しておるのじゃろ？」

「……事件があったからって、すぐ俺の関係だと決めつけるなよ。合ってるけど」

　俺はゼルスに、かいつまんで事情を説明した。そうしなければ納得しない様子だったし、事によってはゼルスの力も借りることになるかもしれない。

　ゼルスは状況を把は握あくすると、あどけない顔を凜り々りしく引き締めた。

「呪われた魔道具か……無理に解呪する方法もなくはないが、相手への負担が大きい。まずはその製作者とやらに話を聞いてみるとするかの」

「聞いてみるって……お前、協力してくれるのか？」

　ゼルスが自分から俺に力を貸すなんて、珍しいこともあったものだ。

　しかしそれは思い違いだったようで、ゼルスは忌いま々いましげに俺を睨みつける。

「図に乗るな、愚物が。貴様の悩みはラクシャルの悩みでもある。余が動くのはラクシャルのためじゃ」

「ゼルス様……ありがとうございます！　ヴァイン様のためにそこまで……！」

「じゃーかーらー、ラクシャルのためじゃと言うておろうが！　余が今まで受けた仕打ちを思えば、ヴァインに力を貸す義理などこれっぽっちもないわ！」

「どっちでもいいから、さっさと行くぞ、お前ら」

　感激するラクシャルと訂正するゼルスを急せかす。もたついてはいられない。

　ゼルスの闇魔法でゼルスとラクシャルには姿を隠してもらい、俺の部屋に急ぐ。

（……しかし、魔道具に罠わなが張られていたってことは、ノワは俺をハメる気だったのかもしれん。だとすると、素直に教えてはもらえないかもな）

　その時は、いかなる手段を用いても聞き出す必要があるだろう。

　覚悟を胸に宿して、俺は自室のドアを開いた。




「……んぁ？　ふぁぁ……あ～、遅かったじゃない、ヴァイン」




　ノワは、ベッドの上でゴロゴロしながら、寝ぼけまなこを擦こすっていた。

　完全に自分の家のようなくつろぎようだ。

「【ストーム】」

「ぴぎゃあっ!?」

　俺は反射的に風魔法を唱え、ノワの体をベッドから吹っ飛ばしていた。

「いきなり何すんのよ!?」

「いや、なんかくつろぎ方がムカついたから、つい……」

　肩すかしを食らったことへの八つ当たりもある。

「そやつか？　魔道具の製作者とやらは」

「ああー……言われてみれば、ちょっとミユさんに似ているかもしれませんね」

　ゼルスとラクシャルが影の中から姿を現す。

　ノワはきょとんとして二人の顔を交互に見やってから、視線を俺に留とめた。

「ど、どうしたのよ？　……そうだ、例の剣のことよね？　いや、実は伝え忘れてたんだけど、あの隠し部屋に入るにはニュアージュ家の人を連れていかないと……」

「それは運良く解決できたんだよ。問題はその先だ。あの剣を抜いた奴が正気を失って、しかも剣を手放せなくなった。あれは何の呪いなんだ？」

「呪い？　……あー。そういえば、何か仕掛けてたような……」

　非常におぼろげなことをのたまって、ノワは少しの間考え込む。

　そして、やがて何かを思い出したようにカッと目を見開いた。

「そうだった！　悪用を避けるために、剣にトラップを仕掛けておいたのよ！　レベル50以下の人が手にすると、正気を失い、剣を手放せなくなる呪いが発動するの」

「そうだった、じゃねえだろ」

「べ、別にいいでしょ！　ヴァインは明らかにそれ以上のレベルがあったし、関係ないだろうと思ったから教えたんであって……」

　取り乱すノワの様子に、思わず溜息をこぼす。ちょうどレベル50のタマラは、不幸にもトラップの対象となってしまったわけだ。

　まあ、今更こいつを責めても仕方ない。

「それで、その呪いってのはいつ解けるんだ？」

「解けないわよ？」

「は？」

「悪用防止の罠なんだから、簡単に解けるわけないじゃない。ちなみに、あの剣の強力な攻撃は、持ち主の生命力を消費して発動してるの。だから、装備を解除できない状態で使い続けると死に至るんだけど、死んだら呪いも解除されるわ」

「……死んだら、って……」

　その情報も初耳だ。

　俺くらいケタ外れのステータスがあれば、あるいは任意に装備を外せれば、生命力を消費する攻撃も大したデメリットにはならないだろう。

　だが、今のタマラを放っておけば、このままでは……。

「いずれにしても、あの剣はようやく人の目に触れたのね。私の悲願は達せられた」

　俺が考え込んでいる間に、ノワはふわりと体を宙に浮かせた。

　地縛から解放された、清すが々すがしい笑みを浮かべている。

「ありがとう、ヴァイン。ほんの短い間だったけど、あなたに会えてよかったわ……」

　ノワの体は少しずつ浮き上がっていく。そのまま天へ昇っていくかのように──。




「【プレス】!!」




「ぎゃああああ!?」

　お馴な染じみの重力魔法で、ノワの体を床に叩きつけ、押し潰す。

　大の字で突つっ伏ぷすノワの目の前に立ち、威い圧あつするように見下ろした。

「何がありがとうだ、どアホ。こっちは全く問題解決してないんだよ。撒まいた種の責任も取らずに、自分だけ気持ちよく逝いこうとしてんじゃねえ」

「ひ、ひどっ……!?　このタイミングで成じよう仏ぶつキャンセルしてくる奴なんて聞いたことないわよ!?　アンタ空気を読むってこと知らないの!?」

「大事なことを伝え忘れたお前の責任だ。もっとひどい目に遭いたくなかったら、穏おん便びんに呪いを解く方法を教えろ。知らないなら今すぐ考えるんだ、その明めい晰せきな頭脳で」

　本気の怒りを込めて脅おどすと、ノワの顔からさっと血の気が引いた。幽霊に血が通っているはずもないので、そう見えただけかもしれないが。

「ま、まま、待って。ひとつだけあるわ、呪いを解く方法が」

「聞かせろ」

「剣の呪いは、正確には『剣を手放せなくなる』んじゃなくて『自分の意思でしか手放せなくなる』ものなの。だから、外的要因では剣は離れない」

「確かに、剣を無理やり弾き飛ばすことはできなかったな……それで？」

「剣を持っている人が、自分の意思で剣を手放せばいいのよ。でも、それにはまず、所有者を正気に戻す必要があるわ」

「その正気に戻す方法は？」

「強い羞しゆう恥ち心しんを与えることよ」

　……俺は思わず眉間にシワを寄せていたと思う。今なんて言ったんだ、こいつ。

「ほ、本当なんだってば！　そんな目で見ないでよ！　だから、ものすごく恥ずかしい目に遭わせてパニック状態にしてあげれば、一時的に正気を取り戻すの！」

「ものすごく恥ずかしい目に……ねえ」

　ノワの言葉を吟ぎん味みするように、俺は顎あごに指で触れて考え込む。

　不安げな様子で、ノワがこちらを見上げてきた。

「……難しい？　でも本当のことを言ってるから、許してほしいんだけど……」

「いや、大得意だ。タマラをどうやって辱はずかしめてやろうか考えているだけだ」

「あ……そう」

　ノワの視線が生温かいものに変わる。

　後ろでゼルスが「ゲスめ」と毒づいたのが聞こえた。

「待て。普段なら俺も、罪のない女を辱めに遭わせるなんて良心が痛む。だが、これはタマラの命に関わる問題だ。俺個人としてはつらい行いだが、人命には代えられない。俺としても苦く渋じゆうの決断だということをわかってもらいたい」

「顔がにやついておるぞ。ゲスめ」

　一応の形式として俺は言い訳を述べたが、ゼルスには一発で見破られてしまった。ラクシャルは信じているらしく、俺に純真なまなざしを向けているが……。

　とにかく、情報が揃った以上は早めに動いた方がいいだろう。

「対処法はわかった。後はこっちで何とかする。もう逝っていいぞ」

　虫でも払うように手を振ってやると、ノワはなぜか悔しそうに歯嚙みした。

「あなたさっきからメチャクチャ薄情じゃない!?　仮にも永遠のお別れなのよ!?」

「いや、お別れも何も、俺お前と三日くらいしか顔合わせてないし……これで悲しんでたらおかしいだろ。さっさと昇天しろ」

　そう言いながらも、一応、最後に何か言葉をかけてやるかと思い立った。

「まあ……そもそも悲しむことなんてねえよ。天に召された後の方が、よっぽど愉ゆ快かいな人生が待ってることだってあるからな」

「……？　何それ。まるで経験してきたみたいに言うのね」

「解釈は好きにしてくれ。じゃあな」

　俺は踵きびすを返し、部屋を出た。ラクシャルとゼルスも、姿を隠してついてくる。

「さよなら……また会えたらいいわね。ヴァイン」

　後ろ手に扉を閉める直前、そんな声が背中に届いた気がした。




　俺たちは男子寮を出ると、街の正門に向かった。

　既に陽はとっぷりと暮れており、街を夜の喧けん騒そうが満たし始めている。

　ふと、真剣な顔でゼルスが切り出した。

「ヴァインよ。貴様、そのタマラという女を助けたいのか？」

「ん？　そりゃそうだ」

「少し聞いておきたい。貴様がその女を助ける理由は何じゃ？　その女は貴様の素す性じように気づき、貴様に剣を向けたはずじゃ。なのに、なぜ助けようと思うのか……貴様の考えを知りたいものじゃな」

「好みの女だからだ」

　俺は即答した。

「あの童顔と小柄な体にデカい乳というギャップの威力。それでいて教師という立場から、やたら背伸びをするところも微笑ましい。正義を気取って融ゆう通ずうが利きかないところは難だが、逆にじっくり汚けがしてやりたい欲望を刺激される。あいつは……いい女だ」

「…………」

　無言の圧力を感じる。見ると、ゼルスが心底呆れた目で俺を見つめていた。

　俺は目をそらし、付け加える。

「あと、タマラは優しくていい先生だからな……助けてやりたいんだ……」

「あからさまに付け足したじゃろう」

「何のことかな」

　目をそらしたまま答えると、ラクシャルのむせび泣く声が耳に届いた。

「ヴァイン様、なんて慈悲深い……！　その願いを少しでも支えるため、微力ながら私もお手伝いいたします、ヴァイン様！」

「ラクシャルよ……なぜ奴からこれほど本音がだだ漏れなのに、奴の言うことすべて良い方にしか捉えられんのじゃ……？」

　ゼルスの嘆なげきを聞きながら歩くうち、正門の外に出た。

　そのまま研究所跡地の方角へと足を進め……すぐに、立ち止まった。

　剣を携たずさえた人影が、こちらに歩いてくるのが見えたからだ。

「……向こうから来てくれるとは、好都合だな」

　月光の下、表情のないタマラはゆっくりとこちらへ歩を進めてくる。虚ろな瞳は俺の姿を捉えており、先刻と変わらず、敵とみなしているようだ。

　まだ街からは近い位置だが、既に街道を外れており、陽も落ちているためか、俺たちとタマラの他に人の気配はない。

　ここなら思う存分やり合えるだろう。

「取り押さえても呪いは解けない。戦いが長引けばタマラの命にかかわる……速攻で羞恥心を刺激してやろう。あれをやるぞ、ラクシャル。用意しとけ」

「あっ……はい！　あれですね！」

　嬉しそうに頷くラクシャルと目線を交わして、俺は駆け出した。

「……！」

　タマラが剣を繰り出してくるが、素早くかいくぐり、接近して手刀を振り抜く。

「【クロスアウト・セイバー】！」

　昨夜、ゼルスに試した時と近い手応えを感じた。

「【リペアー】！」

　すかさずラクシャルが修復の魔法を発動させる。

　一瞬ののち、ラクシャルの手に握られていたのは──レースがあしらわれた、純白のブラとショーツだった。

「よし！」

　思わずガッツポーズを取る俺に、ゼルスが嘆たん息そくする。

「ヴァイン、貴様喜びすぎではないか……？」

「まあ見てろ」

　俺はタマラから距離を取り、反応を観察する。

　タマラは動かなかった。服装も下着を剝むいただけなので、身に纏うシャツにもスカートにも乱れはない。が──その瞳に、ふと生気の光が戻った。

「……ふ、ぇっ？　あ、たし……ひゃ、っ!?　な、なんか、スースーして……!?」

　異変に気づいた様子で、顔を赤くしてスカートを押さえるタマラ。

　正気に戻ったのなら、呼びかけるチャンスは今だ。

「タマラ、剣を捨てろ！　その剣は危ない！」

「ヴァイン、くん？　あたし……うっ。くぁっ……！」

　俺の呼びかけに、タマラは一瞬だけ正常な反応を示したが、すぐに頭を押さえて苦しみ始めた。

　数秒経って、タマラが再び顔を上げた時、その瞳からは再び生気が失われていた。

「……くそ。この程度じゃダメか」

「効果はあるようじゃ。そやつは今、苦しんでおったじゃろう」

　ゼルスは呪いそのものに関する知識もあるのか、タマラの様子を見て冷静に言う。

「その女が恥を意識し、急激に理性が働いた結果、呪いによる洗脳が一時的に揺らいだのじゃ。半信半疑じゃったが、さらに羞恥心を刺激してやれば、おそらくは……」

「もっと剝きますか、ヴァイン様？」

　ラクシャルが真面目な声で提案してくるが、俺は首を横に振った。

「いや、一旦退くぞ。街に戻る」

「退くのですか？　しかし、このままではタマラさんが……」

「タマラを街に誘導するんだ。ラクシャル、奪った下着をできるだけ見せびらかすようにしながら、俺についてこい！」

「はい、ヴァイン様！」

　命じるとほぼ同時、俺はシーフェンの街に向かって走り出す。

　ラクシャルは言いつけを完璧に守って、左右の手に握った白いブラとショーツを高々と掲げながら俺に並走する。

「それあたしの下着!!　……あ、うく、っ」

　タマラはまた一瞬理性を取り戻した様子で叫び、苦しみながら追いかけてくる。

「ヴァイン様、なぜわざわざ街に戻られるのですか？」

　ラクシャルが、俺のすぐ斜め後ろを走りながら訊ねてくる。

「あの場で全裸に剝いて、それでタマラが元に戻らなかったら手詰まりになる。それに羞恥心ってのは、段階的に刺激する方が効果的なんだ」

「段階的に？」

「いきなり裸にしちまったら、恥ずかしさ以上に、驚きやパニック、怒りの感情なんかが先に立つ危険性がある。ゼルスの時だって、そうだったろ」

　一瞥すると、ラクシャルの隣を走るゼルスが怪け訝げんな顔になった。

「当たり前じゃ！　だいいち、あの時は恥じらう理由がなかったではないか。ラクシャルの他に部下の目があったわけでもなく……」

　そこまで言いかけて、ゼルスは俺の意図に気づいたようにはっとした。じっとりとした軽けい蔑べつの眼まな差ざしを、俺に投げかけてくる。

「……街に向かうのはそういう理由か。貴様は本当に、ふしだらなことに関しては悪知恵の働く奴じゃな」

「まあな。伊だ達てに長年エロゲーばかりやってきたわけじゃねえんだ」

「意味がわからんが、あまり自慢にならぬ気がするぞ。……むっ。ヴァイン、前を」

　呆れ顔でこちらを見ていたゼルスが、ふと前方に注意をやった。

　俺たちは既に街の正門へと迫りつつあり、その異常な速さでの接近に、衛兵たちが何事かと警戒を強めている。

「ラクシャル、ゼルス、下向いてろ。【フラッシュ】！」

　俺は前方の衛兵たちに向けて、雷魔法を発動させた。

　瞬間、強烈な閃せん光こうが衛兵たちを襲い、一時的に彼らの視力を奪う。

　その隙すきに、俺たちは門の内側へと滑り込んだ。

　しかし、おそらくタマラは衛兵たちに止められるだろう。そう判断して、俺たちは城壁の陰に身を隠し、様子を窺う。

　衛兵たちは閃光のショックから比較的すぐに立ち直り、何事が起こったのかと周囲を見回す。ちょうどそのタイミングで、タマラが門の前に到着した。

「くっ、何だ今のは……あ、タマラさん！　お疲れさまです」

　衛兵の挨拶で、タマラは急速に理性を取り戻したのが、表情から見て取れた。

「……え、っ？　あ、ど、どうも！　警備の仕事、お疲れさま……」

「今、何かが猛スピードで街の中に入っていったのですが……タマラさん、もしかして魔物を追いかけていたのですか？　それとも、王立学校の訓練のようなことを？」

「あ……ああ、うん。なんていうか……あたしも、記憶が曖あい昧まいでよくわからないんだけど……なんでこんな格好……？」

　脚をぎゅっと閉じた不自然な体勢で、ぎこちなく答えるタマラ。

　その様子に、ラクシャルが小声で疑問を呈した。

「あれ？　タマラさん、なぜか正気に戻っているようですが」

「タマラは今、下着を着けてないし穿はいてないからな。そんな状態でいきなり知り合いの前に立たされたら、そりゃ恥ずかしいだろう」

　羞恥心を刺激するうえでは、人目の有無が重要だ。

　自分の部屋で裸になるのと、街の広場で裸になるのとでは、当然恥ずかしさの度合いが変わってくる。街に誘導したのは、タマラに人目を意識させるためだ。

　俺は身を隠したまま、更なるちょっかいを加えた。

「【ゲイル】」

　レベル１の風魔法。

　突風がタマラの足元から吹き上げ、スカートを捲めくり上あげる──。

「きゃあああっ!?」

　タマラは泣きそうな声をあげ、スカートを手で押さえつけた。

　肝心な部分は見えなかったものの、腰のラインや鼠そ蹊けい部ぶは一瞬見えたので、周囲の衛兵も、今のタマラが穿いていないことに気づいたかもしれない。

「【ゲイル】。【ゲイル】。【ゲイル】！」

　俺は更に何度も突風を吹かせ、タマラのスカートに集中攻撃を浴びせる。

「ひゃあああんっ!?　やだ、やだやだぁぁっ!?」

　タマラは半泣きで必死にスカートを押さえていたが、どうしても完全には隠しきれず、白い脚の付け根をちらちらと覗かせてしまう。

　衛兵たちも、さすがに異変に気づいた様子で顔を見合わせた。

「あ、あの、タマラさん……？　今の風はいったい……」

「ち、違っ……！　あ、あたし、気づいたらこんなことになってただけで……」

　タマラが混乱しかけているのを見て、俺は城壁の陰から身を乗り出した。

　ちょいちょいと手招きしてやると、こちらに気づいたタマラが、たちまち怒りの表情を浮かべた。

「……!!　ヴァインくん、今の風、キミが……！　いい加減にしなさいっ!!」

　追いかけてくるタマラに背を向け、再び逃げ出す。

　街の詳細な地理は前世で把握している。正門前の広場を抜けて、少し外れた裏通りまで誘導すれば、いい具合に人ひと気けのない舞台を用意できるはずだ。

「ああ、久々にゲームらしい楽しみ方ができてる気がするぜ……たまには多少のスリルがあった方が、刺激的でいいな」

「スリルを味わわされているのは、あの女だけのような気がするんじゃが……」

　ゼルスのツッコミを聞き流しながら、俺たちはしばらく走り続けた。




　目的の裏通りに出ると、俺はラクシャルとゼルスを近くに隠れさせ、自分ひとりでタマラを待ち構えた。

　ほどなく、タマラが追いついてくる。

　ここに来るまで人通りの多い中を走ってきたせいか、片手でスカートを押さえっぱなしのままで、しかも内うち股またになっている。とても走りづらそうだ。俺のせいだが。

「はぁ……はぁ……っ。ヴァインくん、いったい何のつもり……!?」

「やっと落ち着いて話ができるな、タマラ先生。その剣を握ってから今までのこと、どれくらい覚えてる？」

「……剣を取ってからの記憶は断片的で、すごく曖昧。でも、キミを倒そうとしたことは、なんとなく覚えてる」

「じゃあ、もう一度言っておく。その剣は危険だ。振るうたびにお前の生命力が削れていく。今ならお前の意思で手放せるはずだ。剣を捨てろ」

「……捨てることはできない。キミが魔族に与くみしている以上、あたしはキミを止めなくちゃいけない。たとえ、自分の命を犠牲にしてでも」

　むしろ意固地になるように、タマラは剣を握り締め、構え直した。

「それが、先生として……ほんの数日でもキミの先生だった者として、果たすべき最後の務めだと思うから」

「そりゃ残念だ……が、予想通りの答えでもあるな」

　肩をすくめる俺に、タマラは剣を構えたままじりじりと近づいてくる。

　俺はあえて無防備な体勢のまま、タマラがスキルの射程内に足を踏み入れる瞬間を待って──その瞬間に、スキルを発動した。




「【クロスアウト・セイバー】ッ!!」




　手刀を振り下ろす──と同時、タマラの纏っていた服が、上下ともに千ち切ぎれ飛んだ。変幻自在のマントだけを、あえて残したまま。

「ひ……っ!?」

　ぷるんと弾む胸を自らの腕でかき抱いて、タマラはさらに自らの意思で、マントを裸体に巻きつけていく。

　隠れていたラクシャルが【リペアー】を使用したようで、服の残ざん骸がいはそちらへ吸い寄せられていった。

「ヴァ、ヴァインくん……っ！　何なの、そのスキルは……!?」

「見ての通り、衣服を脱がすスキルだ。しかし……」

　俺は改めて、タマラの姿を上から下まで眺ながめる。

　小柄な体にマントを巻きつけ、肌を隠してはいるが、さすがにその下が裸ともなると、たわわに実った膨らみのラインは隠し切れていない。むしろ全裸にマントという出いで立たちが露出狂を連想させ、不ふ埒らちな妄もう想そうを掻かき立たてる。

「思ってた以上に、辱めがいがありそうだ」

「……！　ふざけないでっ!!」

　タマラがマントから出した腕を振り上げ、俺に斬りかかろうとする。

　俺は高いパラメーターを活かして、素早くその手首を摑んだ。

「捕まえたぞ、先生」

「うぐっ……バカにしないで！　このくらい……っ！」

　タマラはマントを広げて拳状に変形させ、俺を殴ろうとした──が。

「丸見え」

「──っ!?」

　小声で俺が指摘すると、茹ゆで上あがったように耳まで真っ赤になって、空いている方の腕で胸を隠し、脚を閉じる。

「ヴァ、ヴァインくんひとりに、少し見られるくらいっ、なんてこと……！」

「俺ひとり？　本当にそうかな？　確かにここは裏通りだが、だからってまったく人が通らないわけじゃない……おっ。噂をすれば」

　いいタイミングで、誰かの足音が近づいてきた。

　タマラが小ぶりな肩をびくりと跳ねさせ、羞恥と恐怖に震える。

「う、うそっ!?　ま、待ってヴァインくん！　こんな格好、誰かに見られたら……」

「ああ、見られたら大変なことになるな。何しろタマラは人望があるし、街の警備にも携わってる立派な先生だ。それが、街中で裸を晒さらしてるとなれば……」

「……!!　や、やだ……放して、ヴァインくんっ……！」

　半泣きで懇こん願がんするタマラの手を引き、俺は建物と建物の間に潜り込んだ。

　暗くなっているので、通り道からこちらは見えにくいはずだが、それでも近づいて目を凝こらされれば見えてしまうだろう。そんな良いポイントだ。

　やがて足音の主ぬしが近づいてくる。

　現れたその人物を見て、俺は思わず驚いていた。

「まったく……近頃の生徒は夜までほっつき歩いて。厳しく指導せねばならんな」

　ランプを手に、独り言を漏らしながら歩いてきたのは、ドミナだった。

「……!!」

　よりにもよって近しい同僚の出現に、タマラが身をこわばらせる。

　一方、この状況を楽しむチャンスと捉えた俺は、マントの中に手を差し込み、タマラの小さな尻をむにゅっと鷲わし摑づかみにした。

「ひぁぁっ!?」

　突然の刺激に、タマラが背を反らせて嬌声をあげる。

　その声は当然ながら通りまで響き、反応したドミナが立ち止まった。

「ん？　……誰かいるのか？」

　怪訝な表情を浮かべ、ランプをこちらに向けるドミナ。

　タマラは逃げ出そうとして暴れたが、俺が摑んだ手首を壁に押さえつけているため逃げられない。

　俺はマントの中に差し込んだままの手で、じっくりとタマラの背筋を撫で上げる。

「んんっ……！　ん、んっくっ……！」

　タマラは唇を嚙んで声をこらえようとするが、無駄な抵抗だ。

　心の中で嘲あざ笑わらいながら、這はわせた手で今度は胸を優しく撫で回してやった。

「ふぅ……っぁああ!!」

　こらえ切れず、タマラの口から大きな声が漏れた。【心しん眼がん】スキルで見た時には胸が性感帯だと書いてあったし、性せい技ぎパラメータを加味すれば無理もない反応だ。

　その声で、俺たちに接近するドミナは確信を強めたようだった。

「おい!?　何だ、今の妙な声は……まさか、こんな場所で不純な行為に及んでいる輩やからがいるのか？　教師として見過ごせん！　そこを動くな！」

　義ぎ憤ふんをあらわに、ドミナがランプを掲げて近づいてくる。まさか自分の親しい同僚がこんな行為に及んでいるとは、考えてもいないのだろう。

　俺はバレたところで別に困らないので、遠慮なくタマラの胸を弄いじり続ける。

「んんっ！　ふーっ！　ふ──……っ!!」

　タマラは空いている方の手で自分の口を塞ふさぎ、必死に声を押し殺しながら、いやいやをするように何度も首を振っている。

　しかし敏感な胸を揉みしだかれ、こりこりの先端を摘つままれるたびに体は反応してしまい、壁に体を預けて俺にされるがままとなっている。

　ドミナが掲げるランプの光が、徐々に大きくなってきた。

「おい！　貴様ら、こんなところで何を……」




　その時、ガシャン、と何かの壊れるような音が遠くから聞こえた。




「むっ!?　事件か!?　チッ、こんな色ボケどもに構っている暇はない……！」

　ドミナは一瞬で関心の対象を切り替え、踵を返すと、音の方角へ駆けていった。

　どうやら、タマラの名誉は損そこなわれずに済んだらしい。

「運がよかったな、タマラ……タマラ？」

　タマラは熱に浮かされたような様子で、汗だくの体をぐったりと壁にもたれかけている。その手からは、いつの間にか剣が転がり落ちていた。

　完全に戦意を喪失したことの証明だ。

「ふぅ……っ、ふぁ、ぁ……もう……やめて、ヴァイン、くん……っ」

「やめるも何も、戦いを挑んできたのはタマラの方だろ？」

「だから、って……こんな、恥ずかしいの……やだ……やだよぉ……ぐすっ……」

　タマラは完全に泣きべそをかいていた。キスも未経験の処女だというのに、いきなり恥ずかしい目に遭わせすぎたようだ。

　もし俺が紳しん士しなら、ここで優しくして泣なき止やませてやるところなんだろう。

　言うまでもなく、俺は紳士ではないのでやめない。むしろ泣くほど恥ずかしがるタマラを見ていると、余計にそそられる。俺はそういう男だ。

　それに、二度と俺に剣を向けさせないためにも、テイムしておいた方がいいだろう。

「あんまり騒ぐと、またドミナが戻ってくるかもしれないぞ。頑張って耐えろよ」

　我ながら勝手なことを言いつつ、タマラの巨乳を両手で揉みしだいていく。

「ふぁぁっ……！」

　鼻にかかった甘ったるい声を漏らすタマラ。

　手に余る大きさと豊かな弾力をただただ味わうつもりで、むにむにと無心に揉む。

　ただそれだけの、軽い刺激のつもりだったのだが──。




「あっ、ぁっ、らめっ……ふぁぁぁぁっ！」




【システム】タマラは絶頂（小）を迎えた！




　突然、びくびくと全身を震わせて、タマラは果ててしまった。

　表示されたメッセージからして、軽く達した程度のものなのだろう。テイム完了の表示が出ないことからも、ＥＰエクスタシー・ポイントがまだ残っているのは明らかだ。

　とはいえ、この程度の刺激で達してしまうとは。

　まだ胸を弄り足りず、ぷっくりとした桜色の突起を指先ですりすりと擦り立てる。

「ひにゃぁぁっ♪　あっ、あ───っ!!」

　再び大きな喘ぎをあげて、タマラが軽い絶頂に達したことが、システムメッセージで俺に伝達される。

「おー、こんな簡単に果てちまうとは。とんだエロ教師だな」

「はぁっ……う、ぅ……ち、違うよぉ……いつもは、こんなじゃないもんっ……」

「いつも？　へえ、いつもは自分で弄ってるのか。どうやってるんだ？」

「う、ぅぅっ……」

　失言を摑まえてわざとらしく確認すると、タマラは恥じらって顔をそむけた。

　俺はふとあることを思いつき、唇を歪ゆがめて笑った。

「そうか、こいつか」

「えっ？　……きゃっ!?」

　タマラにとって最後の砦とりでともいうべきマントを摑み、引っぺがす。

　生まれたままの姿を外気に晒して、タマラの柔やわ肌はだにいっそう赤みがさした。

「このマントは変幻自在で、しかも自由に動かせるんだよな。こいつを使えば、なかなか面白い一人遊びができるんじゃないか？」

「なっ……!?　そんなこと、するわけないでしょっ！」

「本当かな？　じゃあ、ちょっと試してみるか」

　俺は自分にマントを装着し、動作を念じる。

　すると、イメージの通りにマントは複数の帯へと枝分かれして、タマラの四し肢しや腰、胴体に巻きつき、易やす々やすと持ち上げた。

「きゃあっ!?　やっ、なに……待っ、こんな格好、やだっ、やだぁぁっ!?」

　マントはタマラを仰あお向むけの状態で空中に拘こう束そくし、その脚を開く。よく鍛きたえられた柔軟な関節ゆえ、ほぼ一八○度に近い開脚をさせることができた。

　胸だけでなく、自身の一番大事な部分をも俺の前に惜しげもなく曝さらけ出だす格好となり、タマラは全力で暴れる。無論、その程度で解ける拘束ではない。

「ほう、なかなか便利じゃないか。触しよく手しゆものはあまり好みじゃないんだが、実際に自分が操る側になってみると、また違った楽しみがあるもんだな……さて」

　細かく枝分かれさせたマントの一ひと房ふさを、タマラの割れ目に這わせる。

　布が股間を撫で回す感触に、タマラが恐怖の表情を浮かべた。

「ひっ……！　や、やめて……お願い……っ」

「心配するな。こんな道具なんかで散らそうとは思っちゃいない。もっと穏便に気持ちよく……そうだな。こういうのはどうだ？」

　マントに意識を向けて念じると、イメージの通り、タマラの股またに当てている布がブルブルと小刻みに振動を始めた。

　電動マッサージ器の振動をイメージしたのだが、うまくいったようだ。

　ヴヴヴヴッ!!　と音を立てて、布地がタマラの敏感な箇所を激しく擦り立てる。

「ひぁあああぁっ!?」

　タマラは今までで一番大きな反応を示し、全身をくねらせて身み悶もだえた。たぷんたぷんと豊かな乳が揺れて、視覚と聴覚から俺を愉たのしませてくれる。

　反応を見る感じ、この愛撫にも性技パラメーターの補正が乗っているようだ。

「ダメっ、ダメダメっ、これ、っ！　おかしく、なっ、ああぅっ！」

「あんまり大声をあげるなって。今度こそ誰かに見られちまうぞ？　また学校の同僚とか、教え子とか。それとも、見られてもいいのか？」

「や、やだ……っ！　けど、っ、これ……んんっ！　あ、ぁっ、だ、めぇっ……！」

「ああ……今まで一緒に戦ってきた魔道具あいぼうに気持ちよくされるのは、背はい徳とく的てきな気分か？　よかったじゃないか、新しい発見があって。ほら、もっと強くしてやる」

　俺が更にマントの振動を強くすると、タマラのそこから潤みが溢れ、飛沫しぶきが散った。

「んんんんぅっ！　や、がまん、でき、っ！　くふ、んんっ、ん────っ!!」

　秘所を襲う振動の刺激に耐えきれず、タマラは四肢を突っ張り、切せつ羽ぱ詰つまった声を断続的に漏らして、限界に達した。




【システム】タマラは絶頂（大）を迎えた！

【システム】タマラのＥＰが０になった！　一定時間行動不能！
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　……これで、テイムは完了した。

　目的がテイムだけなら今すぐタマラを放してやってもいいのだが、俺はもう少しこの魔道具を試してみたい気分だった。

　股間への振動はそのまま、更にマントを枝分かれさせ、胸を揉みしだかせる。

「んあぁぁぁっ!?　や、やりゃっ、まっ、止まっ、てっ！　あた、あたしっ、もうっ」

「もうイったんだろ？　それはわかってる。でもせっかくだから、もう少し楽しんでいけよ。今後はこういう遊びも覚えておきたいしな」

「い、やぁぁぁ……だめっ、むねも、むねもいっしょに、したら……っああああ!!」

　ぷしゃあっ、と先ほど以上に勢いよく、タマラの雫しずくが噴き出す音。

　ログには、タマラが更に深い絶頂に達したことが表示されている。

　それでも、俺は刺激を止めるどころか、タマラの胸を包む布にも同時に振動を発生させ、タマラの両胸と股間を強い刺激で同時に責め立てた。

「あぁぁぁっ!!　やっ、いやぁぁっ！　りゃめっ、これっ、こわれ……っ！　あたし、おかしく、なっちゃ、う、かりゃぁぁっ!!」

「なっていいぞ。お前はもう俺のものなんだからな。どんな風になっても、責任持って世話してやる」

　ぽろぽろと涙を流して暴れるタマラに、俺は俺なりの慈愛を込めて囁いた。

　その一瞬、快感に濡れていたタマラの瞳が、はっきりと俺を捉えたように見えた。




「……っう、ぁ、あっ！　ヴァイ、ン、く……っ、ふああああぁぁぁっ!!」




　今日一番の喘ぎ声を響かせ、全身を痙攣させて、タマラは果てた。

「ぁ……っ、ぁ……」

　びくん、びくんと腰を震わせながらも、その体からは完全に力が抜けており、瞳の焦点も合っていない。

「そろそろ限界だな……楽しませてもらったぜ、タマラ」

　俺は労ねぎらうように、あるいは自らのものとした証を刻むように、タマラの前髪をかき上げ、桜色に上気した額へ口づけを落とした。





　　　＃　＃　＃






　ラクシャルとゼルスを呼んで、行為の後始末を済ませた俺は、服を着せたタマラを背負って夜の街を歩いていた。

「それにしてもヴァイン様。魔道具にあんな使い道があるなんて、今まで考えてもみませんでした。どこでそのような発想力を身につけられたのですか？」

　隣を歩くラクシャルが、だし抜けに訊ねてくる。先ほどタマラに仕掛けた行為を、一部始終しっかり観察していたらしい。

「……まあ、エロゲーとか同人とか、知識の源泉には色々と触れてきたからな」

「えろげー？　よく存じ上げませんが、やはりヴァイン様は博識でいらっしゃるのですね！　私も、いつでもヴァイン様を満足させられるよう頑張らなくては！」

　ラクシャルはさっきのアレに何やら刺激を受けたようで、握り拳を作って思いを新たにしている。

　まあ、性に興味津々なのは、俺にとっては嬉しいことだ。

「それでヴァインよ。貴様、この後はどうするつもりじゃ？」

　ラクシャルにくっついて歩くヴァインが、怪訝そうに俺を睨んでくる。

「どう、っていうと？」

「まだ学生を続ける気か？　それならそれで構わぬが、そこの女からは既に力を吸ってしまったのじゃろ？」

　ゼルスの言う通り、既にタマラの力は【ドレイン】してしまった。

　ノワの剣も回収したし、当面の目標は達成している。やりたいことはやってしまったので、これ以上学校にい続ける理由もないかもしれない。

「そうだな……ちょっと考えとく。それより、タマラの奴が目を覚ましたら何から説明したもんか。下手な対応すると面倒になりそうだからな」

　テイムはできたものの、ラクシャルやゼルスの時とは違って、タマラとはテイム前に普通に親しい時期があったせいか、あまり高圧的に接するのは気がすすまない。

　とはいえ、正義を自称するようなタマラが、素直に俺に従ってくれるとも思えない。どう説得したものか。

「普通、そういうことは手籠めにする前に考えるべきじゃろ」

「やっちまったものは仕方ない。俺はやりたい時にやりたいことをやる男だ」

「まったく反省する気がないようじゃな……」

　呆れ果てるゼルスと、開き直る俺を見比べて、ラクシャルが小さく挙手する。

「あの、ヴァイン様。タマラさんなのですが、一晩私に預けてはいただけませんか？」

「…………何する気だ？」

　嫌な予感しかしない提案だ。

　ラクシャルは害意のカケラもない笑顔を浮かべているが、油断はできない。

「一晩かけて説得してみます。ヴァイン様が直接お話しされるよりも、私が間に入った方がいいでしょうし……落ち着いて話し合えば、きっと気持ちは通じますよ」

「…………」

「ここは私にお任せください、ヴァイン様！」

　身を乗り出して自信満々に繰り返すラクシャル。

　正直、俺はラクシャルにまったく信用が置けなかった。俺に従順だという意味では非常に信用しているが、むしろ従順すぎるのだ。

　もし目を覚ましたタマラが反抗して、俺を侮辱するようなことを口にしたら、即座にラクシャルに斬られると思う。

「そういうことなら余も同席するぞ、ラクシャル。もう夜じゃし、闇魔法を使えば、タマラを部屋まで運び込むのにも怪しまれんじゃろう」

「ぜひ頼んだ」

　俺は強力に後押しした。ゼルスがいれば、少なくともラクシャル一人に任せるよりはいくらか穏便になるだろう。魔帝が頼りというのもおかしな話だが。

「え？　な、何か妙に強く賛成されたのう……まあいいじゃろ。余も今後の身の振り方について、少し考えたいことがあったのでな……では行くぞ、ラクシャル」

「はい、ゼルス様。それではヴァイン様、また明日お会いしましょう！」

　俺の背からタマラを引き受けると、ラクシャルはゼルスと共に、女子寮の方へ歩いていった。

「この後どうするか、ねえ……」

　俺も帰路につきながら、ゼルスからの問いを繰り返す。

　結局、この日のうちに明確な答えが出ることはなかった。
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「……インさんー。ヴァインさんー、起きてくださいー」

　誰かの呼ぶ声で、俺は深い眠りから目を覚ました。

　瞼まぶたをこじ開けるより先に、挨あい拶さつ代がわりの脅おどしを口にする。

「んん……うるせえな、悪霊。とっとと成仏しないと、また魔法で潰すぞ……」

「ふぇっ!?　じょ、成仏ってなんですかー？　神は死にませんよー!?」

　……思っていたのと違う声がした。

　瞼を擦こすって目を開けると、エナがすぐ目の前に横たわっていた。というか、俺と一緒のシーツにくるまっている。おまけに全裸だった。

「何やってんだ、お前は」

「おはようございますー。ヴァインさんにちょっとしたお知らせがあったのと、ついでに今度こそヴァインさんを頂いちゃおうと思いましてー。お一人でいらしたのは都合がよかったですー」

　そうだった。昨晩俺が寮に戻った時には、とっくにノワは成仏していたのだ。

　消えた地縛霊のことを頭から追い出し、エナの言葉を頭の中で反復する。

　その間に、エナは俺の上にまたがってきた。ぬるりとした熱が下腹部に当たる。

「お知らせって何だ？」

「そのお話は後にしましょうよー。わたし、ヴァインさんが起きるまでひとりで弄っていましたからー、もうできあがっちゃっててー……♪」

「いや、今のうちに話してくれ」

　甘い声で誘惑するエナには悪いし、俺も興奮しなくはないのだが、既に部屋には朝の陽ひ射ざしが漏もれている。この後の展開を考えれば、絶対に今聞いておくべきだ。

　エナは残念そうに唇を尖らせてから、それでも律儀に話し始めた。

「ヴァインさんは、昨日またドレインで強くなりましたよねー？　以前にも少しお話ししましたけどー、レベルアップをフラグとして解放されるものがあるんですー。今回はもっと外側のフィールドまで出られるようになったんですよー」

「外側？　むしろ、今まで行動に制限なんてあったのか？」

「はいー。今までは大陸の南側半分しか行けませんでしたけど、北側半分にも行けるようになったんですよー。きっと新しい発見があると思いますー」

　今まで特に意識していなかったが、わざわざエナがそんな噓をつく意味もないし、本当のことなんだろう。

　こちらが考えている間に、エナは待ちきれなくなった様子で、俺の昂たかぶりを柔やわらかな手で上下にさすってきた。むずがゆい快感が広がる。

「あはー……ヴァインさんの、カチカチですねー……♪　いいですよー、そのままじっとしててくださ……」

　エナが腰を落とそうとした時、部屋のドアが勢いよく開いた。

「ヴァイン様、おはようございます！　本日も良い天……」

　ラクシャルがドアを開けたまま、ピタリと凍こおりついた。

　その後ろで、エナの姿を認めたゼルスは表情に憎ぞう悪おをみなぎらせ、タマラは状況を理解できないらしく赤面していた。

　エナもまた、俺の上で完全に硬直していたが……そんなエナを迎えるように、頭上から光の柱が降りてくる。

「……ヴァインさん、また今度ですー……しくしく……」

「逃げる気ですか!?」

「待たんか、貴様ァァァッ!!」

　吼ほえるラクシャルとゼルスから逃げるように（というか実際逃げたのだろう）、エナは光に包まれて姿を消した。




　タマラから聞いて知ったことだが、この日は前世の世界でいうところの日曜にあたり、学校は休みらしい。

　そういうわけで、俺はのんびり着替えて寮で朝食を取ってから、改めて街の広場で、三人と合流した。

「……ヴァインくん。昨日は、ごめんなさい」

　再び顔を合わせるなり、タマラはそう言って頭を下げてきた。

　罵ば倒とうされてもおかしくないと思っていたので、俺は少々面食らってしまう。

「ごめんって、何がだ？」

「あたし、キミが魔族と繋がっていたっていう事実だけを見て、キミを倒さなきゃいけないと思い込んでた……キミの事情をよく知りもしないで」

「俺の事情？」

「ラクシャルちゃんに聞いたんだ。キミは今までの人生を、狭い牢ろう屋やに閉じ込められて過ごしていたんだって」

　タマラの目には、俺に対する深い同情の色があった。

　……長年監禁されていたのは事実なので、俺は否定しない。

「今まで、そんなつらい生き方をしてきたんだもん。誰も助けてくれないなら、魔族にすがるのも無理はない。ううん、希望を失わずに生きているだけでもすごいことだよ。キミは何も悪くない」

「……ああ、いや。うん」

　何と言っていいものかわからず、俺は目をそらした。

「それに、ラクシャルちゃんから色々聞いたよ。キミがどんなに優しくて、愛情に溢れた人なのかってことを。すごくつらい人生を送ってきたのに、他人にそれだけの思いやりを持っていられるキミは、とても素晴らしい人だと思う」

「とてもすばらしいひと」

　俺は思わず棒読みで復唱しつつ、ラクシャルの方を見た。

　ラクシャルは昨日以上に自信満々の笑顔を浮かべている。

「私はヴァイン様を心から敬愛していますから。ヴァイン様の美点でしたら、即興でも一○○個くらいは挙げられます！」

　それ、あることないことテキトーに言ってんじゃないだろうな……？

　俺はラクシャルを問い質すべきか迷ったが、その前にガシッと右手を摑まれた。タマラが両手で包みこむようにして、俺の手を握ってきたのだ。

「だからあたし、決めたの。これからはヴァインくんだけの先生になる。先生として、ずっとキミのそばにいて、キミの心を埋めてあげる。それが、あたしのやるべきことだと思うから」

「俺だけのって……仕事はどうするんだよ」

「それは休職なり、退職なりになるけど……後悔はしないよ。あんまりよくわかってないけど、あたしはキミのものになったって聞いたし。だったらそうするのがいいんだと思う」

「よくわかってないんじゃねえか」

　俺のツッコミはどこへやら、ラクシャルが上機嫌でタマラに後ろから抱きつく。

「それでいいんです、タマラさん！　ヴァイン様の素晴らしさを理解できる方に出会えて、私も嬉しいです♪」

「ラクシャルちゃんとゼルスちゃんのおかげだよ。ヴァインくんのことだけじゃなく、話してみたら、魔族にも良い子はいるんだってわかったし……しかも、それが魔帝軍のツートップだなんて。自分の視野がどんなに狭かったか、気づかされた」

　タマラはあっさりと今までの考えを改めてしまったようだ。

　良く言えば純粋なんだが……そういえば、こいつはこいつでラクシャルとは異なるタイプのアホだったということを、俺は今更になって思い出していた。

　互いを認め合うラクシャルとタマラを横目に、ゼルスが溜息を漏らす。

「やれやれ……こうなっては、相乗効果でいつラクシャルが暴走するかもしれんしの。やはり、余も貴様に同行せざるを得んようじゃな」

「……え？　ちょっと待て、お前も来るのか？　魔帝の務めはどうするんだよ」

「余に化ばけたスラーナに、引き続き代理を任せることにした。何かあれば連絡するように言ってあるゆえ、心配は無用じゃ」

「すげえ横暴だな……」

「貴様にどうこう言われる筋合いはないわ。それで、今後の方針は決まったのか？」

　じろりと俺を睨みつけるゼルス。

　ラクシャルとタマラも、じっと俺を見つめて、言葉を待っている。

「……今後、か」

　結局、これといった具体的な目的は考えていないのだが──そもそも、そんなものはいらないのだと気がついた。

　楽しく、気持ちよく、心が躍おどるものを、欲望のままに追い求めていく。そのために俺は生まれ変わったのだから。

　立ち止まることなく、気の向くままに歩き続ければいい。

「そうだな。この大陸の北側に、新天地があるらしいんだが──」




　これから先も、どこへ行こうと、新しい楽しみを見つけることができるだろう。

　唯一無二の力と、愛しい女たちが在ある限り。





（了）
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　魔道具の剣を巡る騒動が幕を閉じ、ラクシャルが説得のためにタマラを寮へ連れ帰った、その夜のこと。




「……ということで、ヴァイン様はつらい過去を経験しながらも博愛の人として生きておられる、大変立派な志こころざしを持ったお方なのです」

　寮の私室にて、ラクシャルの熱弁に聞き入っていたタマラは、ぽろぽろと溢あふれる涙をハンカチで拭ぬぐった。

「うっ、ううっ……ぐすんっ。ヴァインくんにそんな過去があったなんて……あたし、何も知らずにヴァインくんを叱しかっちゃった……教師失格だよぉ……うええんっ……」

　号泣するタマラの隣で、ゼルスが訝いぶかしむように眉み間けんに皺しわを寄せた。

「のう、ラクシャル……今の話、全て事実なんじゃろうな？」

「今の話、とおっしゃいますと？」

「ヴァインが生まれてから一八年間監禁されておったとか、両親は目の前で壮絶な私刑を受けて殺されたとか、その仕打ちにもかかわらずヴァインは村の連中を許し、あまねく災厄から村を救い、礼すら受け取ることなく旅に出たとか……」

「もちろんです！　仮にどこかが間違っていたとしても、ヴァイン様が素晴らしい方であることには変わりありません！」

　細かいことはいいと言わんばかりのラクシャルの答えに、ゼルスは頭を抱える。

「妄信がますます悪化しておる……やはり余よも同行せねばダメじゃな……」

「んっ……もしかして、ゼルスちゃんも一緒に来るの？」

　涙を拭いていたタマラが、ゼルスを見つめて首をかしげる。その呼び方に、ゼルスは不快感を露あらわにした。

「なんじゃ、そのゼルスちゃんというのは。余は魔ま帝ていゼルスじゃぞ」

「……それなんだけど、実感わかないんだよね。あたしは今まで魔帝ゼルスの打倒を目標にしてきたし、昨日もあなたが魔族だから戦ったけど、こうやって話してみたら案外普通の子っていうか……むしろゼルスちゃん、可愛いよね？」

　タマラの感想に、ゼルスとラクシャルが同時に身を乗り出す。

「誰が可愛いんじゃ!!　貴様、余を馬鹿にしておるのか!?」

「はい、ゼルス様はとっても可愛らしい方なんです！　タマラさんも、ゼルス様の魅力にお気づきになったんですね！」

　きらきらと目を輝かせるラクシャルを、ゼルスがキッと睨みつける。

　しかしラクシャルは意に介さず、ゼルスの小さな体をひょいと抱き上げた。

「にょわぁっ!?　ラ、ラクシャル、何をするんじゃ！」

「ゼルス様はとても抱き心地がいいんですよ？　細くて小さいのにお肌はぷにぷにで、体温も高めで……えい、ぎゅーっ♪」

　ラクシャルがゼルスの背中に抱きつくと、一回り小柄なゼルスの体は、すっぽりとラクシャルの腕の中に収まってしまう。

「ゼルス様も、こうして抱っこされて撫で撫でされるのお好きですよねー？」

「うぐっ……ぐ、ぐぬう……」

　抱きしめられたまま優しく髪を撫でられ、ゼルスの顔が赤くなる。しかし否定もできず逃げもしないあたり、力関係はラクシャルの方が上のようだ。

　仲なか睦むつまじい姉妹のようなふれあいを見守っていたタマラが、声を立てて笑った。

「ゼルスちゃん、やっぱり可愛い……えへへっ。それじゃ、あたしにもぎゅーって抱っこさせて？　攻撃しちゃったお詫わび、仲直りの印に！」

「ウェルカムです！」

　ゼルスが答える前に、歓迎の意思を即答するラクシャル。

「うぇっ!?　こ、こら!?　ちょっと待っ……うぎゅ!?」

　ゼルスは逃げ出そうともがいたが、それより早くタマラが抱きついてくる。

　後ろからはラクシャル、前からはタマラに抱きつかれ、挟まれるゼルス。

「わぁ……ゼルスちゃん、ほんとにあったかーい♪」

　タマラが密着すると、自然、その巨乳を真っ先に押しつける形となり、むぎゅっとゼルスの体を後ろに押す。

「ふふふっ、ゼルス様の可愛らしさに共感してくださる方がまたひとり……♪　これからも仲良くしましょうね、タマラさんっ」

　ラクシャルも身を乗り出し、その胸でむぎゅぎゅっとゼルスの体を前に押す。

　むぎゅ、むぎゅ。むぎゅぎゅぎゅぎゅ～。

「だぁぁぁ!!　余を挟んで押しつけ合うなッ、このばいんばいんどもがぁぁっ!!」




「……以上です、ヴァイン様。昨夜はそんな感じで楽しく過ごしました！」

　たった一晩で女子組が急激に仲良くなっていた件について、どんなやり取りをしていたのかとラクシャルに訊たずねたところ、そのような説明が返ってきた。

　満足げに微笑みを交わすラクシャルとタマラを見やり、俺は不満の声を漏らす。

「俺を差し置いて、なに面白そうなことしてんだ。俺も混ぜろよ」

「はい、ではヴァイン様を加えてまたくっつきましょう！　ゼルス様、こちらに──」

「やらぬわッ!!」

　ひとりだけ疲れ切っているゼルスの怒声が響き渡った。
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　初めまして。もしくは、ご無ぶ沙さ汰たしております。仁に科しな朝あさ丸まるでございます。

　この度は拙著をお手に取って頂き、ありがとうございます。

　これまで清純派作家として活動してきた私ですが、今回は思い切ってエロに初挑戦することとなりました。エロとは無縁な、無む垢くかつ純粋なる心の持ち主である私には難しい題材でしたが果敢に挑んだ結果新たな扉を開くことｇ噓うそです。

　巻末のカバー折り返しにある「仁科朝丸の著書リスト」を読んでいただけると一目でバレますが、最初からエロい欲望全開の作家でございます。世間体は捨てた。

　そういうわけで、本作についても大変楽しく書かせていただきました。




　せっかくのあとがきですので、制作の裏話を。

　本作はＶＲゲームを題材にしておりますが、本文を書き始める前、私はＶＲゲームをプレイしたことがありませんでした。そこで、ＶＲゲームの無料体験を実施している近所の家電量販店に赴おもむき、試遊させてもらうことにしました。

　すると、それはもう驚くべき世界が広がっていたのです。

　臨場感のあるゲーム、というのは今まで何度も経験してきましたが、自分がゲームの中に完全に入りこんだような感覚がしたのは、あれが初めてのことでした。

　すっかりＶＲにハマってしまった私は機器を買おうとしたのですが、ＶＲゲームを遊ぶためには『プレイエリア』と呼ばれる一定のスペースを確保しなくてはならず、狭い我が家には導入不可能という結論に達しました。

　都会の住宅事情に夢を阻まれつつも、諦めきれずに店内をうろついた結果、スマホを利用して手軽にＶＲを楽しめるゴーグルを発見したので、そちらを購入することに。

　早速帰宅し、作中の設定に近い体験を試みるべく『ＶＲ空間で美少女に耳かきしてもらう』という内容のアプリを導入。ゴーグルを装着してみたところ、さすがに専用機器には一歩劣るものの、そこにも素晴らしい世界が広がっていました。




　季節は初夏。田舎いなかの日本民家、開放感のある六畳間。

　正座し、こちらに可憐な笑顔を向けて、膝枕を促す和装の少女。

　ＶＲ世界で少女の膝に飛びつく私。

　現実世界でベッドの角に頭を強打し、頭を抱えて悶もん絶ぜつする私。




　このような実体験をもとに、本作の主人公の最さい期ごは決定したのでした。

　さすがに私は死ぬほどの勢いで飛びこまなかったので、今こうして無事にあとがきをしたためることができていますが、ゴーグルをしたまま動き回るのは、本当に危ないし痛いし泣きたくなるのでやめましょう。私も気をつけます。




　さて、最後になりましたが謝辞を。

　本作のＷＥＢ掲載時から応援してくださっている読者の皆様。

　私の漠然としたイメージから、思わず感動してしまうくらいに可愛らしく美しくエロティックなキャラクターたちを創り出してくださったＴＡＫＴＯ様。

　相変わらず色々とお仕事でお世話になっております、担当の和田様。

　刊行にかかわっていただいた全ての皆様。

　そして何より、この本を手に取って頂いている貴方あなたに、深くお礼を申し上げます。





仁科朝丸
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